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　　　１




　真冬の早朝。気温はほぼ零れい度。

　フェイスマスクをしていても、空気は肺に突つき刺ささるほど冷たい。

　霜しもの粒つぶが光るアスファルトを、大きめのストライドで蹴ける。立体成型ギプスを装着した右手に振しん動どうが響ひびくが、もう痛みはそれほど感じない。

　土手上の遊歩道に漂ただよう朝あさ靄もやが、夜明けの色を吸すい込こんで茜あかね色いろに輝かがやく。

　その靄もやの向こうから、規則正しい足音が近づいてくる。

　歩ほ幅はばと体重からして男性。体幹が強い。スピードもかなりのものだが、あまり若くはない。三十……いや、四十代か。

　足音だけからそこまで感じ取ったミノルは、サイクリングロードの左ひだり端はしぎりぎりにラインを変へん更こうしながら、走行スピードを時速十五キロメートルから十キロメートルまで落とした。数秒後、前方に人ひと影かげが出現する。双そう方ほう、無言ですれ違ちがう。

　予想どおり、薄うすくヒゲを生やした壮そう年ねんの男性ランナーだった。時速十二キロは出ていそうだ。朝あさ靄もやを切きり裂さくような力強い走りで、たちまち後方に遠ざかっていく。濃のう密みつな汗あせの匂においもすぐに消える。

　走行ラインとペースを戻もどしながら、ミノルは考える。

　あれくらいの年ねん齢れいで、あの走りを保ち続けるのはきっと想像以上に大変なことだろう。登校前に早起きして走るのですらかなりの精神力を求められるのだから、これが通勤前となったらどれほど辛つらいことか。いつもにこにこ元気な義あ姉ねの典のり江えですら、朝は微び妙みようにテンションが低いのだ。もっとも今日は一月三日なので、典江はまだベッドで安らかに眠ねむっているが。

　できるならばミノルも、さっきの壮そう年ねんランナーのように大人になっても走り続けていたいと思うし、そのために早朝ランニングを日課にしているわけだが──三ヶ月、いや四ヶ月前から、走ることの意味がいくらか失われてしまったことは否定できない。

　運動というのは、肉体に負ふ荷かをかけることが目的なのだから、ある程度苦しくなければ意味がない。その苦しさに耐たえてトレーニングを続け、能力が伸のびる喜びを味わうために運動するのだと言ってもいい。

　しかしいまのミノルは、たとえ時速二十キロメートルで走り続けても、五キロや十キロの距離ならほとんど苦しさを感じない。時速二十キロといえば、オリンピックでもトップクラスの男子マラソンランナーの平均速度だ。心肺に負荷をかけるためには、さらに十キロは速く走る必要がありそうだが、荒あら川かわ土手を時速三十キロで走ったりしたら悪目立ちするどころの話ではない。他人の記き憶おくに残ることを恐おそれるミノルには、そんな真ま似ねは絶対にできない。

「……お前の能力も、オンオフできればいいのにな……」

　と、走りながら小声で語りかける。

　もちろん返事は聞こえない。ミノルの胸骨に融ゆう合ごうしている直径二センチ弱の球体──漆しつ黒こくの《サードアイ》は、それ自体の意識は持たない。ただ宿主の体力を大おお幅はばに引き上げ、異能力を与あたえるだけの存在。

　サードアイがどうやって宿主に異常な筋力や持久力を与あたえているのかは、ミノルが所属する厚こう生せい労ろう働どう省しよう安全衛生部特別課、略りやく称しよう《特課》の指揮官である伊イ佐サ理リ々リ教授が解明を試みているが、まだ根本的な仕組みは何も解わかっていないようだ。

　しかし現象としては、いくつかのことが発見されているらしい。

　人間を含ふくむ全ての真しん核かく生せい物ぶつは、細さい胞ぼうが活動するエネルギー源として《アデノシン三リン酸》という物質を利用している。ミノルも生物の授業で習ったＡＴＰのことだ。

　ＡＴＰは、アデノシンというヌクレオシドに、リン酸の分子が三つくっついた化合物である。このリン酸が一つ外れると、大きなエネルギーが発生する。人体はそのエネルギーを使って筋肉を収縮させたり、食べたものを分解したりしているわけだ。

　リン酸一分子が外れたＡＴＰは、《アデノシン二リン酸》つまりＡＤＰに変化する。食事で得たエネルギーを使ってＡＤＰにリン酸をくっつけて、またＡＴＰを作り出す。人間の体の中では、このサイクルが絶えず繰くり返かえされている。

　だが教授は、ミノルたち《黒色サードアイ寄主ジエツトアイ》の細さい胞ぼう中ちゆうから、未知の化合物を発見した。

　アデノシンに、リン酸分子が結合しているところまではＡＴＰと同じ。しかし、くっついているリン酸の数が、実に九つもあったのだ。

　イサリリ教授は、その化合物を仮に《アデノシン九リン酸ノナホスフエート》──《ＡＮＰ》と名付けた。

　ＡＮＰは、ＡＤＰになるまでに、七つものリン酸分子を切断することができる。すなわち、発生させられるエネルギーはＡＴＰの七倍。サードアイ保持者が常人離ばなれした体力や運動能力を持っていることの理由の一つであろうと、教授は言った。同時に、サードアイがどうやってそんな超ちよう高エネルギー化合物を作っているのかは皆かい目もく解わからない、とも。

　ジェットアイである教授は、《いまあるデータから答えに辿たどり着つくことが可能な問いなら、過程を省略して即そく座ざに答えを出す》能力を持っている。そんな彼かの女じよにも解らないのだから、サードアイの謎なぞが全て解明されることは決してないのだろうとミノルは感じる。この小さな球体の力──あるいは存在理由は、人知の及およぶところではないのだ、と。

　そんな驚きよう異いの寄生体であるサードアイも、しかし万ばん能のうというわけではない。保持者の肉体がいかに強化されようとも、そこには確たる限界が存在する。

　エネルギー補給なしに永遠に走り続けることはできないし、自動車を持ち上げることもできない。そして、思い切りコンクリートに叩たたき付つけられれば、大おお怪け我がをする。

「…………スウさん……」

　再び、無意識の呼びかけが唇くちびるから零こぼれたが、今度も答えはなかった。

　喉のどの渇かわきを感じ、スローダウンする。前方に、幸さき魂たま大おお橋はし北側の車止めが見えてくる。そこで足を止め、深呼吸。左手首の特課謹きん製せいランニングウォッチを見ると、少し上じよう昇しようしていた心しん拍ぱくがたちまち落ち着いていく。

　サードアイに寄生される前は、日課の十キロランに水分補給は必要なかった。しかし、サードアイは宿主の体力を引き上げるかわりに、大量の水分とグルコースを消費する。もちろん、走るスピードを以前と同じレベルに抑おさえれば消費量も減るのだが、それでは走った気がしない。ついつい時速十五キロも出してしまい、折り返し地点で早くも喉のどが渇かわく、というわけだ。

　荒あら川かわ土手には、基本的に自じ販はん機きの類は存在しない。西側の彩さい湖こ公園か、東側の住宅街に下りれば飲み物を買えるが、ランニングが長時間中断されてしまう。

　そこでミノルはここしばらく、走りに出る時はウインドブレーカーの下にこれも特課謹製の水分補給ハイドレーシヨンインナーを着ている。背中に容量五百ミリリットルの耐たい水すいＰＰＳフィルム製パックが内蔵されていて、そこからチューブで水を飲めるのだ。市し販はんのハイドレーションパックに比べれば容量は控ひかえめだが、ザック型やウェストポーチ型と比べれば荷物感はまったくないし、体の動きも邪じや魔ましない。

　フェイスマスクを下げ、襟えり元もとから細いチューブを引っ張り出して先せん端たんのバルブを咥くわえる。口に流ながれ込こんでくる水はさすがに生なま温ぬるいが、そこに文句は言えない。それに、真冬のランニングであまり冷たい水を飲むと、当たり前だがお腹なかが冷えてしまう。

　車止めに腰こし掛かけ、自分の体温で温められた水を少しずつ飲みながら、南の空を見上げる。

　三日前の大おお晦日みそか──二〇一九年十二月三十一日。

　ミノルは、特課の偵てい察さつ任務で、東京都港区南青山にある雑居ビルに潜せん入にゆうした。

　そのビルは、ジェットアイと敵対する《赤色サードアイ寄主ルビーアイ》たちの集団、通つう称しよう《組織》のセーフハウス……つまり隠かくれ家がだった。当然、潜せん入にゆうには危険が伴ともなうと予想されたので、イサリリ教授は現状の特課メンバーで実現可能な最大限の防衛策を講じた。

　《孤独者アイソレータ》のコードネームを持つミノルの能力、あらゆる攻こう撃げきを確実に遮しや断だんする《防ぼう御ぎよ殻かく》に、コードネーム《屈折者リフラクター》たる小こ村むらスウの能力《透とう明めい化》を融ゆう合ごうさせたのだ。

　融ゆう合ごうと言っても、その方法は、ミノルがスウをおんぶして、それぞれが能力を発動するという至って原始的なものだった。しかしそれは同時に、得がたい能力連携コンボでもあった。なぜならミノルが《殻から》に取とり込こめるのは、特課メンバーのみならず、あらゆる人間の中で小村スウたった一人だけなのだ。

　《防ぼう御ぎよ殻かく》と《透とう明めい化》を発動させ、不可視かつ不ふ可か侵しんな存在となった二人は、南青山のセーフハウスに潜せん入にゆうした。そしてそこで、《組織》の幹部と推測されるルビーアイ、コードネーム《リキダイザー》の仕し掛かけた罠わなに落ちてしまった。

　あらゆる物質を液化するという恐おそるべき能力を持つリキダイザーは、セーフハウスの一階に流ながし込こんだコンクリートを液化させ、そこにミノルとスウを落下させたのだ。

　瞬しゆん時じに再硬こう化かした分厚いコンクリートは、《殻から》で何度殴なぐってもびくともしなかった。ビルの外で待機している特課メンバー、《加速者アクセラレータ》安あ須ずユミコと《探索者サーチヤー》ＤＤこと大だい門もん伝でん二じ郎ろうに危険が迫せまっていると予測した小こ村むらスウは、コンクリートから脱だつ出しゆつするために、最終手段を選せん択たくしようとした。

　ジェットアイとルビーアイの体のどこかに寄生しているサードアイは、宿主が生命活動を停止する瞬しゆん間かん、《離り脱だつ》という現象を引き起こす。

　体から離はなれたサードアイは、猛もう烈れつなスピードで一直線に空へ……恐おそらくは宇宙へと飛び去るのだ。それを妨さまたげることはできない。たとえ厚さ一メートルの鋼鉄で囲おうとも、サードアイはそれに大穴を開けてしまう。

　スウは、その超ちよう現象を利用しようとした。ミノルの防ぼう御ぎよ殻かくから意図的に弾はじき出だされることで、コンクリートと殻からのあいだで圧死し、サードアイを《離脱》させようとしたのだ。

　ミノルがぎりぎりのタイミングで能力を解除したため、小村スウの圧死だけは免まぬがれた。だが、凄すさまじいスピードでコンクリートに激げき突とつした彼かの女じよは重傷を負い、ドクターヘリの機内で昏こん睡すい状態に陥おちいった。いまも都心の病院のＩＣＵで治ち療りようが続いているが、意識が戻もどったという連れん絡らくはまだない。

　今日の午後、ミノルは初めてスウを見み舞まうことになっている。作戦当日の夜から何度も願い出て、ようやく教授の許可が下りたのだ。

　もちろん面会は不可能だし、スウの姿を見ることさえできないかもしれない。しかしどうしても、可能な限り近くから思念を届けたい。ミノルと特課メンバーの命を救ってくれたお礼すら、まだ言っていないのだから。

　給水バルブを口から外し、怪け我がをした右手を持ち上げる。

　尺骨の単純骨折。第三、第四中手骨の開放骨折。薬指と小指の剝はく離り骨折。広こう範はん囲いの筋断だん裂れつ。治ち療りように当たった医師が顔をしかめるほどの大おお怪け我がだったが、偵てい察さつ作戦に参加した特課メンバーの中では、ミノルの傷は軽いほうだ。実際、わずか三日で痛みはほとんど感じなくなくなっている。

　安須ユミコも両足の擦すり傷きず程度で済んだが、戦せん闘とう直前に合流した《分断者デイバイダ》斉さい藤とうオリヴィエは、ルビーアイ《トランサー》が生成した氷の手しゆ榴りゆう弾だんに直ちよく撃げきされ、全身に打だ撲ぼくと裂れつ傷しようを負った。最さい先せん端たんの治ち療りようとサードアイの治ち癒ゆ力によって大事には至らなかったものの、いまも本部近くの病院に入院中で、現場復帰にはもう数日かかるらしい。

　いっぽう、敵のリキダイザーとトランサーも深傷ふかでを負ったはずだが、戦場となった廃はい工場の地面を液化して逃にげた二人の行方ゆくえは摑つかめていない。敵セーフハウスへの潜せん入にゆうでミノルとスウが入手した情報に基もとづいて、自衛隊のジェットアイ集団《別ベツ隊タイ》が新たな強きよう襲しゆう作戦を行ったはずだが、その結果もまだ聞かされていない。

「…………スウさんは……何のために…………」

　押おし殺ころした声で呟つぶやきながら、まだ傷の癒いえない右手を握にぎり締しめようとしたが、立体成型されたシンセティック・ギプスは薄うすいのに無む闇やみと強きよう靱じんで、かすかに軋きしんだだけだった。

　長いため息をつき、ミノルは車止めから腰こしを上げた。

　義あ姉ねの由よし水みず典のり江えには、ランニング中に転んだ、軽い打だ撲ぼくだから大だい丈じよう夫ぶ、と説明してあるが、特課に加わってから噓うそばかり増えていくことにはやはり忸じく怩じとしてしまう。典江はこの世でミノルが最も敬愛する人間であり、絶対に悲しませたり心配させたりしたくないのに、状じよう況きようはひたすら逆のほうへと転がり落ちていく。偵てい察さつ作戦の三日前には、致ち死し量の放射線が飛とび交かう東とう京きよう湾わん原発一号機の炉ろ心しんに単身突とつ入にゆうしたりもしたのだ。

　ルビーアイは人を殺す。ジェットアイがそれを止める。その理り屈くつに異を唱える気はもうない。だが、このまま隠かくし事ごとが限りなく積み重なっていけば、いつか全てが崩くずれ去さる日が来ると思えてならない。

　たった一つだけ、問題を解決する方法があるにはある。

　他人の記き憶おくを操作するという恐おそるべき力を持つ特課の氷ひ見み課長に頼たのんで、典江からミノルに関する記き憶おくを全て消して貰もらうのだ。そしてミノルは、痕こん跡せき一つ残さずに家を出て、特課本部に引ひっ越こす。そうすればもう、ミノルの《匂におい》に引き寄せられたルビーアイに典江が襲おそわれるようなことも起きない。

　しかし、それは……それだけはしたくない。

　典江の記き憶おくを操作することへの忌き避ひ感、嫌けん悪お感はもちろんあるが、それ以前にミノル自身がいまの家を離はなれたくないのだ。典江との生活を失いたくない。そんなエゴだけで、誰だれよりも愛する人に無数の噓をつき、その身を危険に晒さらし続けている。

「………………」

　もういちど長い息を吐はいてから、ミノルは再び走り出そうとした。

　しかし足を動かす寸前、またしても他人の気配に気付く。濃こい朝あさ靄もやの向こうから近づいてくる足音は、数分前にすれ違ちがった壮そう年ねんのランナーのそれとは明らかに違ちがうので、彼かれが折り返してきたわけではないようだ。

　正月三日の早朝から荒あら川かわ土手を走るような物好きが何人もいるんだなあ……と自分を棚たなに上げて考えながら、ミノルは車止めの横まで下がった。俯うつむいて、ランナーが通り過ぎるのを待つ。

　あれ……、と思った時にはもう、向こうから声を掛かけられていた。

「あっ、空うつ木ぎくん！」

　ペースダウンしながら叫さけんだのは、グリーンのウインドブレーカーを着た小こ柄がらな女の子だった。

　女の子と言ってもミノルと同学年だ。同じ県立吉よし城き高校の一年生で、陸上部に所属している箕みの輪わ朋とも美み。

　駆かけ寄よってくる彼かの女じよにどう言葉を返したものか、ミノルは迷った。

　朋とも美みと待ち合わせて一いつ緒しよに走ったことが、ここ二週間で五回ほどあるのだが、今日は違ちがう。なのにこんなふうに遭そう遇ぐうしたとなると、まるでミノルが土手で待まち伏ぶせしていたかのようではないか。

　というような思考が脳のう裏りを過ぎったからなのだが、朋美はいつもの屈くつ託たくない笑え顔がおで言った。

「なーんだ、今日も走ってるなら連れん絡らくすればよかったよー。明日からかと思っちゃった」

「え、ええと……」

　考えがまとまらないまま、ミノルは背筋を伸のばして言った。

「箕みの輪わさん、明けましておめでとうございます」

　すると朋美は一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、すぐに笑顔に戻もどってぺこりと頭を下げた。

「こちらこそ、明けましておめでとうございます。今年もよろしくね、空うつ木ぎくん」

「う、うん、よろしく……」

　顔を上げた朋美が、なぜかくすくす笑うので、ミノルは思わず訊きいてしまった。

「な、何か変なこと言ったかな……」

「ううん、ぜんぜん。ごめん、笑ったりして」

　ショートヘアを左右に揺ゆらし、朋美は笑みを収めて言った。

「同じ学校の子に、そんなにちゃんと新年の挨あい拶さつされたの初めてだったから」

「……僕ぼくも、口で言ったのは初めてかもしれない」

「あはは、でもなんかいいよね、ＬＡＮＥレーンとかじゃなくて顔を合わせて明けましておめでとうって言うの」

　スマホ用のメッセンジャーアプリの名前を出してそんなことを言う朋美に、ミノルも確かにそうかもしれないと思いながら頷うなずいた。

「うん、一年に一回しか言えないしね」

　すると朋美はまたしてもぷひゅっと噴ふき出だす。

　ミノルと箕輪朋美が友達になり、お互たがいの時間が合えば荒あら川かわ土手を一いつ緒しよに走ろうと約束したのは十八日前──十二月十六日だが、ミノルが最初に朋美と言葉を交かわしたのは、さらに二週間ほどさかのぼった十二月三日である。

　しかし朋美は、当時の記き憶おくを氷ひ見み課長の能力によって消されている。なぜならその日、朋美はルビーアイ《バイター》に襲おそわれ、危あやうく喰くわれそうになったところをミノルに助けられたからだ。バイターの異形を目もく撃げきしてしまった朋美をそのままにしておくわけにはいかない。それはミノルもそう思う。

　しかし結果として、ミノルは「友達になろう」と言ってくれた朋美にも、多くの噓うそをつき続けなくてはならなくなった。

　人との距きよ離りを縮めるというのは、畢ひつ竟きようそういうことだ。近づけば近づくほど、ネガティブな事象が発生する可能性が大きくなっていく。それが嫌いやだから、ミノルはいままでずっと……少なくともバイターに襲おそわれた朋とも美みを助けるまでは、他人をひたすら遠ざけてきたのだ。

　しかしミノルは、記き憶おくを封ふう印いんされた朋美と、もういちど友達になることを選んだ。

　その選せん択たくを後こう悔かいはしたくない。少なくとも箕みの輪わ朋美に関してだけは、今後起こりうる全てのことを受け入れ、乗のり越こえていきたい。

「あれ……」

　というような声とともに、不意に朋美が一歩近づいたので、ミノルは思考を読まれてしまったのかと慌あわてた。

　しかし朋美が視線を向けたのは、ウインドブレーカーの袖そでから出たミノルの右手だった。反射的に引ひっ込こめようとしたが、時すでに遅おそく。

「空うつ木ぎくん、その手、どうしたの!?　怪け我が!?」

　心配そうな顔でさらに接近してくる朋美に、ミノルは慌あわててかぶりを振ふった。

「い、いや大だい丈じよう夫ぶ、ちょっとぶつけただけだから。もう痛みもないんだ」

　そう答え、持ち上げた右手の指を動かしてみせる。極ごく薄うすの立体成型ギプスは手ての甲こうと各指が別パーツになっていて、ぱっと見ではただ包帯を巻いているようにしか見えない。

「そう……」

　ほっとしたように息を吐はいた朋美は、眉まゆを寄せて続けた。

「もー、空木くんもアスリートなんだから、体には気をつけないとダメだよー」

「ぼ、僕ぼくは別にアスリートってわけじゃ……」

「そうじゃない人が、お正月の朝から走らないよー」

　そう言ってようやく笑えみを浮うかべた朋美が、再び怪け訝げんそうな顔をした。新たな怪我を見つけられたのかと慌てたが、朋美が発見したのは別のもの──ミノルの襟えり元もとから覗のぞく給水バルブだった。

「空木くん、ハイドレ持ってきてるの？」

　ハイドレーションパックのことであろうと推測し、頷うなずく。

「う、うん。冬でも喉のど渇かわく時、けっこうあるからね」

「そうだよねー。あたしも時々給水したくなるんだけど、ついガマンしちゃってさ……ねえ、ちょっとちょうだい？」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで朋美がそんなことを言い出すので、ミノルは思わず仰のけ反ぞってしまった。

「うぇ!?　で、でも……」

　さっき僕が口つけちゃったし、という反応は子供っぽすぎるかと考え、軌き道どう修正する。

「……ぱ、パック背負ってるから超ちようぬるいよ、水……」

「あはは、空木くんも超とか言うんだ」

「え、いや、まあ……」

「超だいじょーぶだよ、冷たい水はお腹なかによくないし」

　と言われれば、もう返すべき言葉はない。

「じゃ、じゃあ……どうぞ」

　襟えり元もとからバルブつきのチューブを限界まで引っ張り出すと、朋とも美みは受け取ったそれを躊躇ためらいなく口に咥くわえ、ちゅーっと水を吸すい込こんだ。

　鍛きたえられたミノルのネガティブ回路は、朋美が「ぬるーい！」とか「まずーい！」とか言いながら吐はき出だす展開を予想したが別にそんなこともなく、それどころか朋美は背中のパックに残っていた約三百ミリリットルの七割ほども一気に飲み干し、満足そうに息を吐いた。

「あー、生き返った！　ごちそーさまでした、空うつ木ぎくん」

「ど、どう致いたしまして……」

「でも凄すごいね、ふつうハイドレの水ってどうしてもプラスチック臭くさくなるのに、ぜんぜん臭くなかったよー」

「そ、そうかな……」

　それは、特課が開発したインナー内蔵型ハイドレーションパックが、一いつ般ぱん的なポリエチレンではなくポリフェニレンサルファイドという舌を嚙かみそうな名前のハイテク素材を使っているからだが、それを朋美に説明はできない。

「……最初にしばらく重じゆう曹そうを入れておくと、プラスチック臭さが取れるらしいよ」

　どこかで小耳に挟はさんだ豆知識を披ひ露ろうすると、朋美は素す直なおに目を丸くした。

「へーっ、知らなかった！　あたしも帰ったらやってみるね！」

「濃こさは五パーセントくらいだったかな……」

　──こうしてまた、噓うそが増えていく。

　もちろん重曹の豆知識ではなく特課の件だが、《言わない》という噓もあるのだということを、ミノルはこの数週間で痛いほど思い知った。

　朋美とは中学二年の時にも同じクラスだったのだが、当時は言葉を交かわしたこともほとんどなかった。その後、同じ高校に進学し、荒あら川かわ土手ですれ違ちがっているうちにお喋しやべりするようになって、いまに至る──と朋美は認にん識しきしているようだ。

　しかしそこには、重要な出来事がすっぽり抜け落ちている。

　ルビーアイ《バイター》の襲しゆう撃げきがなければ、ミノルと朋美がここまで距きよ離りを縮めることもなかっただろう。恐おそらくミノルは、ある時点でいつもの《他人に記き憶おくされる恐きよう怖ふ》に捕とらわれ、朋美から遠ざかろうとしたはずだ。

　いままでそうしなかった理由は、恐らくは後ろめたさ。朋美が重要な記憶を消去されてしまったことを、ミノルだけが知っているという引け目のせいだ。朋美は、あの日の記憶を失ってなおミノルに「友達になろう」と言ってくれたのに、ここで拒こばむのは良くない行いだ、という意識があるからだ。

　しかし、友達になったらなったで、会うたびに噓が増えていく。

　いっそ、サードアイのことを──人間を襲おそうルビーアイと、それと戦うジェットアイチームの存在を、国が公表してくれれば。朋とも美みや典のり江えに、全てを話すことができれば、どんなに気持ちが楽になるだろう。

　などと一いつ瞬しゆん考えてしまうが、そうなればミノルは《悪と戦う正義戦隊の一員》であると周囲の人間に認にん識しきされるわけで、その状じよう況きように耐たえられる気はこれっぽっちもしない。結局、全てを限界まで隠かくし通すしかないのだ。

　というような、前向きなのか後ろ向きなのか解わからない思考を巡めぐらせているうちに、朋美は再びバルブを口に咥くわえて、残りの水をちゅーっと吸い尽つくしてしまった。

「あっ、ゴメン空うつ木ぎくん、全部飲んじゃった！」

「え……あ、い、いいよ全然。僕ぼくはさっき飲んだから」

「えへへ、ごっつぁんです」

　と言いながら朋美が差し出してきたバルブを受け取り、超ちよう小型磁石が埋め込まれたそれを襟えりに内蔵された金属プレートにカチッと留とめる。

　気付けば、周囲はかなり明るくなってきている。東に顔を向けた朋美が、朝あさ陽ひの眩まぶしさに目を細める。

「もうすぐ一年生も終わりだね……」

　朋美が突とつ然ぜんそんなことを言うので、ミノルは首を傾かしげた。

「それはちょっと早くない？　まだ三ヶ月もあるよ」

「あっというまだよ、三ヶ月なんて！　あたし、ついこのあいだ入学式だったみたいな気がするもん」

「そ、それはすごいね……」

　僕ぼくはずいぶん長かった気がするよ、と言おうとしてから口を閉じる。確かに、サードアイに寄生されてからの四ヶ月──ことにバイターと遭そう遇ぐうしてからの日々は、感覚的にはそれまでの十倍速くらいで目まぐるしく過ぎていった。

　今日、教授に会ったら、どうして時間の感じ方が変わるのか訊きいてみよう……と思いながらミノルは改めて口を開いた。

「それじゃ、時間を無む駄だにしないように、そろそろ帰ろうか」

　すると朋美はぱちくりと瞬まばたきし、なぜか慌あわてたように言った。

「あっ、えっ、そういう意味で言ったんじゃないのに……」

「え……？　そういうって、どういう……？」

「うー、ううん、なんでもない！　よし、帰ろ帰ろ！」

　両りよう腕うでを肘ひじからぐるぐる回し、朋美はミノルの返事を待たずに土手道を北へと走り始めた。

　小さな背中を追いかけ、隣となりに並ぶ。ちらりと横を見た朋美がペースを上げる。時速十三キロ……さすがに陸上部女子のホープだけあって、以前のミノルならゴールまでついていけるかどうか微び妙みようなスピードだが、いまは息苦しささえ感じない。

　とはいえ、あまりに平然としているのも不自然なので少し呼吸を大きくする。これも無言の噓うそだ、という後ろめたさを誤ご魔ま化かすために、息の隙すき間まで話しかける。

「そういえば……箕みの輪わさんは、何メートルがメインの種目なの？」

「高校からは三千メートルだよー」

「へえ……インターハイの優勝タイムって、ちなみにどれくらい……？」

「最近は九分ジャストくらいだね」

「九分……ってことは……」

　脳内でしばし暗算し、思わず叫さけぶ。

「時速二十キロ!?　その速さで三キロ走るの!?」

　すると朋とも美みは、何をいまさらと言わんがばかりに苦く笑しようした。

「そりゃそーだよー。オリンピックの男子マラソンなんか、それくらいのスピードで四十二・一九五キロ走るんだよ！」

「そ、そうか……」

　頷うなずきながら、胸骨に埋うまる球体に意識を向ける。

　本気でタイムを計ったことはないが、いまのミノルでもフルマラソンを時速二十キロで完走するのは恐おそらく不可能だろう。サードアイ寄主も、単純な身体能力に限ればそこまで桁けた外はずれの超ちよう人じんというわけではないということだ。

　考えてみれば、もしサードアイ寄主が軒のき並なみオリンピック金メダリスト級の力を持っているなら、政府がその方面での利用を考えないはずがない。少なくとも、体力テストくらいは受けさせるはずだ。そうしないのは、たとえオリンピックに出場しても真の一流アスリートには勝てないことを、国も認にん識しきしているからだ。

　ほんの少しだけだが気分が軽くなり、ミノルは真冬の冷たい空気を深く吸すい込こんだ。

　あたかもその弛し緩かんを狙ねらい撃うつかの如ごとく──。

　まったく予想もしていなかったひと言が、左側から発せられた。

「そーだ、空うつ木ぎくん。ちょっとうちに寄ってかない？」

「あ、うん…………うぇ、えええ!?」

　頷いてしまってから、物理的に二十センチほど跳とび上あがる。

　どうにか転ばずに着地してから、微び妙みような角度で朋美の顔を見る。まっすぐ前を向き、オーソドックスな２：２リズムで呼吸する陸上選手の表情からは、内心を読み取ることはできない。いくらか頰ほおや耳が赤い気もするが、それは零れい度近い空気のせいだろう。

　ミノルが反応できずにいると、道路の先を見み据すえたまま朋美が言った。

「うち、お正月は田舎いなかから自家製のお餅もちが送られてくるんだけど、毎年食べきれないんだよね。だから、ちょっと手伝ってくれると嬉うれしいなーって」

「そ……そう……」

　気のせいか、いままでよりわずかに早口なように思える誘さそいの言葉を、どう断ったものかとミノルは考えた。

　そう……断る以外の選せん択たく肢しはない。突とつ然ぜん自宅にお邪じや魔まして、お餅もちをご馳ち走そうになってしまうというのは、余りにもイレギュラーな行動すぎる。朋とも美みの家族とも当然ながら顔を合わせることになるのだろうし、そんな大質量の記き憶おくを処理できる自信はまったくない。

　それに今日は、昏こん睡すい状態の小こ村むらスウの見み舞まいに行くのだ。ミノルの命を救ってくれた特課の仲間がＩＣＵで厳しい戦いを続けているというのに、友達の……しかも女の子の家にお邪魔して、のんきにお餅を食べている場合ではない。

　家族がご飯を作ってくれているから、という当あたり障さわりのない断り文句を口にするべく、ミノルは息を吸すい込こんだ。

　そこでようやく気付く。体の両りよう脇わきでリズミカルに振ふられている朋美の両手が、きつく握にぎり締しめられていることを。

　箕みの輪わ朋美も、本来は決して社交性に富む性格ではないはずだ。少なくとも中学の頃ころの彼かの女じよは、陸上一筋という感じでクラスの女子たちからはやや距きよ離りを置いている、あるいは置かれている様子だった気がする。

　そんな朋美が、ジョギング仲間とはいえ違ちがうクラスの男子を自宅に誘うのは、ミノルが想像する以上に勇気を必要とする行いだっただろう。これでミノルが即そく座ざに断れば、朋美は誘さそったことを後こう悔かいするに違ちがいない。この一幕を、辛つらくて苦い出来事として記憶してしまうに違ちがいないのだ。

　朋美はすでに、バイターにまつわる記憶を消されている。これ以上、彼かの女じよを苦しめるようなことはしたくない。

　……それも、結局は僕ぼくのエゴでしかないんだろうけど。

　そう思いながら、ミノルはもういちど呼吸を整え、手首の時計を見てから訊たずねた。

「まだこんな時間だけど……お家うちの人は、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　途と端たん、朋美はぱっと顔を輝かがやかせ、上体ごとミノルを見た。

「うん、ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだよ！　あたしの家族、全員早起きなんだ」

「へえ……じゃあ、お言葉に甘あまえて……」

「えへへ、お餅いっぱい食べてね！」

　握ったままの右手でミノルの左ひだり肩かたを軽く叩たたき、朋美はさらにペースを上げた。

　しばらく走ると、前方に銀色のＵ型バリカーが見えてきた。羽根倉橋の車止め──朋美が、『通り過ぎる時、勝手に足が止まって、心臓がぎゅうってなる』と言っていた場所だ。記き憶おくを消去されてもなお、バイターに襲おそわれた時の恐きよう怖ふがそうさせているのだ。

　しかし今朝の朋美は、車止めの間を通過する時もまったくスピードを落とさず、それどころか通り過ぎたことさえ気付かなかったように見えた。朋とも美みに続いて車止めを抜ぬけたミノルは、このまま恐おそろしい記き憶おくが完全に朋美の中から消えることを真しん剣けんに祈いのった。




　羽根倉橋で荒あら川かわ土手から下りた二人は、県道五十七号線を北に向かった。

　ミノルはもちろん箕みの輪わ朋美の自宅の場所を知らないが、中学校が同じだったのだからさほど遠くないはずだ。そう思いながら先を走る朋美についていくと、案内されたのは五十七号線を東に曲がり、鴨かも川がわを渡わたった先の住宅街だった。ミノルの自宅からは、直線距きよ離りで五百メートルほどしか離はなれていないだろう。

　朋美は、外がい壁へきに白タイルを使った、まだ新しい一いつ軒けん家やの前で足を止めると笑え顔がおで言った。

「ここがあたしの家だよー」

「へえ……きれいなお家うちだね。僕ぼくの家、ここからだと歩いても十分くらいだよ」

　何の気なしにそう答えると、朋美がずいっと顔を近づけてくる。

「えっ、空うつ木ぎくんちってどのへんなの？」

「えっと……さっきの五十七号沿ぞいに、和わ菓が子し屋さんの工場があるの知ってるかな……その近くなんだけど……」

「ええっ、あたしあそこによく窯かま出だしカステラ買いにいくよ！」

　目を丸くした朋美がさらに接近してくるので、ミノルは上体を仰のけ反ぞらせつつ頷うなずいた。

「う、うん、あれ美お味いしいよね、ふわふわしてて……」

「だよねー！」

　にっこり笑い、朋美はようやく後ろに下がった。大きく息を吐はき、両手でお腹なかを押おさえる。

「あー、想像したらお腹なかが空いちゃった……。早くお餅もち食べよ、空木くん」

　そう言って玄げん関かんに向かいかけた朋美に、ミノルは改めて訊たずねた。

「あの、箕輪さん、いきなりお邪じや魔ましちゃってほんとに大だい丈じよう夫ぶなの……？」

「ぜんぜんだいじょぶだってば！」

「でも、僕、走ったばっかりで汗あせ臭くさいし……」

「んー？」

　朋美が再び急接近し、鼻をひくひくさせる。

「そんなことないよー。どうしても気になるならシャワー使う？」

「い、いやっ、それには及およびません！」

　ぶんぶん首を横に振ふると、朋美はくすくす笑ってから、今度こそタイル張りのポーチに跳とび乗った。観念し、ミノルもその後を追った。

　十分後。

　──いったいなぜこうなったんだ……？

　と思いながら、正座したミノルは両手の指を忙いそがしく動かしていた。

　握にぎっているのは、最新ゲーム機のコントローラ。目の前のテレビには、サッカーのゲーム。隣となりには、盛さかんに声を上げる男子小学生。そして膝ひざの上には、サバトラの猫ねこが丸くなっている。

「うりゃっ、稲いな妻ずまシューッ！」

　男の子が叫さけび、画面内の選手がミドルシュートを放った。しかしミノルの操作するキーパーが横っ飛びに反応し、パンチングで弾はじく。

「うにょおっ、いまのを防ぐかよぉ！　やるじゃん！」

「ど、どうも……」

　と答えながら、こぼれ球をクリア。画面が大きくスクロールする。

　ミノルはゲームが得意というわけではまったくない、というよりこの手のゲームで遊んだ経験がほとんどない。典のり江えの家に引ひっ越こしてからはテレビゲームや携けい帯たいゲームとは無む縁えんの生活をしてきたし、友達の家に遊びに行ったこともないに等しいからだ。あの事件が起きる前、姉のワカバと古いゲーム機で遊んだ記き憶おくがうっすら残っているが、どんなタイトルだったかは忘れてしまった。

　そんなミノルが、操作方法が複雑な最新のサッカーゲームに対応できるのは、恐おそらく、いや間ま違ちがいなくサードアイのせいだろう。ルビーアイとの戦せん闘とうで、コンマ一秒を争うような経験をしたせいか、集中すると時間が遅おそくなるような感覚が訪おとずれるのだ。

　もっとも、イサリリ教授に《アデノシン九リン酸》の話を聞いているので、単純に反射神経がよくなったと喜ぶ気にもなれない。サードアイが体内で何やら怪あやしげな化学物質を合成し、それが脳の機能に影えい響きようしているという可能性もなくはないのだから。

　などと考えながらも、ミノルの指はボタンとスティックを素す早ばやく操作し、緑色のカーソルが表示された選手を相手チームのゴールへと突とつ進しんさせた。幸か不幸か、右手の親指と人差し指、中指はほぼ無傷なので操作に支障もない。ドリブルとパスで四人の敵選手を躱かわし、シュート。キーパーがいっぱいに伸のばした右手を掠かすめたボールが、ゴールネットの左上隅すみに深々と突つき刺ささる。

「ぐあーっ、やられたーっ！」

　大げさに叫さけんだ少年が、コントローラを握にぎったまま背中から床ゆかに倒たおれ込こんだ。顔をミノルに向け悔くやしそうに言う。

「ほんとにこのゲーム初めてなのかよ、ミノル？」

　出会ったばかりの少年から名前を呼び捨てにされることに、不思議なくすぐったさを感じながらミノルは頷うなずいた。

「う、うん。でも、始める前に説明書を読んだから」

「なんだよそりゃ、アムロかよー」

　……誰だれ？

　首を傾かしげたミノルに、呆あきれ顔の少年が何か言うより早く、後方のダイニングルームから叱しかり声が響ひびいた。

「こら、ソウ！　ちゃんと空うつ木ぎさんて呼びな！」

　振ふり向むくと、食事を準備中の朋とも美みが菜さい箸ばしを振ふり上あげている。隣となりにいる眼鏡めがねをかけた母親が、すかさずジャージの袖そでを引っ張る。

「あんたも、箸はしを振ふり回まわさないの！」

「だって、ソウが……」

「ほら、台所から取り皿持ってきて」

「はぁーい」

　そんなやり取りをする母娘の近くでは、こちらも眼鏡めがねの父親が新聞を読んでいる。いきなりお邪じや魔ましてしまったミノルとしてはせめて食しよく卓たくの手伝いくらいしたいのだが、朋美の弟である小学五年生の創そう太たに問答無用でテレビの前に連れて行かれ、膝ひざには猫ねこまで乗ってしまってもはや身動きできない。

　叱しかられている姉を見てニヤニヤしていた創太は、体を起こすとサッカーゲームのポーズを解除した。

「よっしゃミノル、速そつ攻こう追いつくかんな……」

　しかしすかさず、弟にも母親の声が飛ぶ。

「ソウ、ご飯にするからもう終わりにしなさい！」

　これはもうひと揉もめするのか、と思ったが意外にも創太は素す直なおに「へーい」と答え、ゲーム機の電源を切った。

　創太が立ち上がると、ミノルの膝に乗っていたサバトラ猫も大きく伸のびをしてから床ゆかに降りた。ミノルも立ち、少年に続いてリビングからダイニングへ移動する。

　箕みの輪わ家は両親に姉、弟の四人家族らしいが、テーブルには揃そろいの椅い子すが五脚きやく用意してあった。ミノルに気付いた朋美が顔を上げ、「空木くんはそこね」と父親の隣となりの椅子を指さす。

　果たして箕輪氏は、正月三日にいきなり上あがり込こんできた娘むすめの男友達をどう思っているのだろう……と緊きん張ちようしつつ、ミノルは指定された場所に腰こし掛かけた。ウインドブレーカーを着たままなのが気になるが、下は体にフィットするインナー一枚きりなので脱ぬぐわけにはいかない。

　最初に挨あい拶さつはしているが、もういちど一家団だん欒らんへの闖ちん入にゆうを謝あやまっておこうとミノルは息を吸すい込こんだ。しかし口を開くより先に、朋美が話しかけてきた。

「空木くん、お雑ぞう煮にのお餅もち、いくつ食べる？」

「えっ……と……じゃあ、二つで……」

　家長より先に注文を取られてしまったことに焦あせりながら答えたが、どうやら箕輪氏の餅数はすでに決まっていたらしい。

「パパも二つだよね！　ソウは？」

　問われた創太が元気よく「三つ！」と叫さけび、頷うなずいた朋美はキッチンへと移動した。数分で、本格的な漆しつ器きの雑ぞう煮に椀わんが五つ載のったお盆ぼんと一いつ緒しよに戻もどってくる。

　ミノルの前に置かれた椀わんは、中身も本格的だった。

　澄すんだ吸い地の底に焦こげ目めのついた角餅もちが二つと鶏とり肉にく、その上に長さを揃そろえた小松菜と人にん参じん、飾かざり包丁を入れた小こ粒つぶ椎しい茸たけと結んだ三つ葉、そして細く刻んだ金色の柚ゆ子ず皮。それなりに料理はするものの、いつも省力化と時短を優先してしまうミノルは、思わず正直な感想を口にした。

「す、凄すごいですね……もう三日なのに、こんなにちゃんとしたお雑ぞう煮にを……」

「僕ぼくの地元では、三が日は毎日食べるんだ」

　と、落ち着いた声で答えたのは右側に座すわる箕みの輪わ氏だった。

「しかも、毎日お餅もちを一つずつ増やすのが習わしでね……」

　新聞を畳たたみながらそう付け加えるので、緊きん張ちよう状態のミノルは再び思考をそのまま言葉にした。

「それは……元日のお雑ぞう煮ににお餅をたくさん入れちゃうと、二日目と三日目が大変ですね」

「ははは、まさにそうなんだよ。子供にはそろそろ飽あきが来る頃ころに、五つとか六つとか食べるはめになってね……」

　箕輪氏が意外に朗ほがらかな笑い声を上げると、お誕生日席の位置に座すわる創そう太たが勢いよく叫さけんだ。

「おれ、六つ食えるよ！　姉ちゃん、餅六つにして！」

「ばーか、残すに決まってるでしょ！」

「ばかじゃねーし！　ぜってー食えるし！」

「まずこの三つを食べてからにしなさい！」

　このまま喧けん嘩かが始まるのでは、とはらはらしながら姉し弟ていのやり取りを見守っていると──。

　突とつ然ぜんミノルは、いつの間にか自分の両目に透とう明めいな液体が溜たまっていることに気付いた。なぜ、と考えてからようやく気付く。

　朋とも美みと創太の様子が、心の奥おく底そこに閉とじ込こめた記き憶おくを刺し激げきしたのだ。

　このまま記憶の蓋ふたが開けば、絶対に泣いてしまう。懸けん命めいに意識を逸そらそうとしながら、指先でさりげなく涙なみだの粒つぶを拭ぬぐい取とる。

　込こみ上あげてきたものが喉のど元もとで辛かろうじて消散し、ミノルは小さく息を吐はいた。顔を上げると、きょとんとした表情の朋美と目が合う。

　しかし幸い、朋美が何かを言う前に、箕輪夫人が台所から戻もどってきた。かまぼこや伊だ達て巻き、数の子等が綺き麗れいに盛られた大皿をテーブルに並べ、箕輪氏の向かいに座すわる。

「空うつ木ぎくん、おせちもいっぱい食べてね。ほら朋美、早く座すわりなさい」

「はぁーい」

　朋美がミノルの前に腰こし掛かけると、箕輪氏が箸はしを取った。

　家族四人の完かん璧ぺきにシンクロした「いただきます」に、ミノルも少し遅おくれて唱和し、雑ぞう煮にの椀わんを持つ。

　澄すんだ出だ汁しを口に含ふくむと、芳ほう醇じゆんな旨うま味みと香かおりが広がった。

　八年前のあの事件までは、空うつ木ぎ家でも毎年正月は雑ぞう煮にを食べていたはずだが、味はもう思い出せない。

　それでも、口に広がる風味と温かさは、どこか懐なつかしく感じられた。




　食事が終わってから創そう太たにサッカーゲームをもう一戦せがまれたので、箕みの輪わ家を辞去した時には八時半を過ぎていた。

　さすがに典のり江えももう起きる頃ころだろう。朝食をご馳ち走そうになってくることはメールしておいたが、どういうことかと訝いぶかしんでいるに違ちがいない。お腹なかがいっぱいだが、家まで走って帰ろうと両手を持ち上げた、その時。

　背後でドアが開く音が聞こえ、さっきさようならを言ったばかりの朋とも美みの声が響ひびいた。

「あ、空木くん、待って待って！」

　振ふり向むくと、サンダルを突つっかけた朋美が小走りに駆かけ寄よってくる。右手に持ったビニール袋ぶくろを胸の高さまで持ち上げ、ミノルに向けて差し出す。

「これ、お家うちで食べて」

「え……」

　受け取った袋を覗のぞき込こむと、二つのタッパー容器におせち料理と切り餅もちがたっぷり詰つめられている。

「い、いや、さっきあんなにご馳走になったのに、こんなに頂けないよ」

　慌あわてて返そうとするが、朋美は両手を後ろに回してしまう。

「いいのいいの、うち、毎年おせちとか作りすぎて食べきれないから。それにほら、空木くんのハイドレの水、あたしが全部飲んじゃったし」

「ぬるい水と手作りおせちじゃぜんぜん釣つり合あわないよ……」

「あはは、じゃあ……今度、何かおごって！」

「えっ」

　ミノルが啞あ然ぜんとしていると、朋美は笑え顔がおで手を振ふり、「じゃあ、また荒あら川かわでね！」と言い残して家に戻もどってしまった。

　やむなくビニール袋を右手に提さげると、ミノルは箕輪家の玄げん関かんにぺこりと一礼し、住宅街の生活道路を西へ歩き始めた。




　由よし水みず家は、さいたま市桜区の北の端はしに立つ、４ＬＤＫ築十五年の一いつ軒けん家やだ。

　プレキャストコンクリートの外がい壁へきは温かみのある灰色で、屋根は黒。白い壁かべに煉れん瓦が色の屋根だった箕輪家と比べるとかなり落ち着いたデザインだが、色を選んだのは典江ではなく父親の由水弘こう平へい氏である。

　その弘こう平へい氏は五年前に脳幹出血で世を去り、母親の珠たま美みさんも亡なくなって久しいので、以来ミノルは典のり江えと二人きりで暮らしている。まだ三十一歳さいの典江に過大な負担を──サードアイ関係のあれこれを抜ぬきにしても──かけてしまっていることは自覚しているが、いまの生活を手放したくないと思う気持ちは当分消えそうにない。

　再びそんなことを考えながら、小型のウェストポーチから鍵かぎを取り出し、玄げん関かん扉とびらを開ける。途と端たん、コーヒーの香かおりが鼻をくすぐる。やはりもう典江は起きているようだ。

「ただいま……」

　なぜか小声になりつつランニングシューズをスリッパに履はき替かえ、廊ろう下かからリビングに入った瞬しゆん間かん──。

「おかえり、みーくん」

　まるで待ち構えるようなポジションに立っていた典江が、にこにこ顔で声を掛かけてきた。

「た……ただいま、典江さん」

　なんだろうこの笑え顔がおは、と思いつつ挨あい拶さつを返す。何やら不ふ穏おんな予感がするので速すみやかに自室へ移動したいところだが、その前に右手のビニール袋ぶくろを典江に託たくさねばならない。

「えっと……メール、見た？」

「見たよー。みーくんを朝ご飯に誘さそってくれるようなお友達がいるなんて、わたしぜーんぜん知らなかったなぁー」

　もしこの言葉を発したのが特課の安あ須ずユミコなら百パーセント皮肉なのだが、ふわふわしたショートヘアを揺ゆらして微笑ほほえむ典江の顔には一いつ滴てきの毒っ気もない。恐おそらく本心からミノルの交友関係の広がりを喜んでくれているのだろう……と都合よく解かい釈しやくしかけたその時、典江の笑えみが少し悪戯いたずらっぽいものに変わった。

「……で、そのお友達って、このあいだのあの子？　小こ村むらさん？」

「うぇ!?」

　思わず変な声を出してしまい、急いで首を横に振ふる。

「ち、違ちがうよ！　お、同じ学校の友達」

　そう答えながら、胸に一いつ瞬しゆん走った痛みを堪こらえる。典江は小村スウが大おお怪け我がをしたことを知らないし、知らせることもできない。ミノルの右手の怪け我がも、ランニング中に転んでぶつけたということになっている。

　典江は一度瞬まばたきしてから、顔を近づけてきた。パジャマにダウンはんてんを羽織っただけの小こ柄がらな体から、ふわりと甘あまい香かおりが漂ただよう。

「ふぅーん、お友達って、男の子？　女の子？」

「お……」

　反射的に「男だよ！」と叫さけびそうになるが、言葉を喉のどで停止させる。すでに典江には山ほどの噓うそをついているのだ。これ以上の不実は重ねたくない。

「……女の子……吉よし城き高の陸上部の、箕みの輪わさんて人……」

　小声でぼそぼそ答えると、典のり江えはミノルの目の前で軽く首を傾かたむけ、記き憶おくを探さぐるような顔をした。

「あれっ……箕輪さんて、中学の時もみーくんと同じクラスだったことなかったっけ？」

「よ、よく覚えてるね……僕ぼくは忘れてたのに……」

「だって、よく学校だよりに名前出てたもん。大会で何度も表ひよう彰しようされてたでしょ」

「うん、凄すごく速いんだ。最近、荒あら川かわ土手をよく一いつ緒しよに走るんだけど、フォームとか見とれちゃうくらい綺き麗れいで……」

　釣つり込こまれるようにそう言ってから、典江の笑え顔がおが再びニヤニヤモードに変わっているのに気付き、咳せき払ばらいする。

「と、ともかく……箕輪さんちでおせちとお餅もち貰もらっちゃったから、これ……」

　右手のビニール袋ぶくろを差し出すと、典江は「あらまあ」と言いながらそれを両手で受け取り、近くのダイニングテーブルまで運んだ。二つのタッパーを取り出し、もういちど「まあ」と呟つぶやく。

「凄いわね、立派なおせち料理がこんなにたくさん……こっちのお餅も美お味いしそう」

　顔を上げ、少し気き遣づかうような表情で──。

「……どうする？　お正月……する？」

「…………」

　すぐには答えられず、ミノルはわずかに顔を伏ふせた。

　由よし水みず家では、基本的に《家庭内年中行事》というものは行われない。バレンタインデーやクリスマスはもちろん、二人の誕生日も、大おお晦日みそかや正月さえもスルーされる。わずかな例外は、ミノルの家族と典江の両親の命日の墓参りだけだ。

　そうなった経けい緯いは、この家に引き取られてきた頃ころのミノルが、クリスマスや誕生日のたびに姉や両親のことを思い出して泣いてしまったからだ。そこで由水氏と典江が相談し、ミノルが泣かずに済むようになるまで、年中行事の一いつ切さいを執とり行おこなわないと決めた。とは言えプレゼントやお年玉はちゃんと貰もらえたので、典江と由水氏にしてみれば、楽しい思い出になるはずの行事だけが一方的に失われてしまったことになる。

　もちろん十六歳になったいまはもう、家族の顔を思い出してもそう簡単に泣いたりはしない。なのにミノルはずっと、「今年から行事を再開しよう」と言い出せずにいた。

　その理由は恐おそらく、心のどこかで変化を拒こばんでいたからだ。この家の中で緩ゆるやかに停てい滞たいする時間が、再び流れ始めることを恐おそれていたからだ。

　しかし、あらゆる変化を避さけることはできない。事実ミノルの日常は、サードアイとの接せつ触しよくを契けい機きに大きく変わってしまった。その中には、自ら選んだ変化も含ふくまれている。そんなミノルが、典江だけに停てい滞たいを求めていいはずがない。

「…………うん」

　伏ふせていた顔を持ち上げてからしっかりと頷うなずかせ、ミノルは言った。

「しよう、お正月。僕ぼく、お雑ぞう煮にの材料買ってくるよ」

　今度は典のり江えがしばし口を閉ざし、じっとミノルの顔を見み詰つめたが、やがてにっこりと優やさしく微笑ほほえんだ。

「うん、みーくん……」

　居住まいを正し、丁てい寧ねいに一礼する。

「明けましておめでとう。今年もよろしくね」
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　ミノルの自宅があるさいたま市桜区在家から、特課本部がある新宿区戸山三丁目までは、自宅最も寄よりの与よ野の本ほん町まち駅からＪＲ埼さい京きよう線せんで池いけ袋ぶくろに出て、東京メトロ副都心線の西にし早わ稲せ田だ駅で降りるのが最短ルートだ。所要時間は、ドアツードアで約一時間三十分。

　マッハ〇・七というトンデモ速度で移動できる安あ須ずユミコが愛用の大型バイクで迎むかえに来てくれればその時間は三十分にまで短縮できるが、任務外の案件で送そう迎げいして貰もらうわけにもいかない。用事が、小こ村むらスウの見み舞まいとなればなおさら──。

　そんなわけで、自宅を午前十時半に出たミノルが戸山公園内の特課本部に到とう着ちやくしたのは、十二時ちょうどだった。

　年代物の、作動音がややスリリングなエレベータで五階まで上がり、ドアを開ける。

「失礼します」

　ようやくいくらか慣れてきた挨あい拶さつを口にし、団地の五階ワンフロアを丸ごとぶち抜ぬきにした広大な部屋に一歩踏ふみ込こんだ途と端たん、ミノルはそこはかとない違い和わ感かんを覚えて立ち止まった。

　その理由はすぐに解わかった。

　静かなのだ。中央の大型テレビで斉さい藤とうオリヴィエがプレイするゲームのＢＧＭも、キッチンでＤＤが凝こった創作料理に挑いどむ物音も、ソファーに寝ねそべる安須ユミコが億おつ劫くうそうに手を振ふりながら返してくる挨拶も聞こえない。冬の弱々しい陽光が白く差さし込こむ部屋は、完全な静せい寂じやくに包まれている。

　……でも、教授はいるはずなんだけどな……。

　そう考えながらスニーカーをスリッパに履はき替かえたミノルは、日ひ頃ごろユミコが占せん領りようしているソファーにメッセンジャーバッグを置くと、なんとなく足音を殺しながらおよそ百五十畳じようもある部屋の西側を目指した。

　白いパーティションで区切られた一角は、特課の現場指揮官である《思索者スペキユレータ》イサリリ教授の専用ラボになっている。衝つい立たてを回まわり込こみ、無数の棚たなやら実験用机やら謎なぞの機械類が林立するスペースを眺ながめるが、ここもやはり無人──

　ではなかった。

　いちばん奥おくの、窓に向けられたメッシュチェアの背もたれの脇わきから、赤いリボンが結ばれた三つ編みお下さげが一本ぴょこんと飛び出している。

　いっそうの忍しのび足あしで近付き、椅い子すを覗のぞき込こむと、そこには陽ひだまりの中で眠ねむるあどけない少女の姿があった。

　お下げ髪がみと、プリントパーカーにキュロットスカートという格好はいかにも小学生らしいが、その上に羽織った研究用白衣と、お腹なかに置かれたままのワイヤレスキーボードが子供っぽさを相そう殺さいしている。顔色も、あまりいいとは言えない。恐おそらく徹てつ夜やで何かの作業をしていたのだろう。

　もうすぐ約束の時間になるが、熟じゆく睡すいする少女を起こす気になれず、ミノルはそっと後ずさろうとした。

　しかし一メートルも動かないうちに、かすかな気配を感じたのか、少女がぱちっと両目を開けた。

　大きな茶色の瞳ひとみが、何度か瞬まばたきしてからミノルを捉とらえる。つやつやした唇くちびるに淡あわい笑えみが浮うかび、すぐにすぼめられる。

「……ミッくん、レディーの寝ね顔がおを盗ぬすみ見みするのは感心しないな」

　小学四年生らしからぬ口調でたしなめられ、ミノルは慌あわててかぶりを振ふった。

「すっ、すみません教授……じゃなくて、違ちがいます！　お疲つかれみたいだったから、あっちで待ってようかと……」

「ん……、ああ、もうこんな時間か。謝あやまるべきは私のほうだな……日光が気持ちよくて、つい眠ねむり込こんでしまった」

　そう言いながらイサリリ教授が窓の外を見やるので、ミノルもそちらに視線を向けた。

　団地五階の窓からは、背の高い木々が立ち並ぶ戸山公園が一望できる。真冬なのでほとんどの木が葉を落としているが、澄すんだ真冬の空気に冬ふゆ日びが白く満ちているさまはいかにも長閑のどかで、確かに眺ながめているだけで頭がぼんやりしてくる。

「……こんな日に、コタツでミカンでも食べたら最高ですね……」

　ついミノルがそんなことを口走ると、教授が腕うで組ぐみをして「ふむ」と呟つぶやいた。

「コタツ……コタツか。確かに、いまの特課本部には存在しない装備だな……」

　壁かべの時計を一いち瞥べつし、真顔で頷うなずく。

「病院のアポは午後二時だ。ここから移動するのは私とミッくんだけだから、それまで軽くミーティングをしようと思っていたが……その前にミッくん、少し手伝ってくれるか」

「は、はい、それは構いませんが……」

「何、そう大変なことじゃない。ちょっとした荷物運びくらいだ……確か、リンデンベルガー氏の部屋にあったはずなんだよな……」

　──出た、謎なぞのドイツ人……かどうかも定さだかじゃないけど……。

　以前からたまに出てくる名前で、どうやら特課メンバーの一人であるようなのだが、ミノルはまだ会ったことはない。

　にわかに緊きん張ちようしてしまうミノルの目の前で、教授はくるりと椅い子すを半転させ、デスクのＰＣモニタに向き直るとマウスを操あやつった。すぐに顔を上げ、再び頷く。

「備品リストによれば、やはり３０３号室のウォークインクローゼットに収納されているようだ。部屋の主にはメールしておくから、済まないがミッくん、取ってきてくれるか」

「……いちおう訊きいておきますが、何をです？」

　ミノルの質問に、小学四年生の指揮官は、にんまり笑って答えた。

「もちろんコタツ一式だ」




　いまだ無人の部屋を再び横切り、エレベータで三階に移動して、共用廊ろう下かに出る。

　以前、ユミコと、彼かの女じよのかつてのパートナーである生い駒こまサナエの部屋がある四階には下りたことがあるが、三階に足を踏ふみ入いれるのは初めてだ。このフロアの四部屋も、四階と同じく特課メンバーの私室になっているはずだが、誰だれがどこに住んでいるのかまでは知らない。

　とりあえず、教授に指示された３０３号室の前まで移動する。

　ユミコの部屋の表札には、【安あ須ず・生駒】という手書きの紙が貼はられていたが、この部屋の表札は白紙のままだ。しかしここには、リンデンベルガーという名前の特課メンバーが住んでいるらしい。

　脳のう裏りに初老で口くち髭ひげのドイツ人男性を思おもい浮うかべながら、ミノルはおそるおそるチャイムを鳴らした。部屋の中で、キンコーンと古めかしい電子音が響ひびく。

　五秒……十秒……二十秒待っても応答はない。再びチャイムのボタンを押おしたが、結果は同じ。

「…………うーん……」

　少し迷ってから、ミノルはドアノブに手を掛かけた。鍵かぎが掛かっていることだけ確かく認にんしてから五階に戻もどろう、と思ったのだが、これまた旧式の回転型ノブは抵てい抗こうなく回り、少しだけ扉とびらが開いた。

　もういちどここが３０３号室であることを確認し、ドアを引き開ける。途と端たん、埃ほこりっぽい匂においが押し寄よせてきて、思わず顔をしかめる。

　左手で鼻と口を押おさえて中を覗のぞき込こむが、廊下も、突つき当あたりのリビングもほぼ真っ暗だ。カーテンだけでなく、雨戸まで閉められているらしい。

「あの……こんにちはー」

　玄げん関かんに顔だけ突つっ込こんで声を掛けたが、やはり反応はなかった。住民は寝ねているのか、それとも不在なのか。どちらにせよ、このまま上あがり込こむわけにもいかない。

　ひとまず教授の指示を仰あおごうと、ミノルはポケットからスマートフォンを取り出そうとした。だがその寸前、視界の隅すみにきらりと瞬またたく小さな光に気付く。

「…………？」

　眉まゆをひそめながら目を凝こらすと、光の源は、三た和た土きと廊ろう下かの境あたりを横切る細い糸だった。

　蜘く蛛もの巣すだ。それに、玄げん関かんから差さし込こむ光が反射している。

　真冬なので巣にももう主の蜘蛛は不在で、巣そのものも半ば壊こわれてしまっている。つまり相当に古い巣であり、それが廊下の入り口に張られたままということは、この部屋にはもう数ヶ月単位で人の出入りはないのだ。

「……何だ、空き部屋か……」

　呟つぶやき、ミノルはスマートフォンをマウンテンパーカーの内ポケットに戻もどした。きっと教授が部屋番号を間ま違ちがえたのだろう。となると、任務の対象であるコタツもここには存在しない可能性が高いが、それは確かめてみないと解わからない。

　改めて玄げん関かんを見回すと、タイル張りの三た和た土きには靴くつが一足たりとも出ていない。この時点でおかしいと気付くべきだった、と反省しつつ下げ駄た箱を開けると、やはりここもほぼ空だったが、安っぽいビニールのスリッパが二足と靴べらが一本だけ残されていた。

　まず靴べらを取り出し、廊ろう下かを塞ふさぐ蜘く蛛もの巣すを取り除く。続いて薄うすく埃ほこりの積もった廊下にスリッパを置き、スニーカーから履はき替かえる。

「……お邪じや魔まします」

　空き部屋であることは確定的だが、それでもいちおう小声で断りを入れると、ミノルは廊下に上がった。壁かべのスイッチを当てずっぽうで操作すると、天てん井じようでＬＥＤ電球が弱々しく点灯する。

　室内の構造はユミコの部屋と同じだろうから、ウォークインクローゼットがあるとすれば、ユミコが「開けたらベランダから放り出す」と言っていた廊下右側の開き扉とびらの中だろう。そう見当をつけ、そっと開けた扉の奥おくは、六畳じようの洋室だった。ここの明かりも点つけようとしたが、天てん井じようの取り付け金具ローゼツトが剝むき出だしで、スイッチを押おしても反応がない。

　窓と雨戸を開ければ日光が入ってくるだろうが、それも面めん倒どうなので再びスマホを取り出し、フラッシュライト・モードにする。特課から支給されたこのスマホは、他の装備と同様に特別製らしく、ハードな使い方をしてもバッテリーが大して減らない。

　明かりに照らされた部屋は、やはりがらんとしていた。家具の類は一いつ切さい存在しないが、南側の壁かべに目当てのもの──クローゼットの折れ戸があった。ほっとしながら近づき、片手で引き開ける。

　どうやら倉庫代わりに使われているらしく、中には服の代わりに多くの段ボール箱が積み上げられていた。そのほとんどはミネラルウォーターや缶かん詰づめ、カップ麵めんといった保存食だが、目当ての備品は右みぎ隅すみに存在した。大型段ボールの側面に、家具調こたつという文字が印刷してある。

　ほっとしながらそれを引っ張り出そうとして、ミノルはふと首を傾かしげた。コタツの箱のすぐ隣となり、エナジーバーのロゴが印刷してある段ボールが開かい封ふうされ、蓋ふたが少し開いている。中を覗のぞき込こむと、二十四箱入りの中身が半分ほど減っている。

　きっと、ここの物資の存在を知っている誰だれかがこっそりくすねているのだろう。そんなことをしそうなのはオリヴィエかユミコか、あるいは教授自身というセンも……と想像を巡めぐらせたミノルは、僕ぼくもひと箱貰もらっておこうかな、などと一いつ瞬しゆん考えたがもちろん実行には移さず、コタツの箱だけを引っ張り出した。

　クローゼットの扉とびらを閉め、スマホをしまってから、両手で箱を抱かかえ上あげる。意外と重いが、サードアイによって強化された体にはさしたる負ふ荷かではない。

　両りよう腕うでの筋肉細さい胞ぼうの中で、驚きよう異いの物質アデノシン九リン酸が消費されている様子を想像しながら箱を外廊ろう下かまで運び出し、再度中に戻もどるとスリッパと靴くつべらを片付けて、ＬＥＤ電球を消灯する。

「……お邪じや魔ましました」

　最後にそう呟つぶやいたが、やはり返事はなかった。扉を閉め、コタツの箱を持ち上げると、ミノルはエレベータへと移動した。




　教授は「ちょっとした荷物運び」と言っていたが、任務はそれでは終わらず、箱から出したコタツを組み立てるのもミノルの仕事になった。本体に四本の脚あしを取り付け、テレビ前のラグの上に設置し、コタツ布ぶ団とんを被かぶせて天板を載せると、ふうっとひと息。電源コードを延長タップに差さし込こみ、スイッチを入れてコタツの内部が赤く光るのを確かく認にんしてから、顔を部屋の西側に向ける。

「あのー、教授、コタツの組み立て、終わりましたけど……」

　というミノルの言葉が終わらないうちに、研究ブースから白衣の女子小学生が走り出てくると、すぽーんという音が聞こえそうな勢いでコタツに飛とび込こんだ。

　しばし無表情を保っていた教授の顔が、数秒でふにゃふにゃ～と緩ゆるんでいく様子をミノルは呆ぼう然ぜんと見守った。

「…………うむ、やはりコタツはいいな……。日本にこの暖だん房ぼう器具が存在することを、長いあいだ忘れていたような気がするよ……」

「そ……」

　そんな大げさな、と苦く笑しようしかけてから、ミノルは口を閉じた。

　イサリリ教授は、四ヶ月前にサードアイと接せつ触しよくし、《思索》という能力を得た──あるいは植え付けられた。それ以来ほとんど家には帰らず、この特課本部に詰つめっぱなしらしい。

　そう、《ほとんど》なのだろうと今日までは思っていたのだ。指揮官と言っても十歳の小学四年生なのだから、週末くらいは家族のもとに帰っているのだろうと。

　しかし、正月三日であるにもかかわらずこうして本部にいるということは、教授はほとんどではなくまったく家に帰っていないに違ちがいない。

　ユミコやオリヴィエは、家族には《学校の寮りように入っている》ということになっていると聞いた。実際、ここから学校に通っているし、たまには実家にも戻もどっているようだ。

　だが教授が……十歳の女の子がまったく家に戻らず、家族もそれに異を唱えないというのは異常だ。全ぜん寮りよう制学校に転校したというような説明で両親を納なつ得とくさせるのは不可能だろう。ならばいったい、特課は──氷ひ見み課長は、どんな手段を用いたのか……。

　という疑問を口に出そうとして、ミノルは寸前で思いとどまった。特課本部への引ひっ越こしを拒こばんでいる自分が詮せん索さくしていいことだとは思えなかったからだ。

　そんなミノルの内心を知ってか知らずか、イサリリ教授は顔を上げてミノルを見ると、年相応の無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。

「ありがとうミッくん、ご苦労だったな。立ってないで、きみも入ったらどうだ。残念ながらミカンはないが」

「あ……冷蔵庫、見てきましょうか？」

「いや、私が昨夜漁あさったから、ミカンがないことは確かく認にん済みだ。そしてＤＤが実家に戻もどっているから、他の食料もない」

「そ、そうですか……」

　やっぱり３０３号室の段ボールからエナジーバーをくすねてくればよかったか、と考えてから、ミノルはようやく自分のバッグの中身を思い出した。

「あっ、そうだ！　ちょっと待っててください」

「うん……？」

　怪け訝げんな顔になる教授をコタツに残し、近くのソファからメッセンジャーバッグを回収するとそのままキッチンに移動。バッグから小型のタッパーを三つ取り出し、中身をそれぞれ皿に移すと、取り皿二枚、箸はし二膳ぜんと一いつ緒しよにお盆ぼんに載のせる。ついでにほうじ茶も二人ぶん淹いれ、急いでコタツに戻もどる。

　ミノルが天板に並べた皿を見るや、教授がぱっと顔を輝かがやかせた。

「なんと、お餅もちじゃないか！」

「お餅なんです。これがきなこで、これが磯いそ辺べ巻きで、これがチーズ」

「おお……日本にこの食べ物が存在することを、長いあいだ忘れていた気がするよ……」

　とどこかで聞いた台詞せりふを口にする教授に、箸と取り皿を渡わたしながらミノルは説明した。

「実はウチも久々にお餅を貰もらったんですが、そのせいで僕ぼくも義あ姉ねもちょっとテンション上がって、たくさん作りすぎちゃって……」

「ほほう、お餅でテンションあげあげなミッくんも見てみたかったな……で、頂いていいのかな？」

「もちろん、どうぞどうぞ」

　ミノルが勧すすめるや否いなや、教授は素す早ばやくチーズ餅に箸を伸のばし、そのまま口に運んだ。もぐもぐごくんと吞のみ込こむや、顔を仰あお向むけて叫さけぶ。

「んまい！」

「よ、よかったです。それ、自家製のピザソースが塗ぬってあるんですよ」

「ほう、トマト味もよく合うな。今度は磯辺巻きを……うむ、一転して伝統の味だな。これもんまい！」

「いい醬しよう油ゆを使って、ちょっと焦こがすのがコツらしいです」

　典のり江えからの受け売りを口にしつつ、ミノルもきなこ餅もちを口に運んだ。数時間前にも食べているのだが、自宅にもないコタツにあたりながらだと、少し味わいも違ちがうような気がする。

　三種類の餅を全て一枚ずつ食べた教授は、お茶を一口飲むと、満足そうに息を吐はいた。

　数秒後、ぽつりと発せられた言葉は、ミノルが予想もしていなかったものだった。

「…………ミッくんは、私を責めないのだな」

「え……？　せ、責める……？」

「そうだ。あの時──」

　お下さげ髪がみを揺ゆらして俯うつむくと、イサリリ教授はいっそう小声で続けた。

「──南青山でミッくんとユッコちゃん、オリビーが《リキダイザー》及および《トランサー》と交戦した時、私は苦戦を予想しつつも援えん護ごの部隊を送らなかった。きみたちの身の安全よりも、《組織》の情報を得ることを優先したのだ。その結果オリビーは重傷を負って入院し、すでに重体だったヒナコちゃんの治ち療りようも遅おくれて、彼かの女じよはいまもＩＣＵの中だ……。ミッくん、きみには私を責める資格がある」

　教授の長い言葉が途と切ぎれても、ミノルはしばらく口を閉ざしたままだった。

　数秒後、取り皿の上に箸はしを置いて、そっと首を左右に振ふる。

「いえ……僕ぼくに教授を責める資格なんかないですし、そうするつもりもありません。むしろ、あの日、通信中に感情的になってしまって、すみませんでした……いちばん辛つらいのは、作戦を指揮するあなた自身だったはずなのに……」

　ミノルが頭を下げると、今度は教授が沈ちん黙もくした。

　布が擦こすれる音が聞こえ、小さな足音がそれに続いた。立ち去るのかと思ったが、イサリリ教授はコタツを回り込こむと、ミノルの左ひだり隣どなりに腰こしを下ろし、キュロットから出た細い足をコタツ布ぶ団とんに入れた。

「えっ、あの……」

　どうしていいか解わからず硬こう直ちよくするミノルの体に、ささやかな重量が加わる。教授が小さな体をミノルにもたれさせたのだ。やがて、かすかな囁ささやき声ごえ。

「……本当は、朝からずっと、ミッくんに罵ののしられる心の準備をしていたんだ」

「え…………」

「私の《思索》も、人の心までは読めない。ミッくんが私に対してどれほど怒いかり、また失望しているのかは想像するしかなかった……。なのに、そんなことを言われたら、どうしていいのか解らなくなってしまうじゃないか」

　だからと言って隣に座すわる理由はいったい、と思ったが口には出さなかった。代わりにミノルは、中に押おし込こまれてしまっているコタツ布ぶ団とんを広げると、教授の体をしっかりと包つつみ込こんだ。

「……お餅もち、もっと食べてください」

　ミノルが取り皿を移動させながらそう言うと、教授はまるで子供のように「うん」と頷うなずき、再び箸はしを手に取った。

　最終的に教授が五枚、ミノルが三枚食べ、残った餅をタッパーに入れて冷蔵庫にしまうと、二人はラボに戻もどった。

　時刻は午後一時。病院までの移動時間を考えるとあと二十分ほどしかないが、教授は自分のデスクの前にもう一つメッシュチェアを移動させると、ミノルをそこに座すわらせた。

「……お見み舞まいの前にこんなものを見せるのは気が引けるが、この情報は共有しておきたいのでな……」

　そう言うと、教授はマウスを操作した。三十インチ以上ありそうな４Ｋモニタに、フルスクリーンで動画が再生される。スピーカーから、ばりばりと耳みみ障ざわりなエンジン音が響ひびく。

「……これは……？」

「大おお晦日みそか、ミッくんから転送された情報をもとに、《組織》の拠きよ点てんに突とつ入にゆうした陸自《別隊》のボディカメラ映像だ」

「……!!　べ……別隊の？」

　息を吞のむミノルに、教授が無言で頷うなずく。

　《別隊》の正式名めい称しようは、自じ衛えい隊たい陸りく上じよう幕ばく僚りよう監かん部ぶ運うん用よう支し援えん情じよう報ほう部ぶ特とく別べつ行こう動どう隊たい。特課の正式名めい称しようより長いその名前を聞いただけではどんな組織なのかまるで解わからないが、つまるところ自衛隊内に編成されたジェットアイ保持者の部隊ということらしい。

　モニタに映っているのは、横に並んで座る、全身黒ずくめの兵士たち。明度が低いのでほぼシルエットにしか見えないが、兵士だと感じたのは全員が大きな自動小しよう銃じゆうを抱かかえているからだ。画面の揺ゆれと騒そう音おんからして、ヘリコプターの中だろう。

　固かた唾ずを吞のんで見み詰つめていると、エンジン音に混じって低い男の声が聞こえた。

『目標上空まで六十秒。ファストロープ降下用意』

　カメラが動き、機内の全景を捉とらえる。向かい合って座る兵士たちは、撮さつ影えい者を含ふくめて六人もいるようだ。

「こ、この全員がジェットアイなんですか……？」

　ミノルが囁ささやくと、教授が素す早ばやく首を横に振ふった。

「いや、違ちがう。全員が普ふ通つうの人間だ……訓練を積んだ精せい鋭えいではあるが」

「えっ、でも、《別隊》はジェットアイ部隊なんじゃ……？」

「説明はあとでする。いまは映像をよく観みていてくれ」

　そう言われれば、疑問をひとまず吞のみ込こむしかない。

『三十秒』

　再び男の声が聞こえ、兵士たちが動き始めた。簡易シートから立ち上がると、キャビンの左右にあるドアの前で三人ずつ待機する。やがてエンジン音が変化し、揺ゆれが少しだけ収まる。

『ドア開放。降下開始』

　囁ささやくような命令を受けて、大型のスライドドアが一気に引き開けられた。濃こい紫むらさき色いろに染まる空の下には、街明かりではなく黒々とした水面が見える。

　動画の右下に表示されているタイムスタンプは、２０１９─12─31　17：14となっている。ミノルたちが南青山の工場跡あとでリキダイザー、トランサーと交戦したのが同じ日の午後四時過ぎだったから、それからたった一時間後だ。

　画面では、ヘリコプターのドア上側から垂れ下がる二本のロープを使って、兵士たちが命いのち綱づななしで次々と降下していく。最後に撮さつ影えい者もロープを握にぎり、躊ちゆう躇ちよなく体を躍おどらせる。ここでようやくホバリングする機体の真下が見えたが、そこには海面ではなく、のっぺりとした四角い建物が並んでいる。どうやら埋うめ立たて地の倉庫街のような場所らしい。

「あの……ここは？」

　ミノルの問いに、教授は短く答えた。

「大田区の京けい浜ひん島じまだ」

「京浜島……って……」

　特課メンバーとして土と地ち勘かんくらいは身につけておくべく、最近は暇ひまがあるとよくスマホで東京の地図を眺ながめているのだが、それでも場所を思い出すのに少し時間がかかった。確か、大おお井い埠ふ頭とうの南にある小さな人工島だ。ということは、つまり──。

「……羽田空港のすぐ北じゃないですか！」

　よくヘリコプターなんか飛ばせましたね、というニュアンスの言葉だったのだが、教授は別の意味で受け取ったらしく、難しい顔で頷うなずいた。

「そうだ。空港と言えばテロの最大の標的だからな……そんなところに《組織》の拠きよ点てんがあると知って、上の方が泡あわを食ってな。事前に予定されていた少人数の偵てい察さつ作戦ではなく、重装備の強きよう襲しゆう作戦が決行されたわけだ」

「……それでも、ジェットアイじゃなくて人間なんでしょう……？　もしここにルビーアイがいたら、敵の能力によっては一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつしちゃうんじゃ……」

　これが三日前の映像であるということも忘れ、ミノルは呟つぶやいた。

　画面内では、二階建ての倉庫の敷しき地ちに降下した六人の兵士たち──自衛隊なのだから兵士ではなく隊員と呼ぶべきかもしれないが──が、正面扉とびらへと走って行く。建物内にルビーアイがいるのなら、ヘリコプターの轟ごう音おんに気付いていないわけがないので、姿を隠かくしたりはせずに正面から突とつ入にゆうするつもりなのだろう。

　だがそれは同時に、ルビーアイの標的になりやすいということだ。仮にこの倉庫に《発火者》と同じ力を持つ敵が潜ひそんでいれば、兵士たちが集まっている場所の酸素を一いつ瞬しゆんで奪うばわれ、全員が何もできずに昏こん倒とうしてしまう。

　──とミノルは思ったのだが。

「あれ……なんだか、妙みような格好してますね……」

　呟つぶやきながら、モニタに顔を近づける。

　黒ずくめの兵士たちは、先日遭そう遇ぐうした《別隊》の錦にしき田だ隊員や柿かき成なり隊員が着ていたような布の戦せん闘とう服ではなく、体にぴったりとフィットするボディスーツのようなものを身につけている。各所に装そう甲こうや動力源が内蔵されているようだがシルエットはスマートで、しかもヘルメットもいわゆる自衛隊の鉄てつ帽ぼうではなく、顔や頭全体を覆おおうフルフェイス型だ。

「……この人たち、ほんとに自衛隊員なんですか？」

　自分でも何回目なのか解わからないミノルの質問に、教授は素す早ばやく答えを返した。

「彼かれらが装備しているのは、防衛装備庁……かつての技研本部と五いつ岐き重工が共同開発した新型の対サードアイ専用スーツだ。防ぼう弾だん、防ぼう刃じん、防毒、耐たい熱ねつ、耐たい電でん……三メートルの至近距きよ離りから五・五六ミリＮＡＴＯ弾だんで撃うたれても貫かん通つうしないらしい。防げないのは放射線ぐらいのものだそうだ」

「は、はあ……」

　その説明は、ミリタリー知識のないミノルにはいまいち実感できなかったが、教授が付け加えたひと言には仰のけ反ぞらざるを得なかった。

「ちなみに、現時点では一着三億円だそうだ」

「さっ…………」

　絶句しつつ見み詰つめる画面の中では、隊員の一人が左右スライド式の扉とびらの南なん京きん錠じようを工具で切断している。数秒で錠じよう前まえは地面に落ち、隊員は扉をほんの五センチほど開いた。首元から、まるでミノルのハイドレーションパックのような細いケーブルを引き出し、開口部に差し入れる。それは給水バルブではなくカメラだったようで、すぐに振ふり向むき、頷うなずく。

　ボディカメラを装着しているのが指揮官らしく、頷き返した撮さつ影えい者は、変わらず冷静な声で五人の隊員に指示した。

『突とつ入にゆう』

　大きく引き開けられた扉から、ライフルを構えた兵士たちが倉庫に駆かけ込こんでいく。最後に指揮官も建物内に踏ふみ込こみ、フラッシュライトが装着されたライフルを素す早ばやく上下左右に向けてから『クリア』と宣言する。どうやら記録されている肉声は、撮影者である指揮官のものだけらしい。

　倉庫の一階には大型のスチールラックが何列も整然と並んでいるが、そのほとんどは空で、奥おくのラックに段ボール箱がいくつか積んであるだけだ。緑色に塗と装そうされた床ゆかは薄うす汚よごれていて、人が出入りしているようには見えない。

「あの、本当に……」

　ここが《組織》の拠きよ点てんなんですか？　という言葉を、ミノルは吞のみ込こんだ。部屋の大きさも目的もまるで違ちがうが、この空くう疎そな感じは、南青山でミノルとスウが潜せん入にゆうした雑居ビルの内部を連想させる。とりあえず、一いち時じ凌しのぎで運用している──というような仮住まい感。

　その時、画面に映る五人の兵士たちが、ライフルの銃じゆう口こうをさっと天てん井じように向けた。

「ここで、専用スーツの対人感熱サーモセンサーに反応があったらしい」

「熱センサー……？　天てん井じよう越ごしに、ですか？」

「さすがは三億円だな……この後だ、見み逃のがすなよ」

　教授がそう囁ささやくので、ミノルはモニタ画面を食い入るように凝ぎよう視しした。

　二階への階段は、倉庫の奥おくに存在した。黒い兵士たちは、スチールラックの間を素す早ばやく移動していく。その動きは、素人しろうとのミノルから見ても滑なめらかかつ統制が取れていて、練度の高さを感じさせる。

　実際のところ、ほとんどのサードアイ保持者の異能力より、拳けん銃じゆう一丁のほうが強力らしい。だとすれば、防ぼう御ぎよ力さえ充じゆう分ぶんならば、拳銃より強力なアサルトライフルを持つこの六人だけであらゆるルビーアイを無力化できるのではないか。防毒ということは恐おそらく完全気密で、呼吸用のボンベを備えているのだろうから、イグナイターの酸欠攻こう撃げきにも対応可能だ。

　さすがに、あらゆる物質を液化できるリキダイザーに接せつ触しよくされればスーツごと体を溶とかされて終わりだろうが、いくらリキダイザーとても、複数方向から連射されるライフルの弾たまを全て液化しながら手が届く距きよ離りまで近づくのは不可能なのではないか。

　──きっともうすぐ、二階に潜ひそんでいる《組織》のルビーアイが蜂はちの巣すにされるんだ。

　そう予感しながら、ミノルはモニタから逸それそうになる視線をどうにか固定し続けた。

　画面では、倉庫の奥に辿たどり着ついた隊員たちが、一列になって鉄階段を上っていく。スーツとライフルでかなりの重量があるだろうに、足音はほとんど聞こえない。

　先頭の隊員が、少し長い階段を半分ほど上った、その時──。

　前を行く三人の隊員が、ほぼ同時に膝ひざから崩くずれた。

　手から離はなれた三丁のライフルと、ハイテクスーツを着き込こんだ屈くつ強きような男たちが階段を転げ落ちてくる。指揮官を含ふくむ三人が、素す早ばやく受け止めようとする。

　しかしそこで、指揮官の『う……』という低い呻うめき声が聞こえた。

　ボディカメラが天てん井じようを向き、そのまま後ろにぐるぐると回転し始める。撮さつ影えい者も階段を落ちているのだ。

　一階まで落下し、動きを止めた指揮官の上に、隊員たちの体が次々とぶつかった。画面が激しく揺ゆれ、やがて横を向いたまま動かなくなった。三秒後、動画の再生が終しゆう了りようした。

　ウインドウが黒くなっても、ミノルはしばらく顔を動かせなかった。

　強こわ張ばった首をぎこちなく右に回し、教授を見る。

「……な、何が起きたんですか……？」

「何が起きたか、は言える。強きよう襲しゆうチームの六人全員が、ほぼ同時に即そく死ししたのだ」

「ど、どうして……？　なぜそんなことが……？」

「なぜ起きたか……は言えない。秘ひ匿とく事じ項こうだからではないよ。《特課》の指揮官である私にも、陸自の《別隊》にも、そして双そう方ほうを統とう括かつしている政府の《３Ｅ会議》にも、何が彼かれらを殺したのか、まだ解わかっていないのだ」

　沈ちん鬱うつな表情の教授が、指先でお下さげの先せん端たんを弄もてあそぶ様子を、ミノルは呆ぼう然ぜんと見み詰つめた。

　つい数十秒前、このチームならどんなルビーアイにも勝てるんじゃないか──もう僕ぼくたちが戦う必要はないんじゃないか、と思ったばかりなのだ。なのにその彼かれらが一いつ瞬しゆんで殺され、しかもその手段さえ解わからないと言われても、とても頭がついていかない。

「……で、でも、人が死んだんだから、そこには理由が……死因があるはずですよね？」

　なんとかそう訊たずねると、教授は右手でお下げ髪がみを摘つまんだまま頷うなずいた。

「それはそうだ。もちろん詳しよう細さいな検視作業が現在も行われている。だが、六人との連れん絡らくが途と絶ぜつし、スーツのモニタリング機能で強きよう襲しゆうチーム全員の呼吸と心しん拍ぱく停止が確かく認にんされ、内蔵ＡＥＤを遠えん隔かく使用しても蘇そ生せいしなかった時点で、上空で待機していたヘリ……陸自のブラックホークが倉庫の二階を掃そう射しやしてな。Ｍ２重じゆう機き関かん銃じゆうなんか使うもんだから二階の床ゆかが抜ぬけて、六人の上に鉄骨だの何だのが大量に落下した。おかげで遺体もスーツも損傷し、死因特定をいっそう困難にしてしまった……。──掃そう射しや時の動画もあるが、見るか？」

「いえ……」

　反射的に断りかけたが、どんな情報も無む駄だにはなるまいと思い直し、頷うなずく。

「……はい、お願いします」

「うん」

　頷いた教授が、お下げから離はなした右手でマウスを操作する。新たなウインドウが開き、小型のスピーカーから重々しいエンジン音が響ひびく。

　撮さつ影えいしているのはヘリコプターの機体に固定されている大型のカメラらしく、先のボディカメラ映像よりずっと鮮せん明めいだ。画面には、夕ゆう闇やみに沈しずむ灰色の倉庫が捉とらえられている。二階に窓はなく、内部の様子は窺うかがえない。

　突とつ然ぜん、強力なサーチライトが倉庫の屋根を照らした。

　続いて画面右側で黄色い閃せん光こうが連続的に炸さく裂れつし、金属的な轟ごう音おんがエンジン音を搔かき消けした。曳えい光こう弾だんというのだろうか、何発かに一発赤い光を引く銃じゆう弾だんが次々と倉庫の屋根に撃うち込こまれ、たちまち穴だらけにしていく。

　数秒で屋根が中央から崩くずれ落おち、内部が露あらわになった。

　倉庫の二階は、いくつかの部屋に分かれているようだ。段ボール箱が積まれている部屋、事務机が並んでいる部屋、ベッドや机が置かれている部屋まであったが、重じゆう機き関かん銃じゆうがそれらを容よう赦しやなく打うち砕くだいていく。

　この映像はとっくに精査されているのだろうが、それでもミノルは人の姿を探そうとした。だが、何者かが逃とう走そうする姿も、ましてや武装ヘリコプターに立ち向かう姿も見つけられない。四つある部屋は、ほんの一分足らずで全て破は壊かいされ、やがて床ゆかごと崩ほう落らくした。そこでようやく機き関かん銃じゆうが沈ちん黙もくし、ミノルはいつの間にか止めていた息を吐はき出だした。

「…………こ、こんなの……」

　唇くちびるを震ふるわせながら言葉を探し、掠かすれた声で続ける。

「こんなの、もう戦争じゃないですか……。ほんとに日本で……東京の市街地で、こんなことしたんですか……？」

「したんだよ。しかもこの件は、三日経たってもまったく報道されていない。羽田空港のすぐ隣となりにルビーアイの拠きよ点てんがあるという事実を重要視した結果だと上層部は言っているが、いままでの保留路線からは明らかに逸いつ脱だつした作戦だ。３Ｅ会議か、あるいはさらにその上で、何か変化があったのかもな……」

　教授の言葉は、自分が所属する《特課》の全容すら知らないミノルには理解の難しいものだった。注意を画面に戻もどすと、まだ再生中の動画では、崩ほう壊かいした倉庫の各所をサーチライトが這はい回まわっている。何かを……たぶん二階にいたはずのルビーアイの死体を探しているのだろうが、照らし出されるのは瓦が礫れきばかりだ。

　ミノルが訊きくより早く、教授が呟つぶやいた。

「この後、急きゆう襲しゆうチームの遺体収容と同時に徹てつ底ていした捜そう索さくが行われたが、生きているルビーアイも、死んだルビーアイも発見されなかった。もっとも、死んでいればその瞬しゆん間かんに《離り脱だつ現象》が起きるはずだが……」

「…………つまり、別隊の六人を殺したルビーアイは、あの掃そう射しやの中で生き残って、まんまと逃にげ延のびた……わけですか」

「しかも無傷でな。現場からは、人間の肉にく片へんはおろか血の一滴てきすら見つからなかった。Ｍ２の十二・七ミリ弾だんを防ぼう御ぎよできるサードアイ保持者は、ミッくんくらいのものだと思っていたけどな……」

「……ぼ、僕ぼくだって、あんなのに撃うちまくられて無事でいる自信なんかないですよ……」

「そこは自信があると言ってくれ。ミッくんの《防ぼう御ぎよ殻かく》は、私だけでなく特課の希望の星……もとい、希望の壁かべなんだからな」

　妙みような持ち上げ方をされ、ミノルは思わず首を縮めた。

　確かに、いまのところミノルの《殻から》が破は壊かい、もしくは無力化されたことは一度もない。鉄パイプをスナック菓が子しのように嚙かみ砕くだいたバイターの歯も、屋内プールの屋根を吹ふき飛とばしたイグナイターの水素爆ばく鳴めい気きも、鋼鉄の柱すら液化したリキダイザーの掌てのひらも、実体があるのかどうかすら定さだかでない不可視の防御殻を侵おかすことはできなかった。

　しかし、そんな防御殻も決して無敵の盾たてではないのだ。周囲をコンクリートで固められればまったく動けなくなってしまうことが実証されたし、そこから脱だつ出しゆつするためにミノルは右手の骨を砕くだき、小こ村むらスウは意識不明となるほどの重傷を負った。

「……スウさんが、命を懸かけて情報を届けた結果が、これですか……」

　思わずそう呟つぶやくと、教授が即そく座ざに応じた。

「きみたちが南青山のセーフハウスから持ち帰ったデータはまだ解かい析せき中だ。最初に発見されたアジトがあの倉庫だった、というだけだよ。瓦が礫れきの中からもパソコンが回収されたから、そこから得られる情報もあるだろう。ヒナコちゃんの行動は、無む駄だにはならないさ」

　そう言う教授の声にも、何かに耐たえるような響ひびきがあった。

　唇くちびるを嚙かみ締しめながら、薄うす型がたギプスに包まれた右手を見ていると、教授がぽんとミノルの背中を叩たたいた。

「いまのところ、知っておいてほしい情報はこんなものだ。さあ、ヒナコちゃんのお見み舞まいに行こう」

　そう言って立ち上がろうとする教授の左ひだり腕うでに触ふれ、ミノルは言った。

「あの、その前に……」

「ん……？」

「亡なくなった《別隊》の、六人の方の名前、教えて貰もらえますか」

「…………」

　今度は教授が無言でミノルの顔を見み詰つめた。少しして頷うなずき、何も見ずに口を動かす。

「解わかった。指揮官が中なか岡おか直なお久ひさ二に等とう陸りく尉い、チームメンバーが矢や来らい三さぶ郎ろう陸りく曹そう長ちよう、富とみ田た翔かける陸りく曹そう長ちよう、尾お見み宗そう太た郎ろう二に等とう陸りく曹そう、野の島じま幸ゆき雅まさ二に等とう陸りく曹そう、牧まき愼しん也や三さん等とう陸りく曹そうだ。全員、レンジャー部隊か特とく殊しゆ作戦群出身の精せい鋭えいだった」

　六人の名前を心の中で繰くり返かえし、ミノルは瞑めい目もくした。ジェットアイであろうとなかろうと、ルビーアイの凶きよう行こうを止めるという共通の目的のために戦っていた人たちが殉じゆん職しよくしたのだ。その犠ぎ牲せいを忘れてはならない。

「……ありがとうございます」

　ミノルが頭を下げると、イサリリ教授は再び左手をミノルの背中に伸のばし、しかし今度は叩くのではなく上下に撫なでた。










　　　３




　白衣をピンク色のダウンジャケットに着き替がえた教授と一いつ緒しよに特課本部を出たミノルは、戸山公園を貫つらぬく小道を並んで歩きながら、そういえばこの組み合わせで外に出るのは初めてだ、といまさらのように考えた。

　ミノルが十六歳さいの高一、教授が十歳さいの小四。兄妹きようだいとしてそれほど不自然ではない年ねん齢れい差だが、兄貴的な心理状態になることなど到とう底ていできそうにない。何せ、精神年ねん齢れいでは教授のほうが遥はるかに上なのだ。

　そんなことを思っているせいか、時折すれ違ちがう幼い子供連れの母親たちが、少々怪け訝げんそうな視線を向けてくるような気もする。このまま並んで歩いていたら、そのうち誘ゆう拐かい犯として通報されてしまうのでは──と想像がそこまで達した時。

　隣となりを歩く教授が、いきなりミノルの左手を握にぎった。

　──んな!?

　と脳内で叫さけんだ途と端たん足がもつれ、転びそうになる。咄とつ嗟さに教授が、子供とはいえさすがはジェットアイと思わせる腕わん力りよくを発揮してミノルを支える。

「あ……ど、どうも……」

　小声で礼を言うと、教授は苦く笑しよう交じりの囁ささやき声ごえを返してきた。

「手を繫つないだくらいで、そんなに動転しなくてもいいだろう」

「いや、でも、いきなりだったんでびっくりして……」

「こうしていればいちおう兄妹きようだいに見えるだろうからな、ミッくんもそのほうが安心じゃないか？」

「それは、まあ、確かに……」

　ミノルも小学生の頃ころはよく典のり江えと手を繫いで歩いていたし、それを不自然に感じることはなかったが、しかし今年はもう二〇二〇年なのだ。最近の若者にも、小学生の弟や妹と手を繫ぐ文化が残っているのだろうか。今度、箕みの輪わさんに訊きいてみよう……などと考えてから、ふと今日のイサリリ教授の行動全ぜん般ぱんを振ふり返かえり、小さく首を傾かしげる。

　そんなミノルの仕草から、あるいは繫がれた手を通して何かを感じたのか、教授が再び囁いた。

「どうかしたのか、ミッくん」

「いえ……その、何て言うか……今日はなんだかいつもより、教授のスキンシップが多めかな……って……」

「む…………」

　どうやら当人には自覚がなかったらしく、今度は教授がしばし首を捻ひねってから、こくんと頷うなずいた。
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「言われてみればそうかもしれん。自分の行動というのは客観視できないものだな」

「その……何か、理由が……？」

　わずかな躊躇ためらいを踏ふみ越こえ、ミノルは訊たずねた。

　イサリリ教授の家庭環かん境きようについては、ユミコやオリヴィエ以上に何も知らない。特課本部でコタツにあたりながら、いったい教授は家族にどんな説明をしているのだろうと考えたが、その家族の存在すらもミノルの根こん拠きよなき想像に過ぎないのだ。

　現在、スウとオリヴィエは入院中だが、ＤＤとユミコは実家に帰っているらしい。誰だれもいない特課本部で独りお正月を過ごすのは、さしもの教授も寂さびしかったのではないか。

　そう考えたうえでの質問だったのだが、教授の答えは予想外のものだった……。

「んん……そうだな……。──ミッくん、特課には別に、課内恋れん愛あい禁止だとかその手の馬ば鹿かげた規則はない」

「は……はい？」

　啞あ然ぜんと聞き返すミノルの顔を見上げ、教授は真顔で続けた。

「だから、ミッくんとユッコちゃん、ヒナコちゃんがトライアングルな鞘さや当あてを繰くり広ひろげても、それをどうこう言うつもりはない……あ、いや、恋こいの鞘当てというのは男二人に女一人の状じよう況きよう限定の言葉だったかな？　女二人の場合は何当てなんだ……？」

「さ、さあ…………って、いえ、そうじゃなくて！　べ、別に僕ぼくはスウさんともユミコさんとも何当てもしてないですよ！」

「何もなくて、あのユッコちゃんがいきなり泣いたりしないと思うぞ」

「…………それ、絶対、本人のいるとこで言わないでくださいね……」

「無論だとも。ともかく……私はきみたちの状じよう況きように、そこはかとなく《蚊か帳やの外》感を味わっていて、それが今日の行動の原因になっているのかもしれないと思ったのだ」

「は、はあ……？」

　教授が蚊か帳やの外だと感じるのと、スキンシップ過か剰じようになることにどんな因果関係があるんだ？　とミノルは再び首を捻ひねった。

　しかし、何らかの答えが得られる前に、短いクラクションの音が響ひびいた。

　顔を上げると、道路左側の歩道を歩く二人の十メートルほど前方に、赤いコンパクトカーがハザードランプを点つけて停車している。

「お、あれだ」

　手を繫つないだままの教授が歩みを速めたので、ミノルも歩ほ幅はばを広げた。

　車──アルファロメオ・ジュリエッタに近づくと、今度はドアロックの解除音が聞こえた。繫いだ手を離はなした教授が、「ミッくんは後ろに乗ってくれ」と言って助手席のドアを開けるので、ミノルは言われるままに後ろのドアを開け、ハッチバックにしては余よ裕ゆうのあるリアシートに体を滑すべり込こませた。

　車内に漂ただようかすかな柑かん橘きつ系の香かおりが、ふわりと鼻をくすぐる。同時に運転席から声。

「空うつ木ぎくん、明けましておめでとう」

「あ、はい、おめでとうございます……って、えっ、ユミコさん!?」

　反射的に十センチばかり体を後退させると、長い黒くろ髪かみをシンプルな赤いバレッタでくくった安あ須ずユミコが前席からじろっと視線を飛ばしてきた。

「そんなに驚おどろくことないでしょ」

「い、いえその、お家うちに戻もどってるって聞いてたもので……」

「今日帰ってきたのよ、私も小こ村むらさんのお見み舞まいに行きたいから」

「そ……そうだったんですか。すみません、運転よろしくお願いします」

　軽く頭を下げ、ミノルはシートベルトを締しめた。助手席の教授もベルトの長さを調節しながら、隣となりに話しかける。

「今日は作戦行動じゃないからな、安全運転で頼たのむぞ、ユッコちゃん」

「了りよう解かいです。……それにしても教授……」

　ちらりと左を見たユミコだったが、すぐに「いえ、何でもないです」とかぶりを振ふり、スタートボタンを押おした。日本車よりもかなり元気のいいエンジン音が響ひびき、インパネが色鮮あざやかに点灯する。

　ここでようやくミノルは、同じ高校一年のはずのユミコの運転免めん許きよはどうなっているんだろう……と改めて疑問に思った。中学生の小こ村むらスウがダイハツ・コペンを運転していた時点で気にしても詮せん無ないことではあるが、ユミコが着ているのはいつもの黒ブレザーに赤リボンの制服で、白バイ警官あたりに見み咎とがめられれば面めん倒どうなことになるのではないか。

　しかしユミコは、ミノルのそんな懸け念ねんなどどこ吹ふく風で、六速マニュアルのジュリエッタを滑なめらかに発進させた。

　立ち並ぶ団地の間を安全運転で通とおり抜ぬけ、明治通りを左折。

　車のスピードが上がったところで、ミノルは再び口を開いた。

「そういえば……車、前に使ったデリカじゃないんですね」

　南青山での偵てい察さつ作戦の時に乗った黒いワンボックスカーを思い出しながら訊たずねると、ユミコは平然と答えた。

「今日は三人だけなんだから、あんなでかい車必要ないでしょ」

「でも、スウさんが乗ってたコペンや、ユミコさんのアグスタもありますし……特課は、車を何台持ってるんですか？」

　すると、前に座すわるユミコと教授が一いつ瞬しゆんアイコンタクトし、二人同時に咳せき払ばらいする。

「まあ、作戦に必要なだけ……と答えておこう、ミッくん」

「は、はあ……」

「ボンドカーなんか、毎回車種が変わってるじゃないの。しかもジャガーだのアストンだの、超ちよう高級車ばっかり」

「は、はあ……」

　──やっぱり、特課には僕ぼくが知らないことがまだまだあるんだ。

　と、思わずにいられないミノルだった。




　一月三日の都心は車も少なく、赤いジュリエッタは明治通りを快調に南下すると、靖やす国くに通りから外がい苑えん西通りに入り、渋しぶ谷や区く広ひろ尾おの大きな病院の駐ちゆう車しや場に滑すべり込こんだ。

　大おお晦日みそかにリキダイザーたちと交戦した南青山の現場からは、直線で一キロも離はなれていない。この距きよ離りにドクターヘリを使ったのだとすれば贅ぜい沢たくな話だが、それだけスウの状態が深刻だったとも言える。

　ユミコが一発でぴたりと枠わく内ないに停とめた車から降りると、まだ地下駐車場なのに、かすかに消毒薬の匂においを感じた。表情を引ひき締しめて歩き始めるイサリリ教授を、ユミコとミノルも無言で追いかける。

　エレベータに乗り、四階で降りた教授は、ナースステーションの前を通り過ぎるとそのまま通路の奥おくへと進んだ。やがて突つき当あたりに頑がん丈じようそうなステンレスの扉とびらが現れ、その手前には警備員が一人常じよう駐ちゆうしている。

　三人が近づくと、警備員はさっと敬礼し、教授も無言の会え釈しやくで応えた。制服は民間警備会社のものだが、中の人は警察関係なのかも……とミノルが考えているあいだに男はセキュリティ装置を操作し、扉とびらが重い音を立てて開いた。

　中は白い光が溢あふれた空間で、しんと静まり返っていた。清潔な通路がそのまま十メートルほど続いていて、左側の壁かべに大きな横長の窓とスライドドアが二組並んでいる。

　手前の窓に歩み寄った教授が、少し背せ伸のびをして中を覗のぞき込こんだ。ユミコが意を決したように前に進んだので、ミノルもそれに続いた。

　窓の中は広めの個室で、真っ先に目に入ったのはたくさんの機械類だった。

　そして、それらの中央に、車輪つきのベッドが一つだけ存在した。

　ミノルは約三週間前、ルビーアイ《バイター》に襲おそわれた箕みの輪わ朋とも美みを見み舞まうために、さいたま市の大学病院を訪おとずれた。あの時、朋美が入院していた病室には大きな窓があり、ベッドサイドには花も生けられていたのに、いまガラス越ごしに見ている集中治ち療りよう室は遥はるかに無機質で、機械的で、張はり詰つめた空気に満たされていた。

　磨みがき上げられたガラスに両手と額を押おし当あてたいという衝しよう動どうを堪こらえ、ミノルは懸けん命めいに目を凝こらした。

　ベッドにはブランケットが掛かけられ、手前には機械類のキャビネットがあるので、ミノルから見えるのは横たわる患かん者じやの肩かた口ぐちだけだ。しかし術後衣の襟えり元もとに覗のぞく真っ白な肌はだが、小こ村むらスウのものであることをミノルは直感的に確信した。

「……中には入れないんですか、教授？」

　すぐ左に立つユミコが小声で訊きくと、右側で教授が答えた。

「残念ながら、許可が出たのはここまでだ。現在、ヒナコちゃんのバイタルは安定しているが、急性硬こう膜まく下か血けつ腫しゆの除去手術を行ったばかりだからな……」

「意識は……戻もどるんですよね？」

　ユミコのその問いに対する答えは、少しだけ遅おくれた。

「……私はそう信じている。しかし、ヒナコちゃんのサードアイは脳の視し床しよう下か部ぶに融ゆう合ごうしているので、今回の怪け我がが脳に与あたえる影えい響きようは専門の医師にも予測できない。サードアイがいったいどうやって我々の体からエネルギーを得ているのか、あるいは生化学的なエネルギーは不要なのか、それすらもまだ解明されていないんだ……」

　ミノルは無意識のうちに左手を動かし、胸の中央に触ふれた。

　ミノルに寄生する黒いサードアイは、三つに分かれている胸骨の真ん中、胸骨体という骨のやや上側に埋うまっている。皮ひ膚ふの上から押おしても、痛みも異物感もないがわずかな出っ張りを感じる。

　サードアイは、ユミコやミノル、スウのように完全に体内に隠かくれている場合もあれば、イグナイターや《別隊》の柿かき成なり隊員のように半分近くが露ろ出しゆつしている例もある。この球体がどこから現れて、なぜ人間に寄生したのか、その理由はまだ誰だれも知らない。

　──でも。

「…………サードアイが生き物なら……こいつだって、死にたくはないはずです」

　ミノルが呟つぶやくと、ユミコと教授が同時に顔を向けた。二人の視線を感じながら、ミノルは言葉を続けた。

「こいつにだって、地球に落ちてきて、僕ぼくらに寄生した理由が……存在する目的があると思うんです。なら、宿主である僕らの命が危なくなった時は、助けようとするはず……たとえそれが、敵と戦わせるためなんだとしても」

「…………うむ、そうだな」

　お下さげ髪がみを揺ゆらして、教授が頷うなずいた。

「サードアイは我々の体内で、アデノシン九リン酸などという驚おどろくべき物質を合成している。ならば……人体で最大のブラックボックスである脳を、我々には不可能な方法で治ち療りようすることも可能だろう。いずれヒナコちゃんは目を覚ます……私はそう信じている」

　その言葉に、ユミコも深々と顔を動かした。

「そうですね……。小こ村むらさんは特課最強のジェットアイなんだから、ちょっと頭を打ったくらいで死んだりしないわ。きっとすぐに戻もどってくるわよ、空うつ木ぎくん」

　いつもなら、なんで僕に言うんですかと反射的に突つっ込こむところだが、いまはミノルも素す直なおに頷うなずいた。

「…………ええ。きっと」

　もういちどブランケットから覗のぞくスウの左ひだり肩かたを見み詰つめ、少しでも早い回復を心の中で祈いのってから一歩下がる。

　そこでふとあることに気付き、ミノルは周囲を見回した。しかし、ＩＣＵの室内はもちろん、短い通路にも三人以外の人ひと影かげはない。

「あの……教授」

「ん？」

「確か、スウさんにはお兄さんがいるんですよね？　ここには来てないんですか？」

　ミノルがそう訊たずねると、教授はユミコと顔を見合わせ、二人同時に「ん～～」と唸うなった。その反応の理由が解わからず、ミノルは眉まゆを寄せた。

　小村スウとその兄は二人ともにジェットアイで、同時に特課に所属したと聞いた記き憶おくがある。ミノルが不在の時の自宅警護は兄妹きようだいが交こう互ごに行ってくれていたらしいので、いつか小村兄にも会ってお礼を言わなければと以前から気になっていたのだ。本部でまったく見かけないのは任務で多た忙ぼうだからなのだとしても、昏こん睡すい中の妹の付つき添そいも許されないのだろうか──。

　そんなミノルの思考は、しかし教授のひと言で否定された。

「……いや、来ているよ」

「は……はい？　来ているって……どこにですか？」

　再び周りを見るが、視界内には教授とユミコの姿しかない。そこでようやく、一つの可能性に思い至る。

「あっ……もしかして、お兄さんの能力もスウさんと同じ《屈折》……不可視化なんですか……？」

　ミノルにしてはかなりの確信を伴ともなった推測だったが、今度はユミコが首を横に振ふった。

「違ちがうわ。まあ、同系統の能力と言えないこともない……ってわけでもないわね……」

　もう何が何やら解わからず、ミノルは教授とユミコの顔を交こう互ごに見た。

　数秒後、イサリリ教授が、いくらかの躊躇ためらいを振ふり切きるように咳せき払ばらいをして言った。

「特課では原則として、能力の開示は本人の口から行うようにしているのだが……小こ村むら兄の場合は状じよう況きようが特とく殊しゆだからな、事後承しよう諾だくとさせて貰もらおう。──ミッくん、病室の右奥おくにあるナースカートに載のっているものが見えるか？」

「え……？」

　唐とう突とつな問いに、ミノルは途と惑まどいつつも視線を集中治ち療りよう室の中に向けた。

　三人から見て右側奥の壁かべ際ぎわには、キャスターつきの多段テーブルが設置されていて、あれが教授の言うナースカートだろう。その白い天板の上には、いままでまるで気付かなかったが、病室には甚はなはだ似つかわしくない物体が載っている。高さ二十センチくらいの人形──しかも、アニメやゲームの女性キャラクターを立体化した、いわゆる美少女フィギュア。

「……フィギュアが、載ってますが……」

「うむ。あそこにいるのが、特課コードネーム《観察者スペクテイター》、小村兄こと小村菖しようくんだ」

「………………」

　この状況でなければ、教授がミノルをかつごうとしているのだと思っただろう。

　しかし、昏こん睡すい状態のスウを前に無意味な冗じよう談だんを言う人ではないことは確かだし、隣となりのユミコも真顔を保っている。ということはつまり、事実なのだ。あのレオタードに鎧よろいを装着したような、少々扇せん情じよう的な衣い装しようをまとっている美少女のフィギュアが小村兄なのだ。

「…………フィギュアに変身する能力、ですか……？」

　おそるおそるそう口にすると、教授は残念ながら、あるいは幸いなことに首を横に振ふった。

「惜おしい。あそこにコムショーの意識は存在しているが、フィギュアが本人そのものではない」

「コム……」

　一いつ瞬しゆん何のことかと思ったが、恐おそらく《コムショー》というのが、《ミッくん》や《ヒナコちゃん》と同様に教授が小村兄に与あたえたニックネームなのだろう。由来がコムラショウの短縮形であることは、今度こそ百パーセント確信できる。

　しかし、気にすべきはそこではない。意識は存在するが本人そのものではない、という言葉はいかなる意味なのか。

「……あのフィギュアは、何かの媒ばい体たい……？」

　呟つぶやいた途と端たん、ユミコがミノルの脊せき柱ちゆう起立筋のあたりを指先でぐりっとつついた。

「いい勘かんしてるじゃない」

「そ、それ褒ほめてるんですか？」

「もちろん。スペクテイターの能力は《遠えん隔かく視》……でも、どこでも好き放題観察できるってわけじゃない。彼かれが長年自分の部屋に飾かざっていたフィギュアを端たん末まつとして、それが置かれている場所の光景を見て、音を聞くことができるの」

　ユミコの説明に、教授がひと言付け加えた。

「ちなみに、ミッくんの自宅前の電柱に取り付けられている端たん子し箱の中にもフィギュアが収納されていて、いまもコムショーが監かん視しを行っている。もし怪あやしい動きがあれば、すぐに連れん絡らくがくる」

「そう……だったんですね…………」

　いまだ驚おどろきの醒さめやらぬまま、ミノルはもういちどＩＣＵ内のフィギュアを見た。

　しかしすぐに、新たな疑問が浮うかんでくる。

「……教授は前に、サードアイは分子を直接操作することで超ちよう常じよう的てきな力を生み出しているって言ってましたよね？　でも……フィギュアの目を通して離はなれた場所を見るっていうのは、分子の操作では説明できない力なんじゃ……？」

「うん、そのとおりだな。しかし、たとえば《探索者サーチヤー》……ＤＤの能力を思い出してみろ。彼かれは、ルビーアイによって操作される分子を数キロ以上も離れた場所から匂においとして感知することができる。その時、対象のルビーアイとＤＤの間では、いかなる分子の交こう換かんも行われていない。私はその現象を、サードアイが分子を操作する未知の力……研究者連中は《第七の力セブンス・フオース》などと呼んでいるが、ともかくその力の作用によるものだと考えている」

「念力みたいなもの……って教授が言ってた力ですね」

　なんで第七なのかはあとでユミコに聞いておこう、と思いながらミノルは頷うなずいた。

「そうか……。ＤＤさんが遠く離れた分子の匂いを感じられるなら、お兄さんがフィギュアに触ふれる光や空気の振しん動どうを感じることも有り得る……んでしょうね。なんでフィギュアなのかは謎なぞですが……」

「そこは、ヒナコちゃんが目を醒さましたら聞いてくれ」

　そう言うと、教授はピンク色のダウンジャケットの袖そでをずらし、これも可愛かわいらしいキッズ用の腕うで時ど計けいを見た。

「……すまないが、そろそろ時間だ。ガラス越ごしでは、あまり見み舞まいをした気にはなれなかっただろうが……」

「そんなことないです」

　と答えたのはユミコだった。

「ここからでも小こ村むらさんが頑がん張ばってるのは伝わってくるし、きっと私たちの応おう援えんも届いたと信じてますから」

「……僕ぼくもです」

　ミノルも深く首しゆ肯こうすると、教授は少し眩まぶしそうな顔で二人を見上げ、微笑ほほえんだ。

「ああ、そうだな。ヒナコちゃんはすぐに特課へ戻もどってくる……その時はごちそうを作ってくれよ、ミッくん」

「はい！」

　きっぱりと答え、ミノルは隔かく離り区画の出口に向かう教授を追いかけようとした。

　しかしその時、かすかなバイブレーション音が聞こえ、教授が立ち止まった。ジャケットのポケットからスマートフォンを取り出し、画面を親指でタップ。眉まゆ根ねを寄せながら、誰だれかからのメッセージを一いち瞥べつするや、

「……なにっ……！」

　低く叫さけんで身を翻ひるがえした。慌あわてて避よけるミノルの目の前を通過し、スウの病室の前に戻もどると、ガラスに右手と額を押おし当あてる。

「ど……どうしたんですか!?」

　ユミコの問いかけにも答えず、しばしじっとベッドのほうを凝ぎよう視しし続けてから、教授は再び叫さけんだ。

「ほ、本当だ……！」

「だから、何が起きたんです!?」

「小村兄がメールで、ヒナコちゃんの指が動いていると言ってきた」

「えっ……！」

　ユミコと声を揃そろえて叫んだミノルも、我を忘れてガラスに両手をついた。モニタ類に囲まれるベッドに目を凝こらすと──確かに、白いブランケットから少しだけはみ出したスウの右手の人差し指が、小刻みに震ふるえている。

「け……痙けい攣れん？　それとも……」

　ユミコの囁ささやき声ごえに、教授が素す早ばやくかぶりを振ふった。

「いや、指の動きに規則性がある……ヒナコちゃんは、我々に何かを伝えようとしているんだ。あの動きは……モールス信号の和文符ふ合ごうか!?　ノ……ナ……カ……ニ……カ……ラ……、野中にから……？」

　ミノルにはただ震えているだけとしか思えなかった指の動きを、即そく座ざにモールス信号と看破するのが《思索》能力の凄すさまじさだ。しかしメッセージの内容にいち早く気付いたのはユミコだった。

「違ちがうわ教授、《殻からの中に》よ！」

　それを聞き、教授もガラスの上で右手を握にぎった。

「そうだ、そのとおりだ……ヒナコちゃんは、自分をミッくんの防ぼう御ぎよ殻かくに入れてくれと言っているんだ！」




　十五分後。

　家から着てきた服を下着や靴くつ下したに至るまで脱ぬがされ、全身を殺さつ菌きんされ、緑色の滅めつ菌きん済み無む塵じん衣いに着き替がえさせられてから、ミノルは改めてＩＣＵの前に立った。

　今度はガラスの外から回復を祈いのるためではない。中に入り、小こ村むらスウに接せつ触しよくするためだ。

　特課とサードアイの事情を知っているらしい担当医がスライドドア近くのパネルを操作すると、ドア枠わくの上部から空気が噴ふき出だした。雑ざつ菌きんやウイルスの侵しん入にゆうを防ぐためのエアカーテンだ。胸に【本ほん郷ごう】というネームプレートをつけた男性医師が、ミノルを見て言う。

「扉とびらの開放時間は二秒しかないので、素す早ばやく入ってください」

「は……はい、いつでも」

　数メートル離はなれた場所で待機している教授とユミコを見やってからミノルが頷うなずくと、本郷医師は再びパネルに指を走らせた。ぷしゅっという音とともに扉とびらがスライドした瞬しゆん間かん、部屋から流れ出してくる空気に抗あらがって中へと踏ふみ込こむ。すぐに背後で扉が閉まる。

　ＩＣＵの中は静かで、ほぼ無む臭しゆうだったが、ほんの少しだけ記き憶おくにある甘あまい香かおりが漂ただよっていた。南青山での偵てい察さつ任務中にもずっと嗅かいでいた、小村スウの香かおり。

　ミノルはまず扉からまっすぐ前方に歩き、右奥おくのナースカートに近づいた。その上に載っている美少女フィギュア──を通してこの光景を見ているという小村菖しようにぺこりと一礼し、体を左に向ける。

　ガラスの外からは半ば以上隠かくれていたベッドの全体が視界に入った途と端たん、ミノルは鋭するどく息を吸すい込こんだ。

　薄うす手でのブランケットを掛かけられて横たわる小村スウは、記き憶おくにあるよりもいっそう華きや奢しやに見えた。

　頭には白い包帯が巻かれ、その下の同じくらい青白い──それでいて凄せい絶ぜつなまでに美しい顔は、瞼まぶたを閉じたまま微び動どうだにしない。昏こん睡すい状態が続いているとしか思えないが、ブランケットからはみ出した右手の人差し指が、時折ぴくり、ぴくりとかすかに震ふるえる。たぶん、先刻のモールス信号を送るために全てのエネルギーを振ふり絞しぼり、疲つかれ果はててもなお懸けん命めいに何かを伝えようとしているのだ。

「……スウさん」

　ミノルが小声で呼びかけると、指の動きが少しだけ大きくなったような気がした。

　突つっ立たったまま時間を無む駄だにするわけにはいかない。意を決してベッドに歩み寄ると、ミノルは左手でスウの右手をそっと包んだ。

　滑なめらかな肌はだの、ひんやりとした感かん触しよくに一いつ瞬しゆんたじろぐ。だがその冷たさの中には、スウの生きようとする意志が確かに含ふくまれている。

　手を繫つないだまま、ミノルは左ひだり膝ひざからベッドに乗った。教授、ユミコ、担当医、そして小こ村むら兄に見られていると思うと気き恥はずかしさに襲おそわれるが、いまは気を散らしている場合ではない。ブランケットを剝はがし、適当に畳たたんで傍かたわらのワゴンに置くと、簡素な術後衣だけを着せられた体が露あらわになる。

　点てん滴てきのラインや、心電図モニタの電極はすでに本ほん郷ごう医師の手で取り外されているが、左ひだり腕うでに残ったままのカニューレが痛々しい。あまりにも華きや奢しやな体に自分の重さを全て預けるのは不安だが、たとえ重傷を負っていても、サードアイによる肉体の賦ふ活かつ効果が失われたわけではないはずだ。右手もギプス越ごしにスウの左手に重ね、両足もぴたりと密着させ、体ごと慎しん重ちように覆おおい被かぶさっていく。

　最後に頭をスウの右の耳みみ許もとで枕まくらに預け、全身の力を抜ぬく。しかし、精神の強こわ張ばりはなかなか消えてくれない。

　スウがモールス信号で送ってきた《殻からの中に》というメッセージが、ミノルの防ぼう御ぎよ殻かくに入れてほしいという意味であることを疑うつもりはない。だが、もしも殻への取とり込こみに失敗すれば、スウの体は猛もう烈れつな衝しよう撃げきを受ける。穿せん頭とうドレナージ術を受けたばかりの脳に悪あく影えい響きようがあることは、素人しろうとのミノルにも確信できる。

　イサリリ教授と担当医の本郷は、その危険を踏ふまえたうえで、スウの意思を優先したのだ。それは、ミノルへの信しん頼らいの裏返しでもある。期待に応えなければ──と思えば思うほど呼吸が浅くなり、手足も冷たくなっていく。

　と──。

　再び左手の中で、スウの右手の指が震ふるえるのを感じた。さっきはあんなに冷たかったスウの手が、いまはほんのりと温かい。

　優やさしく促うながすような温度と振しん動どうに導かれ、ミノルは精神を集中すると、甘あまい香かおりのする空気を肺いっぱいに吸すい込こんだ。ぐっと溜ためて、胸骨に埋うまるサードアイを押す。

　《孤独者アイソレータ》ミノルの能力である《防御殻》が発動し、視界の色合いが青く変調した。

　全ての音が消え去って初めて、あれほど静かに思えた集中治ち療りよう室にも多くの機械の作動音が満ちていたことに気付く。それらに代わって、どこか遠くから届いてくるような、不思議な重低音が殻の中に響ひびく。そして、小村スウのささやかな呼吸音も。

　ミノルと密着するスウの体は、枕まくらやシーツから数センチほど浮ういていた。殻への取り込こみに成功したのだ。

　だが、それだけだ。何秒待っても、スウが目を覚ます兆候はない。

　何も起きない可能性を、この部屋に入る前に、ミノルは教授から伝えられていた。スウがミノルの殻に入りたがったのは、混こん濁だくした意識の中でただそれを求めたからに過ぎず、むしろ何かが起きる可能性のほうが低い、と。

　それはそうだろう。ミノルの能力は、体の周囲に不可視かつ不ふ可か侵しんの障しよう壁へきを作るというそれだけのものなのだ。輻ふく射しや熱ねつ、つまり電磁波は遮しや断だんするのに可視光は遮断しなかったり、密閉空間なのに酸欠にならなかったりと不可解な謎なぞは残っているが、少なくとも殻からの中では治ち癒ゆ力が高まったりするような効果がないことは確かだ。

　けれど。

　五日前、ミノルの部屋で最初に防ぼう御ぎよ殻かくへの取とり込こみを試ためした時、スウは殻の中が気に入った様子だった。こうすることで、必死の戦いを続けているスウの心が少しでも休まるなら、何分でも、何時間でも続ける。

「……スウさん」

　右耳に包帯の感かん触しよくを感じながら、ミノルは囁ささやきかけた。

「あなたは、ヘリコプターに乗せられる前に言いましたよね。僕ぼくが、ジェットアイ……いえ、サードアイを宿す人すべての希望だ、って。正直、自分ではそんなふうには全然思えません。たぶんこれからも……。──僕はいままで、誰だれにも近づかないように、関わらないようにって、それだけを考えて生きてきました。辛つらい記き憶おく、苦しい記憶が生まれることに耐たえられなかったからです。そういう記憶が、あの時の……両親と姉さんが殺された夜の記憶と融ゆう合ごうして、僕の中でどんどん大きくなるのが怖こわかったんです」

　自分で言葉にすることによって、いやおうなくミノルの脳のう裏りにあの夜の情景が断続的にフラッシュバックした。

　食料庫パントリーの床ゆか下した収納にミノルを隠かくれさせた時の、姉ワカバの笑え顔がお。そして最後の言葉。

　──大だい丈じよう夫ぶだよ。ミーくんは、わたしが守るから。

　当時わずか十一歳だったワカバは、その言葉を実行した。八歳のミノルを守るために、自宅に侵しん入にゆうした殺人者と対たい峙じし、命を落とした。

　もしも、もしもミノルが床下収納の中で震ふるえているだけでなく、外に出て姉の手助けができていれば。直接犯人をどうこうすることは無理だったとしても、たとえば犯人の注意を引きつつ家の外に逃にげていれば、自分だけでなく、姉も助かっていたのではないか。

　もちろん、ミノルも犯人に捕つかまり、姉ともども殺されていた可能性だってある。でも、家族でたった一人生き残るよりは、そうなっていたほうがよかったのではないか。ワカバの決死の覚かく悟ごと献けん身しんを裏切る思考だが、どうしてもそう考えずにはいられない。

「……僕は、あの夜の記憶を心の奥おく底そこに封ふうじ込こめようとしてきました。でもできなかった……嫌いやなことがあるたびに思い出して、どうしようもなく苦しく、悲しくなって……姉のところに行こうとしたことも一度や二度じゃありません。でも……サードアイに寄生されて、ユミコさんやＤＤさん、オリビーさん、教授、そしてスウさんと出会って……こんな僕でも、誰だれかのためにできることがあるんだって思えるようになったんです。それはサードアイが与あたえてくれた力で、僕ぼく自じ身しんのものじゃない。いつか消えてしまう力かもしれない。けど、いま、僕にできることがあるなら……誰だれかを助けられるなら、そうしようって……あの時の姉さんみたいに、悪いものに立ち向かいたいって、いまならそう思えるんです。だから……」

　スウの心に届いているかどうかは解わからなかった。それでもミノルは懸けん命めいに、自分の心を言葉に変え続けた。

「……だから、僕は、あなたの言葉を信じます。誰かの希望になれるように努力します。そうするためには、スウさん、あなたの力が……存在が必要なんです」

　思考と感情の全てを伝えるために、スウの細い体を抱だき締しめたかったが、防ぼう御ぎよ殻かくの形状はミノルの姿勢に従う。ここで両りよう腕うでを動かしたら、意識のないスウの体に無理な動作を強しいてしまう。

　だから代わりに繫つないだ両手をしっかりと握にぎり締しめ、ミノルは言った。

「スウさん、帰ってきてください。特課に……僕たちのところに」

　そして同時に、心の中で強く祈いのった。《組織》のセーフハウスの一階で、リキダイザーの罠わなに掛かかって埋うめられた分厚いコンクリートの中から脱だつ出しゆつした時のように。

　──お願い、姉さん……ワカちゃん。もしもまだ僕を守っていてくれるなら……この人を、僕ぼくの命を救ってくれたこの人を助けて。

　何が起きるはずもなかった。

　だが、その瞬しゆん間かん、ミノルは感じた。

　頭の上のほうで、何かが動いている。防御殻の外側ではない。わずか三センチしかない殻からの内部のずっと遠くから、何かが近づいてくる。

　実体のない、しかし喩たとえようもなく温かい何かが、ミノルとスウの頭に一いつ瞬しゆん触ふれて、すぐに遠ざかった。再び、今度は少しだけ長く触れ、三度目は触れたままになる。まるで、幼い子供が未知のものに手を伸のばし、存在を確かめているかのような──。

　その《手》が、スウの頭の内部へと浸しん透とうした。

　同時にミノルは、何かを聞いた気がした。殻を出している時はいつも聞こえる、周期的な重低音に重なって、あたかも音楽のような……言葉のような。

　びくん、とスウの体が震ふるえた。耳みみ許もとで、大きな息いき遣づかいが響ひびいた。反射的に殻を消してしまいそうになるのを、ミノルは必死に堪こらえた。いまスウの頭に触れている何かは、決して悪いものではないと感じたからだ。

　途と轍てつもなく長い一いつ瞬しゆんが過ぎ去り、温かな存在がスウから離はなれ、遠ざかり──消えた。

　何度か深呼吸をしてから、ミノルは再び息を止め、防御殻を解除した。

　二人の体が少しだけ落下し、ベッドに沈しずみ込こむ。急いで体を起こし、スウの顔を見る。

　変化はない。頭にしっかりと巻かれた包帯はもちろん、血の気のない頰ほおも、閉じられた瞼まぶたも元のままだ。

　全て気のせいだったのか？　何かが二人の頭に触ふれたと感じたのも、不思議な声が聞こえたのも、スウの体が震ふるえ、呼吸音が変化したのも？

「…………スウさん」

　押おし殺ころした声で呼びかけた、その瞬しゆん間かん。

　ミノルの左手の中で、小さな右手がぎこちなく動いた。

　五本の指が広がり、ミノルの指を絡からめ、握にぎる。

　長い睫まつ毛げが小刻みに震え、少しずつ持ち上がっていく。

　瞬まばたきを二回繰くり返かえす。ゆっくりともういちど。夜明けのすみれ色をした二つの瞳ひとみが、至近距きよ離りからミノルの目を捉とらえる。

　小さな唇くちびるが動き、無音の囁ささやきが確かにミノルの耳に届く。

「……ただいま、ミノルさん」










　　　４




　肺いっぱいに冷たい空気を吸すい込こむと、左ひだり肩かたからみぞおちにかけてが鋭するどく疼うずいた。

　その痛みに耐たえながら、三み川かわ霤りゆうはすぼめた口からふうっと空気を吐はき出だした。

　きらきらと青白く光る冷気が細長く流れ、目の前に立つ氷の柱にまとわりつく。ルビーアイである三川の能力──《トランサー》というコードネームの由来となった《相転移》によって、空気中の水分が瞬しゆん時じに凝ぎよう結けつしているのだ。

　冷気は白い霜しもに、さらには氷に変わって、○○を閉とじ込こめる半透とう明めいの柱をいっそう分厚く、頑がん丈じようにしていく。

　作業を終えると、三川は床ゆかの霜を踏ふみ締しめながら歩き、柱に近づいた。ゴアテックス入りの手て袋ぶくろを外し、薄うす手でのインナーグローブだけになった右手を柱に押おし当あてる。本当は素す手でで触さわりたいのだが、零れい下か三十度のこの場所でそんなことをしたら掌てのひらが張はり付ついてしまって、剝はがすためにせっかくの氷を能力で溶とかさなくてはならなくなる。

　それでも三川は、ポリエステル繊せん維い越ごしに○○の存在を確かに感じた。何度も何度も、繰くり返かえし氷の柱を撫なでてからその場に腰こしを下ろし、体の向きを変えて柱に寄より掛かかる。

　大田区東海六丁目、すなわち大おお井い埠ふ頭とうの南部に立つ、年代物のＦ２級冷れい凍とう倉庫のいちばん奥おく。冷蔵・冷れい凍とう倉庫の保管温度帯は、プラス十度以下のＣ３級からマイナス五十度以下のＦ４級まで七段階に分けられていて、マイナス三十度から四十度までのＦ２級倉庫には、主に食肉や冷凍食品、アイスクリームなどが保管される。

　そんな知識を、三み川かわは小学生の頃ころから持っていた。父親が、大手物流会社の冷蔵倉庫事業部に──この倉庫の持ち主とは別の会社だが──勤めていたからだ。

　だから、六年前──小学四年生の冬に、この倉庫からほど近い道路で鍵かぎを拾った時、三川はそれがどこで使われているものなのかすぐに解わかった。鍵にはプラスチックのプレートがついていて、そこには企き業ぎよう名と倉庫名が書いてあったのだ。

　一いつ緒しよにいた○○は交番に届けようと言ったが、三川は「これを使って倉庫に入ってみよう」と誘さそった。父親が働いている超ちよう低温の世界を、どうしても見てみたかった。

　躊躇ためらう○○をどうにか説得した三川は、次の日曜日に最大限の厚着をして、プレートに書かれていた冷凍倉庫に向かった。真冬だったので、二人の格好が怪あやしまれることはなかった。

　食品を扱あつかう冷凍倉庫は、市場が休みの日曜が休日である場合が多い。倉庫の正門には警備員が一人いるだけで、敷しき地ちを囲む植うえ込こみの間から簡単に忍しのび込こめた。拾った鍵は、トラック用の搬はん入にゆう口ではなく倉庫側面にある休きゆう憩けい室のものだったが、そこからも二重扉とびらを経て冷凍倉庫の中に入ることができた。

　初めて見るマイナス三十度の空間は、東京生まれの三川と○○にとっては、まるでアニメやゲームに出てくる氷の国だった。見上げるように高いラックやそこに積まれた箱は真っ白い霜しもに覆おおわれ、吐はいた息は空気中できらきらと光った。その日はほんの数分で耐たえられなくなり、二人は再び二重扉を通って外に出た。昼下がりの道路を思い切り走りながら、三川も○○も大きな声で笑った。

　たぶんあの日のあの瞬しゆん間かんが、三川の十六年の人生で、いちばん輝かがやいていた──。




「ふうん、ここが坊ぼうやの《巣》ってわけね」




　突とつ然ぜんそんな声が聞こえて、三川は閉じていた目を大きく見開いた。

　誰だれもいるはずがない冷凍倉庫の中に、ファーつきのロングコートを着た女性が立っている。すらりとした長身と高めのツイストバンにまとめた髪かみ、そしてクール極きわまりない美び貌ぼう。《組織》の古参ルビーアイ、《リキダイザー》その人に間ま違ちがいない。

　慎しん重ちように立ち上がりながら、三川は掠かすれ声で呼びかけた。

「……師し匠しよう……どうしてここに……？」

　かつての師は、紅あかい唇くちびるに妖よう艶えんな微び笑しようを浮うかべて答えた。

「あたしが坊やの隠かくれ家がくらい、把は握あくしてないわけないでしょう？」

「でも……どうやって入ったんです？　まさか、扉を溶とかした？」

　するとリキダイザーはコートのポケットを探さぐり、薄うす手での革かわ手て袋ぶくろを嵌はめた右手で真新しい鍵かぎを取り出すと、小さく揺ゆらしてみせた。

「そんな乱暴な真ま似ねしないわよ。坊ぼうやが怪け我がでうんうん言ってるあいだに、合あい鍵をね」

「…………なるほどね」

　苦笑いの一つも浮うかべたいところだが、極度の緊きん張ちようを隠かくすのに精せい一いつ杯ぱいでとてもそんな余よ裕ゆうはない。

　六年前に拾ったこの倉庫の鍵を、三み川かわはいまも肌はだ身み離はなさず持ち歩いている。文字通り、左腰こしにつけたリングピアスとキーリングを、細いが頑がん丈じようなチタン製のチェーンで繫つないでいるのだ。これを切らずに外すにはセグメントリング型のボディピアスを分解するしかないが、たとえ睡すい眠みん中でも三川に気付かれずにそんなことをするのは絶対に不可能だ。

　もちろん倉庫の鍵に付いていた会社名入りのプレートは外したし、念のためにキーリングにはダミーの鍵を六本も付けている。なのにリキダイザーはあっさりとこの倉庫を突つき止とめ、いかなる手段によってか合い鍵まで作ったらしい。

「でも、いったい、どうやって……」

　そこまで口にしてから、三川はとある可能性に思い至り、急いでジーンズの左ポケットからキーリングを取り出した。左手のインナーグローブを咥くわえて引ひき抜ぬき、左腰の皮ひ膚ふに繫つながっているチタンチェーンを指先で慎しん重ちようになぞる。するとチェーンの中ほどにある一つの輪っかが、わずかだが歪ゆがんでいることに気付く。

「…………やられましたよ。ぼくが寝ねてるあいだにチェーンを溶とかして鍵を持ち去り、合い鍵を作ってからまた液化させてくっつけたんですね」

「エグザクトゥモンそのとおり」

　流りゆう暢ちようなフランス語で答えると、リキダイザーは三川と同じように左の手袋を外した。右手で持っていた鍵を左手に持もち替かえた次の瞬しゆん間かん、手の中から銀色の雫しずくが滴したたり、極低温のせいか空中で再凝ぎよう固こして、いくつかの小さな金属球となって床ゆかに転がる。リキダイザーが《液化》能力によってステンレスの鍵を溶とかしたのだ。再び、微笑ほほえみ混じりの声。

「まあ、もういらないけど」

　その言葉の真意を読み取れず、三川は元師し匠しようの全身を油断なく凝ぎよう視ししながら鍵をポケットに戻もどし、インナーグローブを嵌め直した。

　いっぽうリキダイザーは、緊張などまるで感じさせない仕草で倉庫内を見回し、続けて言った。

「あたしたちルビーアイはお気に入りの《巣》を作りたがるものだけど、坊やのはかなり特とく殊しゆな部類ね」

「…………」

　無反応の三川を気にする様子もなく、黒のロングブーツで床ゆかの霜しもを踏ふみ、一歩、二歩と近づく。

「……それとも、これは巣じゃなくてお墓なのかしら？　そこで凍こおり付ついてる女の子の……？」

「それ以上近づかないでください」

　低い声で三み川かわが言うと、リキダイザーは微笑ほほえんで足を止めた。

　もし──万が一リキダイザーが○○の眠ねむる氷の柱を溶とかすつもりなら、同じルビーアイといえども、そしてかつての師し匠しようであっても戦わねばならない。

　勝ち目はほぼないだろう。この倉庫内にある水分は全て氷の状態であり、三川が能力を使って戦おうとするなら、それらを瞬しゆん時じに昇しよう華かさせて高温の水蒸気を浴びせるくらいしか方法がない。だが、三川は、この場所の温度を上げるわけにはいかないのだ。絶対に。

　その制約がなくとも、三川は自分が能力戦で師匠に勝てるとは思っていない。

　《トランサー》三川霤りゆうの能力は、突つき詰つめれば水分子の熱振しん動どうを制せい御ぎよするという、それだけのものだ。振動数を上げれば水分子同士の結合が弱まり、氷は水へ、さらに水蒸気へと変わる。振動数を下げれば逆の現象が起きる。つまり言いい換かえれば、三川が制御できるのは《水分子の水素結合》だけに限定されるということでもある。

　しかし、いまだ本名を知らない《リキダイザー》は、あらゆる分子のあらゆる結合を支配する。水素結合はもちろん、ファンデルワールス力も、イオン結合も、共有結合も、金属結合も弱めて、全ての固体を液体へと変える。タンパク質のペプチド結合すらも例外ではなく、リキダイザーの手に触ふれられた途と端たん、人体はおぞましいスープに変わってしまうのだ。

　彼かの女じよに液化できないものは、もちろん液体と気体、そして形を持たないエネルギーだけ。

　南青山での戦いで、リキダイザーは《黒》どもの一人である灰はい髪がみの少年と交戦し、原理不明の防ぼう御ぎよフィールドを液化しようとして逆に右手の指を二本折られた。さらに、加速能力者の少女が持つ高出力テーザーの電でん撃げきを受けて倒たおれた。

　あれからまだ三日しか経たっていないのに、リキダイザーの見た目や物もの腰ごしにダメージは感じられない。しかし右手の手て袋ぶくろを外さないところを見ると、さすがに骨折が完治しているわけではないのだろうし、大アンペアの電流を浴びた体には火傷やけどが残っているはずだ。

　リキダイザーはその状態で、自分以上の重傷を負った三川を助けるために、地面そのものを液化して地下の下水トンネルへと脱だつ出しゆつした。プライドの高い彼女が、意識を失った三川を背負って汚お水すいの中を何キロも歩き、組織の五ご反たん田だセーフハウスに運んでくれたのだ。

　そのことを思い出すと、左胸の傷が再び痛んだ。

　無意識のうちに顔を歪ゆがめ、三川は再び同じ言葉を繰くり返かえした。

「……それ以上、近づかないでください。ぼくは、あなたと戦いたくない」

　するとリキダイザーは、微笑ほほえんだまま小さく首を傾かたむけた。

「あら、坊ぼうやもそんな顔をするのね。いつもは、死ぬならそれはそれで、みたいな顔してるくせに」

「……死ぬのが怖こわいんじゃなくて、ここで死にたくないんです。ぼくが死ねば、寄生しているサードアイが離り脱だつして、倉庫の屋根に大穴が開く。そしたら、ここの氷も溶とけてしまう……」

「ふうん、なるほどね」

　顔の向きを戻もどし、笑えみも消すと、《液化者》は真顔で問うてきた。

「なら、ここじゃない場所だったらいいの？」

「…………」

　すぐには答えられず、三み川かわは自分の心の中を探さぐった。

　死ぬのが怖こわくない、と言ったのは噓うそではない。○○がこの倉庫で永遠の眠ねむりに捕とらえられた六年前……いや正確にはその一年後、彼かの女じよが蘇そ生せいすることはないのだと知った瞬しゆん間かんから、三川は生きる目標を失った。中学二年生の二学期で不登校になり、引きこもりはしなかったものの、日がな一日、京けい浜ひん運河や東京港の水面を眺ながめて過ごしていた。高校には行かなかった。

　もし四ヶ月前、空から降ってきた赤い球体に手を伸のばさなければ、三川はいまごろこの倉庫で、○○と同じように白い氷に包まれていただろう。

　しかし三川は知った。世界にはまだまだ巨きよ大だいな謎なぞが存在していることを。

　また、三川は思った。球体に与あたえられた《相転移》という力を使えば、○○を目覚めさせられるかもしれないと。

　もしそれが無理でも、いまの三川には大きな目標が……叶かなえたい夢がある。だから、ここで死ぬのは、怖くはなくとも残念だ。

「……スノーボールアース、って言葉を知ってますか？」

　三川の唐とう突とつな問いかけに、リキダイザーは軽く瞬まばたきして答えた。

「聞いたことある気がするわね。なんだっけ、全球……」

「《全球凍とう結けつ》。さすがですね……地球全体が真っ白く凍こおり付つくほどの、激しい氷河期のことです。あくまで仮説ですけど、何億年も前に実際に起きたって主張してる学者もいます。ぼくは、それを見てみたい」

「見るって、実際に？　この地球を丸ごと凍り付かせたいってこと？」

　目を丸くしたリキダイザーの問いかけに、三川は真顔で頷うなずいた。

「そうです。《組織》の最終的な目標は全地球人類の殲せん滅めつだ、ってあなたは言いましたけど、実行する手段は相当に限られるでしょう？　まさか、能力で一人ずつ殺すわけにもいかないし。でも、もし全球凍結が速すみやかに実現すれば、人類は生き残れませんよ。選せん択たく肢しの一つとして、検討してみる価値はあると思いますが」

　いまの時点では、まだ口にしないはずの言葉だった。組織の信用を得て、内部に入はいり込こみ、どんなルビーアイなのかは知らないが指導者に会えるようになったら、直接提案するつもりだったのだ。

　別に組織内でのし上がろうなどと考えているわけではない。ただ、見てみたいだけだ。白く凍こおり付つく地球を。

　三み川かわが口を閉じても、リキダイザーは三秒ほど沈ちん黙もくを続けた。

「…………ふ」

　突とつ然ぜん、紅あかく塗ぬられた唇くちびるから、軽かろやかな笑い声が漏もれる。

「ふふ、あはは、あははは……」

　ルビーアイが笑うたび、白い息が空中に流れた。

　馬ば鹿かにされている、とは思わなかった。それはリキダイザーの笑い声が妙みように幼い響ひびきを帯びていて、まるで子供のように明けっ広げだったからだ。

　しばし笑い続けてから、リキダイザーは謝罪するように右手を持ち上げつつ呼吸を整えた。最後に目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐい、指先で凍こおったそれをぴんと弾はじく。

「……ふう……悪かったわね、笑ったりして」

「いえ……まあ、途と方ほうもない話ですから」

「本当にね。でも、あたしは嫌きらいじゃないわ、そういうの。毎週ちまちまと、ノルマみたいに人を殺してる連中に比べればね」

　その言葉には、三川も多少忸じく怩じとせざるを得なかった。

　全球凍とう結けつなどと壮そう大だいな夢を語りはしたが、現状では三川も、月に一度、ノルマのような殺人を繰くり返かえしているに過ぎない。しかも、殺したい人間を殺すのではなく、ルビーアイが発生させる暴力的なまでの殺人衝しよう動どうと、殺しの直後の圧あつ倒とう的てきな陶とう酔すい感に抗あらがえずに無差別殺人を行っている。まるで麻ま薬やく中毒者のように。

　青山通りの下り坂を能力で凍結させ、赤あか坂さか見み附つけの交差点に大おお型がたトレーラーを突つっ込こませて七人を殺したのはまだ六日前のことだ。いまのところ三川に寄生するルビーアイは大人しくしているが、二週間も経たてば渇かわきにも似た衝しよう動どうを感じるようになり、月末にはまた人を殺さなければならない。

「……それも仕方ないでしょう、人を殺さなければルビーアイが暴走して、脳を乗っ取られちゃうんですから」

　思わず仲間を擁よう護ごするような言葉を口にすると、リキダイザーはもういちど──今度はいつものように皮肉っぽい笑えみを浮うかべた。

「ふふ、そうね。でも、《バイター》がしてたみたいな行き当たりばったりの殺しは頂けないわ、動物じゃあるまいし。殺すのは仕方ないとしても、最低限の矜きよう持じは欲ほしいじゃない？」

「矜持……？　美学ってことですか？　《イグナイター》が、無む駄だなＣＯ２を発生させる人間を選んで殺してたみたいな？」

「うーん、ちょっと違ちがうけど……まあ、だいたい合ってるわ。少なくともあたしは、殺す相手は厳密に選ぶつもりよ。だから、ここで坊ぼうやをどうこうしたりもしない。後ろのお姫ひめ様もね」

　その言葉に、三み川かわはそっと息を吐はき出だした。体の力が抜ぬけてから気付くが、自分でも知らないうちに首や両りよう肩かたの筋肉が張はり詰つめていたようだ。

　三川の弛し緩かんが伝でん染せんしたわけでもないだろうが、リキダイザーは可愛かわいらしいくしゃみをしてから、いまさらのように両りよう腕うでで自分の体を抱だいた。

「それにしても寒いわね、ここ」

「そりゃそうですよ、マイナス三十度ですから」

「いくらルビーアイが風か邪ぜを引かないって言っても、いつまでもこんなところにいたら霜しも焼やけになっちゃうわ。何かあったかいものでも食べに行かない？」

「…………べ、別にいいですけど……」

「そもそもあたしがこんなとこまで来たのは、電話じゃできない話があったからよ。さ、行くわよ、坊ぼうや」

　そう言うや体を反転させ、出口のほうへ歩いていく。

　最後にもういちど氷の柱を見み詰つめ、その中で眠ねむる○○に「また来るから」と囁ささやきかけると、三川は元師し匠しようを追いかけた。

　二重扉とびらの手前でリキダイザーを追おい抜ぬき、重い扉を開けてそのまま押おさえる。元師匠が通過すると自分も外に出て、即そく座ざに扉をロックする。

　狭せまい休きゆう憩けい室は当然ながら無人で、三川は古ぼけたソファに置いていた自分のワンショルダーバッグを拾い上げた。屋外へ出るための扉に近づいたリキダイザーが、何かを探さぐるように一いつ瞬しゆん目を閉じる。彼かの女じよクラスの高位ルビーアイは、扉越ごしでも敵対的な存在をある程度感じられるらしいが、三川にはまだそこまでの力はない。

　やがて納なつ得とくしたのか、リキダイザーは自らドアを開けた。

　元師匠に続いて外に出ると、一月の寒気はほんのりと暖かく感じられた。




　冷れい凍とう倉庫がある東海六丁目から、リキダイザーが乗ってきたスズキ・スイフトでお台場まで移動すると、二人はアクアシティの中のお好み焼き屋に入った。店を選んだのは三川ではなくリキダイザーだ。

　塩キャベツと叩たたき胡瓜きゆうり、牡か蠣き玉と牛すじネギ玉を注文し、ロングコートを脱ぬいでアイボリーのモヘアニット姿になった元師匠とウーロン茶のジョッキを軽く合わせる。

　ひと口飲んだ瞬しゆん間かんに氷の質が悪いと思ったが、とても不満を表明できる状じよう況きようではなかった。なぜなら、リキダイザーと外食するのはこれが初めてなのだ。

　サードアイに寄生された三川が、強きよう烈れつな殺人衝しよう動どうに耐たえかねて、初めて人を殺したのは去年の九月十六日のことだった。小こ糠ぬか雨あめの降る夜に街をふらふら彷徨さまよっていて、「金貸してくれよ」と絡からんできた半グレ風の男二人に能力を使ったのだ。

　当時はまだ人間を丸ごと氷漬づけにするほどの力はなく、顔を凍こおらせるのが精せい一いつ杯ぱいだったので、翌日のニュースは男たちの死因を凍とう死しではなく、気道が氷で塞ふさがったことによる窒ちつ息そく死しだと報道した。目もく撃げき者はいなかったはずだが、街には山ほど監かん視しカメラがあるはずだから、そのうち警察が来るだろう、そして自分は解かい剖ぼうされてしまうのだろうと三み川かわは考えた。

　しかし二日後にアパートのチャイムを鳴らしたのは警官ではなく、いま目の前で叩たたき胡瓜きゆうりをポリポリ齧かじっている女性だった。

　三川がサードアイに寄生されたのが九月七日。リキダイザーが接せつ触しよくしてきたのは九月十八日。サードアイが東京一円に落下したのは同時ではなく、最大で五日ほどのズレがあったらしいが、それでもおよそ十日後にはルビーアイの《組織》が存在していたことになる。ジェットアイの《特課》ができたのが十月頭らしいので、それよりも半月以上も早いというのは尋じん常じようではない。そもそも、リキダイザーがどうやって警察より早く三川を見つけたのかは、いまでも知らされていないのだ。

　半分しか行かなかった中学校を卒業してから家庭の事情で一人暮しをしていた三川──当時は違ちがう名前だったが──にサードアイに関する知識を与あたえ、殺人衝しよう動どうを発散しつつ生き延びるすべを教えてくれたのもリキダイザーだった。

　彼かの女じよの勧かん告こくに従ってアパートを引ひき払はらい、《三川霤りゆう》という新たな名前を手に入れて、組織が用意してくれた部屋に引ひっ越こしたのが九月二十二日。そこからは能力と拳けん銃じゆうを使った本格的な戦せん闘とう訓練が始まり、そして忘れもしない十月五日の夜、三川は初めて組織の作戦に加わった。特課所属の宿敵《分断者ディバイダ》と初遭そう遇ぐうしたのもその日だった。

「お待たせしましたぁ、こちら牡か蠣き玉と牛すじネギ玉になりまぁす！」

　店員の威い勢せいのいい声が、三川の思考を中断させた。

　お作りしましょうか、という申し出を、向かいに座すわるリキダイザーが華はなやかな微び笑しようとともに断る。店員が少し残念そうに去っていくと、笑えみを消した顔を三川に向けて囁ささやく。

「せっかくテーブルに鉄板があるんだから、自分で焼きたいわよね」

「は、はあ……まあ、そうですね」

　頷うなずき、三川は自分が注文した牛すじネギ玉のボウルを手に取った。

　ふと、お好み焼きを作るなど何年ぶりだろうと考えたが思い出せなかった。そもそも、誰だれかと外食することさえ小学生の頃ころ以来だ。

「あの、これ、混ぜるんですよね？」

　小さめの金属ボウルに山盛りになっている具材を見ながら小声で訊たずねると、元師し匠しようは真顔で頷うなずいた。

「そうよ」

「でも、器うつわが小さすぎて……もっと大きいボウルに入れればいいのに」

「その小ささにも理由があるのよ、坊ぼうや」

「どういうことです？」

「それは、わざと混ぜにくくしているの。生き地じをあんまりかき混ぜすぎると過か剰じようなグルテンが生成されちゃうからね、するとどうなると思う？」

「えーと……」

　こんなところまできて授業をしなくても、と思ったが口には出さず、三み川かわは懸けん命めいに考えた。

　水の相転移や分子の結合力に関しては必要に迫せまられて勉強したが、小麦のタンパク質は範はん囲い外だ。しかし確か、パン生地やうどん生地をよくこねるのはグルテンを作るためだったはずなので──。

「……粘ねばりが出る？」

　いちかばちかで答えると、リキダイザーは笑えみを少し大きくした。

「ボネレポンスせいかい。はい、ご褒ほう美び」

　自分のボウルからスプーンで牡か蠣きを一粒つぶすくい、三川のボウルに移動させる。

「ど、どうも……これでいっそう混ぜにくくなった気もしますが」

「そのぶん美お味いしくなるでしょ？　……生地にグルテンが生成されすぎると、焼いてもふわっとしないのよ。これくらいで充じゆう分ぶん」

　そう言うとリキダイザーはスプーンを器用に操あやつり、山盛りのボウルの中身をくるくると二回ばかり底から反転させた。三川も真ま似ねをしたが、生地が少しだけボウルの縁ふちから零こぼれてしまう。反射的に息を吹ふきかけて固めたくなるものの、こんなところで能力を使うわけにはいかないので我が慢まんする。

「……あたし、お好み焼き屋に来るたびに思うのよね」

　かき混ぜたボウルを見ながら、リキダイザーがいきなりそんなことを言った。

「はい？　何をです？」

「このボウルの中身を《液化》して、完全に均質な液体にしてから焼いたら、どんな味がするんだろう、って」

「は……はあ？」

「そりゃ具の歯応えはなくなるけど、どんなに注意して混ぜてもある程度は生成されてしまうグルテンが、完全に再分解されるわけじゃない？　それを焼けば、究極のふわふわお好み焼きができるんじゃないか、って……」

　言いながらボウルをじっと見み詰つめるので、三川は急いでかぶりを振ふった。

「だ、だめですよ師し匠しよう。こんな場所で力を使って、もし近くに《黒》がいたらどうするんですか」

「使わないってば。思っただけ」

　子供のように言い返すと、リキダイザーは鉄板に油を引き、ボウルの中身を躊ちゆう躇ちよなく流した。じゅうっという音とともに湯気が立ち上る。スプーンで瞬しゆん時じに形と厚さを整え、あとはもう触さわろうとしない。

「……じゃあ今度、セーフハウスでやってみましょう」

　慎しん重ちようにタネを鉄板に落としながら三み川かわがそう言うと、元師し匠しようは顔を上げ、にこっと笑った。

「それ、いいわね。──あ、こら、鉄板の上でそんなにタネを押おしたらだめよ。極力触さわらないのがこの手の焼きモノのコツなのよ」

「……こらって……」

　父親にもそんなこと言われたことないのに、という思考を頭の中に留とどめて、三川はスプーンを空のボウルに戻もどした。

　ふうっとため息をつき、ウーロン茶をもうひと口飲んでから、ようやくここに来たそもそもの理由を思い出す。

「……それで師匠、電話でできない話ってなんなんです？」

「ああ、それね……」

　鉄板から視線を上げたリキダイザーは、さっと周囲を見回した。

　まだ夕食には早い時間だが、正月だからかテーブルは七割がた埋うまり、そのほとんどが家族連れなので店内はかなり賑にぎやかだ。ルビーアイの強化された聴ちよう力りよくぎりぎりの音量で会話すれば、隣となりのテーブルにも絶対に聞かれない。

　と思ったのだが、リキダイザーは横長のソファ席の上で体をずらすと、空いたスペースを身み振ぶりで示した。

「こっちに来なさい、坊ぼうや」

「え……は、はい」

　こういう時に反論しても時間の無む駄だなので、大人しく従う。

　中ちゆう腰ごしで移動してリキダイザーの隣となりに座すわると、ウッディ系というのか、爽さわやかさのある香こう水すいが仄ほのかに香かおった。

　ここでようやく三川は、果たして自分とリキダイザーは周囲からどのような関係に見られているのだろうと考えた。高価そうな服とアクセサリーでかっちり決めているリキダイザーと、古着のブルゾンに色いろ褪あせた綿シャツという格好の三川では、到とう底ていカップルには見えまい。姉と弟、あるいは上司とバイト……しかし少なくとも、異能力を持つ殺人者の師匠と弟で子しだと思う客はいないはずだ。

「大おお晦日みそかに、京けい浜ひん島じまのアジトが襲しゆう撃げきされた話はしたわよね」

　突とつ然ぜんの囁ささやき声ごえに、三川は一いつ瞬しゆんで頭が冷たくなるのを感じた。

「え……ええ。治ち療りよう中に聞きました」

　頷うなずき、同じく最小のボリュームで付け加える。

「最初は大おお井い埠ふ頭とう近くの倉庫が……って聞いたもんですから、あの冷れい凍とう倉庫かと思って肝きもが冷えましたよ」

「それは悪かったわね。問題のアジトは、羽田空港の偵てい察さつ用だったの。だからあんなに派手な襲しゆう撃げきになったんでしょうけど……今日になってようやく損害評価が上がってきたのよ」

「確か、ヘリコプターから機関銃じゆうで撃うたれまくったんでしょう？　こっちは何人死んだんですか？」

　三み川かわを指導中のリキダイザーは、大多数の攻こう撃げき型サードアイ保持者の能力よりも拳けん銃じゆう一丁のほうが強力だ、と繰くり返かえし言っていた。ならば、大口径の機関銃なぞ持ち出されては、対たい抗こうできるルビーアイはほぼいないだろう。三川だって、豪ごう雨うの中で先制攻こう撃げきできるという状じよう況きよう以外では生き残れる気がしない。機き銃じゆう弾だんすらも液化できるリキダイザーだけは、その限りではないだろうが。

　そのリキダイザー以外に顔を知っている組織メンバーは数人しかいないが、それでも神しん妙みような気分になりつつ三川は答えを待った。しかし。

「ゼロよ」

「え……？」

「人的損害はなし。物的損害は、長期偵てい察さつ用に備び蓄ちくしてた物資と連れん絡らく用のノートパソコン、それに仮か眠みん用の設備くらいのものね。ＰＣからの情報漏もれはいくらかあるでしょうけど……」

「なんだ……難しい顔してるから、てっきり誰だれか死んだんだと思いましたよ」

　三川が小さく息を吐はくと、リキダイザーがさっと右手を動かした。

　いつの間にかその手には銀色のヘラが握にぎられていて、鉄板上でいい匂においをさせている二つのお好み焼きを、見事な手さばきでふわりとひっくり返す。
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　もしかして、真しん剣けんな顔をしていたのは焼け具合を見計らっていただけなのか……と思ったが、ヘラを置いてもリキダイザーの表情は変わらなかった。

「死ぬには死んだわ。しかも、六人も」

「えっ……」

「こっちじゃなく、向こうがね」

「…………!!」

　自分でも思いがけないほどの衝しよう撃げきを受け、三み川かわは背筋を伸のばした。

「《黒》が……六人も？　それってもう、全ぜん滅めつなんじゃ……」

　腐くされ縁えんのディバイダも、テーザー使いのアクセラレータも、あの防ぼう御ぎよフィールドの少年も、みんな死んだのか。

　三秒ばかり放心してから、待てよと思い直す。

「……いえ、それは変ですよ。大おお晦日みそかにぼくらと戦った時点で、連中もぼろぼろだったじゃないですか。あの状態で、ほんの何時間か後に次の作戦に参加するなんて、どう考えても……」

「有り得ないわよね。あたしも変だと思って上を問とい詰つめたら、ようやく追加の情報が出てきたの。京けい浜ひん島じまで死んだのは、黒は黒でもおなじみの《特課》の面々じゃなくて、別口だったらしいわ」

「別口……それは、ディバイダたちとは無関係な、新しい黒のチーム……ってことですか？」

「そう。しかも、自衛隊のね……。攻こう撃げきヘリが出てきたのも納なつ得とくだわ」

「じ…………」

　ディバイダたちが死んでいないと言われ、なぜか微び妙みように緩ゆるんだ気持ちが、再び瞬しゆん時じに張はり詰つめる。

「自衛隊……？　能力者で、しかも兵隊ってことですか？」

「六人全員がジェットアイだったのかどうかは未み確かく認にん。でも、少なくとも武装はがっちがちに固めてたでしょうね。新開発の戦せん闘とうスーツを装備してたって話もあるみたい」

「…………ガチンコですね」

「まあ、先月までに《組織》のルビーアイが関東圏けんで殺した一いつ般ぱん人じんは百人を軽く超こえてるからね。バイターみたいな単独ルビーの獲え物ものを入れれば二百人近いでしょう、国もほんのちょっとはやる気を出してくる頃ころ合いだわ」

「……まさか、そのほんのちょっとのやる気だけで、《組織》があっさり潰かい滅めつしちゃったりはしないでしょうね？」

「まだ大だい丈じよう夫ぶじゃない？」

　他ひ人と事ごとのように言うと、リキダイザーは卓たく上じようのブリキ缶かんに手を伸のばした。焼き上がったらしい二枚のお好み焼きに、どろっとしたソースを刷は毛けで塗ぬり、三川に「マヨネーズは？」と聞いてくる。

「ええと……お願いします」

「ダコールりようかい」

　普ふ通つうより白くて緩ゆるいマヨネーズでジグザグラインを描えがくと、その上からかつお節と青のりをぱぱっと振ふり、「いいわよ」と告げる。

　鉄板で少し焦こげたソースの匂においが鼻び腔こうに届いた途と端たん、強い空腹感を覚えた。以前は小食だった三み川かわも、サードアイが肉体を強化する代だい償しようの高燃費には抗あらがえない。会話の流れも気になるが、まずは牛すじネギ玉をヘラで大きく切り取ると皿に移し、箸はしで口に運ぶ。

　ショッピングモールのチェーン店ではあるが、それゆえの安定感というものもあるのだろう。思い出せないくらい久しぶりに食べるお好み焼きは意外なほど口に合って、三川は最初の一切れをあっという間に食べてしまった。

「……ほんとにふわふわしてますね。混ぜ方にあんなコツがあるなんて知りませんでした」

「でしょう。それと焼き方よ、焼き方。あたしの焼いたお好み焼きを食べられるチャンスなんて、そうそうないのよ」

　自じ慢まんげに言うリキダイザーの横顔は、二十代半ばから一気にほぼ同年代まで若返ってしまったかのようで、三川は思わず瞬まばたきした。

　脳のう裏りに、南青山の廃はい工場で合流した時の、セーラー服に黒眼鏡めがねに三つ編みお下さげという姿が再生される。あの時、三川はリキダイザーに「それは変装なのか正体なのか」と訊たずねたのだが、軽くはぐらかされてしまった。

　もういちど訊きいていいものかどうか迷ったが、そのチャンスは与あたえられなかった。

「問題は、自衛隊のガチンコ強きよう襲しゆうチームを六人も殺したのが、うちの誰だれなのか解わかってないってことよ」

　元師し匠しようの唐とう突とつな言葉を、お好み焼きと一いつ緒しよに腹に収めてから問い返す。

「……解わかってない……？」

「そう。京けい浜ひん島じまのアジトは、政府専用機撃げき墜つい作戦のために用意されたんだけど、そんな作戦が実行されるのは人類殲せん滅めつ計画のずーっと先の……ほとんど最終段階の予定なの。だからいまはアジトに常じよう駐ちゆうのメンバーなんかいなくて、大おお晦日みそかの襲しゆう撃げき時も無人だったはずなのよ」

　政府専用機撃墜作戦とか、人類殲滅計画とかいう単語も大いに気になったが、いまは脳の隅すみに一時保存しておいて話を進める。

「……でも、《組織》のアジトにいたってことは、メンバーの誰かなんですよね？　しかも、そんなやばい敵を六人も殺すなんて大手て柄がらじゃないですか。普ふ通つう、名乗り出るのでは？」

「あたしでも名乗り出るわ。ボーナスたくさん貰もらえそうだし。……けど、三日経たっても、誰も名乗り出ていない。それどころか、幹部が全メンバーに面と向かって問とい質ただしても、いまのところ全員が否定しているの。自分じゃない、って」

　会話しつつも牡か蠣き玉の四分の一をエレガントかつスピーディーに食べ終えたリキダイザーは、新たに切り取ったそれを三み川かわの皿に載のせた。

「そっちもちょうだい」

「ど……どうぞ」

　三川も牛すじネギ玉を大きめに切り、元師し匠しようの皿に移動させる。すかさず割わり箸ばしが閃ひらめき、ひと切れの四分の一が消しよう滅めつする。

「うん……まあ及きゆう第だいの煮に込こみ具合ね。丸の内のスジモダン焼には及およばないけど」

「な、なんですかそれ」

「ふわとろなのよ」

「は、はい？」

「今度連れていってあげるわ。──それで、今日の本題なんだけどね」

　ウーロン茶を飲み干し、リキダイザーは至近距きよ離りから三川の顔を見た。

「京けい浜ひん島じまのアジトにいたのは、坊ぼうや？」

「はぁ!?」

　反射的に大きな声を出してしまい、三川は慌あわてて周囲を窺うかがった。幸い、客も店員もこちらを気にする様子はない。ボリュームを落とし、続ける。

「ち、違ちがいますよ。だいたいぼくはその時間、大怪け我がして師匠に運んで貰もらってたじゃないですか。ほとんど意識もなかったんですよ」

「まあ、そうよね。……じゃあ、アジトにいたメンバーが誰だれだか知ってる？」

　本題はこっちの質問だ。

　そう悟さとった三川は、一呼吸してから大きくかぶりを振ふった。

「知りません。あの覗のぞき魔ま……《共感者エンパサイザー》に、記き憶おくをスキャンさせてもいいですよ」

　顔とコードネームを知っている数少ないルビーアイの一人の名前を出すと、リキダイザーは軽く肩かたをすくめた。

「それには及およばないわ。坊やが噓うそをついてるかどうかくらい、あたしにも解わかるから。ていうか最初から坊やのわけがないって思ってたし」

「……なら、なんでこんな、お好み焼き屋まで連れてきて……」

「上の命令なのよ。指導役メンターの幹部は全員、面めん倒どうを見てるメンバーに直接会って確かく認にんしてこい、って」

「《組織》にしては、ずいぶんと神経質で、回りくどいことをするんですね。普ふ段だんはちょっとどうかってくらい放任主義なのに」

「……それはたぶん、このまま誰も名乗り出なかったらそれこそエンパサイザーを使うつもりだからだと思うわ。直近の戦せん闘とうの記憶をメンバー全員ぶん共感エンパスさせるのはエンパサイザーへの負ふ荷かが大きすぎるけど、お前か、って問とい詰つめられた時の記憶だけならずっと楽だから」

「…………じゃあ、結局あいつに頭を覗のぞかれるかもしれないんですね」

　呟つぶやき、三み川かわは軽く唇くちびるを嚙かんだ。

　さっきリキダイザーに質問された時の記き憶おくを覗かれるだけなら、不快ではあるが実害はない。しかしいまから一時間前、あの冷れい凍とう倉庫にいた時の記憶まで遡さかのぼられるのは絶対に御ご免めんだ。もしエンパサイザーにそこまで見られたら、あの男を殺さねばならない。

「そんなに怖こわい顔しなくていいわ」

　突とつ然ぜん左の耳みみ許もとで囁ささやかれ、三川はびくっと首を縮めた。

　三川の右みぎ肩かたに手を置いたリキダイザーが、顔を二センチの距きよ離りまで近づけている。これでは、話し声が聞こえなくとも周りの注意を引いてしまいそうだ。

　しかし元師し匠しようはそんなことを気にする様子もなく、再び唇くちびるを動かした。

「万が一スキャンされることになっても、あたしが立ち会うから。余計な記憶は絶対に覗かせない」

　その言葉を聞いて、ようやく三川はリキダイザーの意図を悟さとった。同時に、なぜか胸の深部がちくりと疼うずく。

「……そうか……倉庫でさっきの質問をしないで、わざわざお台場まで移動したのは、時間をずらすためだったんですね。エンパサイザーが、簡単にあの場所まで記憶を遡れないようにするために」

「それだけじゃないけどね。エンパサイザーは、スキャンする記憶の情報量が増えれば増えるほど、過去への遡そ上じようが難しくなる。お台場の人混みと、お好み焼きの濃こい味と匂においはなかなかのハードルでしょう？」

「……確かに」

　頷うなずき、三川はリキダイザーから分けて貰もらった牡か蠣き玉に、大口を開けてかぶりついた。牛すじネギ玉よりいっそう濃のう厚こうで複雑な味が口に広がる。それだけで記憶を埋うめ尽つくそうとするが、胸に生まれた奇き妙みような感覚がなかなか消えてくれない。

　三川は、リキダイザーに対して、いままで恐きよう怖ふ以外の感情を抱いだいたことはない──はずだ。警察の捜そう査さ線から救い出し、ルビーアイとして生きる知ち恵えと手段を授さずけてくれたことには感謝しているが、それはお互たがい様なのだ。組織だって、三川を手て駒ごまとして利用しているのだから。いまもこうしてリキダイザーに従っているのは、スノーボールアース仮説を証明するという夢を実現するためでしかない。

　でも。

　大おお晦日みそかの南青山での戦いで、アクセラレータのテーザーに失神させられたリキダイザーに、ディバイダが拳けん銃じゆうを向けた時。

　三川は、いま攻こう撃げきされれば自分も死ぬと解わかっていてなお、なけなしの気力を振ふり絞しぼってその拳銃を凍とう結けつさせた。そして、「なぜ逃にげない」と訊きくディバイダに、「ぼくにも解らない」と答えた。

　もしかしたら、あの時から、何かが変わっていたのだろうか。

　だからいま、胸むねの奥おくが、こんなふうに奇き妙みように疼うずくのだろうか──。

「坊ぼうや……いえ、三み川かわクン」

　突とつ然ぜん、偽ぎ名めいではあるが自分が選んだ名前で呼ばれ、三川は目を瞬しばたたかせた。

　左を見ると、いつの間にかお好み焼きを食べ終えたリキダイザーが、珍めずらしく真しん剣けんな表情を浮うかべていた。

「な……なんですか？」

「あたしは、仮にエンパサイザーの記き憶おくチェックが実行されても、自衛隊員を殺したメンバー……仮にＸとするけど、そいつは見つからないと思っているの」

「え…………」

　突とつ然ぜんの言葉に、もういちど瞬まばたきする。

「それは……そんな強い力を持っているルビーアイなら、エンパサイザーの記憶スキャンにすら抵てい抗こうできるから、ですか？」

「違ちがうわ。もし抵てい抗こうしたら、それは自分が犯人だと自白しているようなものでしょう？　そうじゃなくて、Ｘは《組織》に所属してない単独ルビーだったんじゃないか……っていう気がするのよ」

「いや……だって」

　眉まゆを寄せ、三川は元師し匠しように反論した。

「現場は《組織》のアジトだったんですよね。なんでそこに単独ルビーが？」

「アジトの情報を手に入れるのは、自衛隊の精せい鋭えい六人を殺すことよりは難しくないわ。特課の連中だって、南青山のセーフハウスを突つき止とめたくらいだもの。あの時はたぶん、エンパサイザーの車がＮシステムで追つい跡せきされたんじゃないかしら。大通りは使うなって言っておいたんだけどね……」

「……だからあの覗のぞき魔まは信用できないんですよ」

「まあ、車は処分したし、お仕置きにしばらく原チャリ移動させるわ」

　いい気味だ、と思うが三川も基本的に移動は徒歩か電車だ。歩くのは好きだが、殺人現場からの離り脱だつに時間がかかるのも事実で、前回はそのせいで特課のディバイダと未み確かく認にんのライフル使いに青山霊れい園えんで捕ほ捉そくされてしまった。

　そのうちスクーターくらい手に入れよう、と思いながら三川は言った。

「……《組織》に所属してない単独ルビーが、何らかの方法で京けい浜ひん島じまのアジトを突つき止とめて、そこで自衛隊の攻こう撃げきチームを六人も殺したんだとすると……そいつは何がしたかったんでしょう？　手て柄がらを立てて、《組織》に入れて貰もらおうとしてる……とか？」

　三川の推測を、リキダイザーは即そく座ざに否定した。

「違ちがうでしょうね。そんなに強い攻こう撃げき型能力を持っているなら、実戦で証明してみせなくてもうちは喜んで勧かん誘ゆうするわ……もちろん相手の人格や社会性にもよるけど。でも、その場合も、そいつ……Ｘのほうから《組織》にコンタクトしてくるはずでしょう？　それがないってことは、違ちがう目的なんだわ」

「違う目的……」

　元師し匠しようの言葉を繰くり返かえし、三み川かわはすでに過熱気味の頭を懸けん命めいに回転させた。ほとんど学校に行っていないというコンプレックスのせいか、考えることが苦手だという自覚はあるのだが、だからといって思考を放ほう棄きする癖くせをつけてしまえばきっと長くは生き残れない。

「……もしかして、Ｘが自衛隊チームと戦ったのは偶ぐう然ぜん？　Ｘがずっと前からアジトに潜もぐり込こんでたんだとすると……目的は、もしかして……」

　右手の中で、無意識のうちに握にぎり締しめていた割わり箸ばしがみしっと鳴った。それにも気付かず、三川は低い声で囁ささやいた。

「……黒じゃなくて、赤を……《組織》のルビーアイを狩かるため、ですか？」

「セビヤングツド。あたしも、Ｘの目的はそれだと思うわ」

　そう呟つぶやくと、リキダイザーは一本だけ残っていた叩たたき胡瓜きゆうりを指で摘つまみ、ぽりっと音を立てて齧かじった。

「…………いえ、もしかしたら…………」

　という言葉が続いた気がしたが、その先が音になることはなかった。










　　　５




「それじゃ、僕ぼくはここで。今日はありがとうございました」

　車を降りたミノルが頭を下げると、助手席の教授が左手を上げた。

「うん、オリビーによろしく伝えてくれ」

「私のぶんも、よろしく言っといて」

　ユミコも運転席からそう付け加え、少々元気よくアクセルを踏ふんだ。赤いアルファロメオが大おお久く保ぼ通りを流れるテールランプの列に紛まぎれて見えなくなると、ミノルはそのまま顔を上に向けた。

　時刻はまだ四時前だが、真冬の空はもう濃こい茜あかね色いろに染まっている。東京はビルばかりで空が狭せまいので、暗くなるのも埼さい玉たまより早い。

　風も昼間より冷たいが、不思議と寒さは感じない。サードアイのおかげもあるのだろうが、体の芯しんに、まだ小こ村むらスウと触ふれ合あった時の熱が残っている気がする。

「よかった……ほんとに……」

　呟つぶやくミノルに、左から来たサラリーマン風の男性がちらりと視線を向けてくるが、いまだけはまるで気にならない。それどころか、両拳こぶしを突つき上あげて「やったー!!」と叫さけびたい衝しよう動どうさえ感じる。

　昏こん睡すいから醒さめた小村スウは、即そく座ざに精密検査を受け、精神にも肉体にも重じゆう篤とくな後こう遺い症しようがないことが確かく認にんされた。もちろんすぐに動けるようになるわけではなく、大事を取ってＩＣＵでの入院が数日続くようだが、経過がよければ週明けには転院できるらしい。

　どうしてスウが目覚めたのか、防ぼう御ぎよ殻かくの中で何が起きたのかは不明のままだ。スウ本人も、指でモールス信号を送った時の記き憶おくは曖あい昧まいなようだった。サードアイの知識がある本ほん郷ごう医師はミノルも検査したい様子だったが、それは教授がきっぱりと拒きよ否ひしてくれた。

　目覚めたスウと会話できたのはほんの五分程度だったので、この三日間の状じよう況きようを伝えるのが精せい一いつ杯ぱいで、ミノルがいちばん知りたかったこと──あの日スウが口にした、「私が生まれて初めて……」という言葉の続きについて訊たずねる機会はなかった。

　しかし、急ぐ必要はない。ＩＣＵから出られれば、今度は一人でも見み舞まいに行けるのだから。

　スウの転院予定先であり、斉さい藤とうオリヴィエが入院しているのが、ミノルの眼前にそびえ立つ白はく亜あの巨きよ塔とう、《国立高度医療研究センター病院》だ。正確には白亜ではなく外がい壁へきの色は落ち着いたサンドイエローだが、中央が最も高く、左右が少しずつ低くなった造りは西洋の大聖堂を彷ほう彿ふつとさせる。

　都内で最さい高こう峰ほうのナショナルセンターであるこの病院は、日本で最初にサードアイ寄主の検査が行われた──つまりサードアイが発見された場所だ。その時の被ひ検けん者しやこそが特課の氷ひ見み課長で、彼かれは自分を検査させるバーターとして特課の設立を政府に承しよう認にんさせた、という噂うわさがあるとユミコから聞いたことがある。

　だとすれば、国家公務員にして相当なサムライだが、納なつ得とくできることもある。なぜならこの《ＮエＣヌＡカＭム》──ナショナル・センＮター・オブ・アドＣバンスド・ヘルス・Ａアンド・メディシンＭの略──の所在地は新宿区戸山一丁目であり、戸山三丁目の公園内に隠かくされている特課本部とは、直線距きよ離りで五百メートルも離はなれていないのだ。

　現在では、ＮＣＡＭはサードアイ研究の最前線であると同時に、特課メンバーの治ち療りようを行う重要なバックアップ施し設せつでもある。十一階にサードアイ関連の専用エリアが設けられていて、三日前に重傷を負ったミノルの右手を治療し、ハイテクギプスを装着してくれたのもそこの常じよう駐ちゆう医師だ。

　もちろん、特課と連れん携けいしているのはＮＣＡＭだけではない。二十三区内だけでも広ひろ尾おと築つき地じ、駒こま込ごめ、さらに横よこ浜はまとさいたま市にも連れん携けい病院があるらしい。スウがＮＣＡＭではなく広尾に運ばれた理由は、脳神経外げ科かに限ってはあちらのほうが上だから、だそうだ。

　もしも氷ひ見み課長がいなかったら、これほど手厚い医い療りよう体制は整っていなかっただろう。それどころか、まだ特課自体存在していなかったかもしれない。

　いっぽう、特課と戦いを繰くり広ひろげているルビーアイたちは、たとえ組織化されていても高度な医療的バックアップは望めないはずだ。彼かれらは自分たちの怪け我がをどうやって治しているのか。三日前、重傷を負いながら地面を液化して逃とう走そうしたリキダイザーとトランサーは、今いま頃ごろどこでどうしているのだろう。

　そんなことを考えながら、ミノルはパーカーの内ポケットからスマートフォンを取り出し、時間を確かく認にんした。斉さい藤とうオリヴィエに「見み舞まいに行きたい」と連れん絡らくしたら「四時以降ならいつでも」と返事がきたのだが、まだ十分近くある。

　音楽でも聴ききながらゆっくり歩こうと考え、スマホに差したイヤホンのカナル型プラグを両耳にねじ込こむ。ランダム再生のボタンを押おし、大おお久く保ぼ通りを渡わたって病院の敷しき地ちに入る。

　一月三日なので、正面玄げん関かんは閉まっていた。建物左側の時間外出入口に回り、右手を治療した時に作って貰もらったカードキーをドア脇わきのセンサーにかざして中に入る。

　広いエントランスホールは照明が落とされていて、人の気配はまったくない。すぐ近くの時間外受付窓口を覗のぞいたが、ここもやはり無人だ。

　正月ゆえに病院の業務も全体的に休みなのかと想像しつつ、奥おくのエレベータへと向かう。少なくとも十一階の通つう称しよう《３Ｅ区画》には常じよう駐ちゆうの警備員がいるはずだし、もちろん入院中の斉藤オリヴィエもいる。

　イヤホンケーブルについているリモコンで音楽のボリュームを落としながら、薄うす暗ぐらいホールを横切って五メートルほど歩いた、その時だった。

　ふとミノルは、かすかな匂においを感じた。

　病院らしい消毒薬の匂においにほんの少し混じる、異質な匂におい。生々しく、金臭くさく、獣けもの臭くさいこれは──。

　ルビーアイの匂い。

「────!!」

　背中に強きよう烈れつな戦せん慄りつが走ると同時に、胸の真ん中が疼うずいた。ミノルがまだ知覚していない脅きよう威いに対する、サードアイの受動的反応パツシブリアクシヨン。反射的に空気を吸すい込こみ、防ぼう御ぎよ殻かくを発動しようとする。

　しかし、コンマ一秒だけ遅おそかった。

　右の首筋に鋭するどい痛みが走り、ミノルは喘あえいだ。肺から空気が吐はき出だされ、胸の《スイッチ》を押おせなくなる。

　よろめき、床ゆかに左ひだり膝ひざを突つきながら、右手の指先で首筋をなぞる。少しだけぬるりとする感かん触しよく。出血している。何かに刺さされたのだ。

　だが、出血量からして傷は深くない。太い血管も無事のようだ。これくらいのダメージなら無視できる。いまは敵を確かく認にん……。

　その思考を、再びの激痛が吹ふき飛とばした。

「うあっ……！」

　口から短い苦鳴を漏もらし、体を反らせる。首に受けた傷が……正確にはその奥おくが、鋭えい利りな刃は物もので抉えぐられるように痛む。

　痛みの正体を、ミノルは本能的に察した。

　何かごく小さなものが、皮ひ膚ふの下で動いている。筋肉を引ひき裂さき、より深い場所を目指して掘ほり進すすんでいるのだ。まるで寄生虫のように。

　これは、ルビーアイによる攻こう撃げきだ。

　痛みの発生源が血管に……総そう頸けい動どう脈みやくに達したら、どうしようもなくなる。

　その思考がパニックを誘ゆう発はつしそうになるが、懸けん命めいに踏ふみ留まる。総頸動脈は皮膚から二センチほど深いところにあったはずだ。《何か》がそこに到とう達たつするまで、最低でも十秒はある。その十秒が生死の分かれ目だ。

　首に潜もぐった異物が、周囲のどこかに隠かくれているのであろうルビーアイの能力であることは疑いようもない。恐おそらくは遠えん隔かく操作で《何か》を動かしているのだ。だとすれば、ルビーアイと《何か》の接続を……教授が言っていた《セブンス・フォース》を遮しや断だんできれば、異物の動きも止まるはず。

　その方法はたった一つ。あまりの激痛に硬こう直ちよくしている口と喉のどを動かして空気を吸すい込こみ、《殻から》を出すのだ。

　不ふ随ずい意い的に食くい縛しばっている歯を懸けん命めいにこじ開け、塞ふさがった気道をどうにか広げようとしながら、ミノルは幾いくばくかの空気を肺に送おくり込こんだ。

　いつもサードアイの感覚的スイッチを押している時に比べればまるで足りない。だがいまは、これが限界だ。

　──繫つながれ!!

「守れ」でも「閉じろ」でもなくなぜかそのひと言を念じながら、ミノルはサードアイのスイッチを押おした。

　体が浮うき上あがり、床ゆかの色が変わる。

　首の中の激痛が少しずつ、少しずつ収まっていき、やがて鈍にぶい疼うずきへと変わった。

　まだ異物は侵しん入にゆうしたままだが、掘ほり進すすむ動きは停止したようだ。しかし、恐おそらくもう総そう頸けい動どう脈みやくのすぐ近くまで迫せまっている。大きく首を動かしたら、血管に届いてしまうかもしれない。

　この時点でようやくミノルは、両耳のイヤホンからまだ音楽が流れていることに気付いた。左手でそっとイヤホンを抜ぬき、肩かたに垂らす。

　静せい寂じやくの世界に、謎なぞの重低音だけが響ひびく。いや、いまはそれに加えて、ミノルの心臓が激しく脈打つ音も聞こえる。さらに、浅くせわしない呼吸音も。

　このままじっとしていれば、異物が総頸動脈を傷つけることはないだろう。しかし、正月休みの病院一階は完全に無人だ。誰だれかが通りかかる可能性は少ないし、もし一いつ般ぱん人じんがここに来たら、隠かくれているルビーアイに攻こう撃げきされるかもしれない。

　──いや。

　いくら正月休みでも、時間外受付窓口に誰もいないのは不自然ではないか？　実際、ミノルはカードキーで建物に入れたのだ。受付にいるはずの職員は、すでにルビーアイに襲おそわれたと考えるほうが自然だ。

　このまま膠こう着ちやく状態を続けるわけにはいかない。次の犠ぎ牲せい者が出る前に、敵を無力化しなければ。

　膝ひざから四よつん這ばいになると、ミノルはまず左ひだり腕うで、ついで左ひだり脚あしの力を抜ぬき、その場に倒たおれ込こんだ。瞼まぶたを閉じ、脱だつ力りよくする。

　死んだふり、ではなく気絶したふりだ。宿主が死ねばサードアイは必ず《離り脱だつ》することを敵も知っているだろうから、死に真ま似ねは通用しない。だからいまは、したこともない失神の偽ぎ装そうで敵を騙だませる可能性──そしてミノルの体が床からわずかに浮いていることに気付かれない可能性に懸かけるしかない。

　問題は、ミノルには殻からの外の音は聞こえないので、瞼を閉じてしまえば敵の動きを知る方法はないということだ。この問題は、早いこと教授に何とかして貰もらわなくては……という雑念を消し去り、ひたすらに気絶を装よそおう。

　頼たよれるのは勘かん──第六感だけ。非科学的な力だが、サードアイの《セブンス・フォース》が実在するのなら、シックス・センスだってあっていいはずだ。

　薄うす目めを開けたくなるのを必死に我が慢まんし、ミノルは待った。

　──相手の心理を想像するんだ。僕ぼくがもし待まち伏ぶせ型の能力者なら、まだ様子を見る。たっぷり二分……いや三分はじっと観察して、敵が失神していると確信してから動く。だからまだ……まだだ。あと少し……もう少し…………。

　ちりっ、とうなじの産うぶ毛げが動いた気がした。

　ミノルはかっと両目を見開いた。

　そして見た。ほんの三メートル離はなれた場所で腰こしを屈かがめ、ミノルの顔を覗のぞき込こもうとしている人間の姿を。

　瘦やせ形で中背だが、男か女か、若いか年寄りかは解わからない。ゴムっぽい質感の、暗い赤色をしたロングコートのフードを目ま深ぶかに下ろし、しかも背後にエントランスがあるため、逆光で顔が真っ黒なのだ。

　しかし赤コートの人物が、倒たおれたミノルを心配する通りがかりの一いつ般ぱん人じんではなく、謎なぞの攻こう撃げきを仕し掛かけてきたルビーアイであることだけは明らかだった。

　なぜなら眼前の何者かは、伸のばしかけた右手に大型の注射器を持っているのだ。倒れた人間にいきなり注射しようとする善意の人間はいない。あの注射器は悪意の象しよう徴ちようだ。

　ミノルの両目が開いたことにたじろいだらしい敵が、弾はじかれたように体を起こした。

　極力首を動かさないように気をつけながら、それでもミノルは全力で床ゆかを蹴けり、立ち上がった。

　敵の能力が、《超ちよう小型の凶きよう器きを遠えん隔かく操作すること》なら、防ぼう御ぎよ殻かくを展開し、操作力を遮しや断だんしていれば新たなダメージを受ける恐おそれはない。さして体格も大きくないし、殻からをまとった拳こぶしで思い切り殴なぐれば無力化できるはず。

　突とつ進しんしようとするミノルに、敵が左手を向けてきた。

　コートと同じ、ダークレッドの手て袋ぶくろを嵌はめた掌てのひらの中央に、妙みようなものが張はり付ついていた。

　直径一センチ半ほどの、金属製の円えん盤ばん。少し盛り上がった中央部分に小さな穴が開いている。まるで何かのノズルのようだ。

　そのミノルの直感を裏付けるように、穴から何かが発射された。ごく細い、長さ五十センチほどの糸のようなもの。

　──何だろうと関係ない！

　無視して殴りかかろうとしたミノルの両りよう脚あしが。

　突とつ然ぜん、引っかかったかのように動かなくなった。

「…………!?」

　ひとたまりもなく床に倒たおれる。殻のおかげでダメージは受けなかったが、首の傷がずきっと痛む。

　それを無視して、ミノルは両脚を見た。そして再び目を見開いた。

　殻の上から、ごく細いワイヤーのようなものが、足首のあたりに巻き付いている。これが動きを妨さまたげたのだ。ワイヤーの太さは三ミリ程度で、簡単に千切れそうなのに、サードアイ寄主のミノルが思いきり脚あしに力を込こめてもびくともしない。

　いったん大きく後退した敵が、片足を時間外出入口に向けつつもその場に踏ふみ留まり、微び妙みような姿勢でミノルを見下ろした。逃にげるか、再び攻こう撃げきするか迷っているのだろう。相変わらず、フードの奥おくの顔は見えない。

　《殻からの外から強固に拘こう束そくされると動けなくなる》というのは、現状、ミノルの防ぼう御ぎよ殻かく最大の弱点だ。リキダイザーの能力でコンクリートに埋うめられた時も、液化した鉄で固められた時も、身体能力だけではどうにもできなかった。

　拘こう束そくを外す方法も、あるにはある。コンクリートから脱だつ出しゆつするために編み出した新たな力、《バースト》だ。防御殻を爆ばく発はつ的に拡散させ、拘こう束そく物を何であれ吹ふき飛とばす。

　しかし、一度バーストさせると、約三分間は新しい殻を出せなくなってしまう。そして、ミノルの首にはまだ敵の凶きよう器きが潜もぐり込こんだままなのだ。これが再度動き始めれば、数秒で総そう頸けい動どう脈みやくを引きちぎられる。やはり、いま《バースト》は使えない。

「ぐ……ううっ……！」

　呻うめきながら、ミノルはありったけの力で足首のワイヤーを引きちぎろうとした。

　防御殻は絶対の硬かたさを持っているので、肌はだや筋肉へのダメージを気にすることなく力を入れられる。この太さなら、たとえステンレスワイヤーでも切断できるという自信がある。しかし、敵が掌てのひらから発射してきた材質不明のワイヤーは、多少の弾だん力りよく感はあるものの、まったく切れる様子もない。

　ミノルが動けないと見たか、敵が再びそろりと足を前に出した。

　慎しん重ちような接近を続けながら、右手の注射器を持ち上げる。

　防御殻を貫かん通つうされる恐おそれはないが、いったい何を注射するつもりなのだろうと、ミノルは目を凝こらした。

「…………!!」

　そして気付く。注射器のピストンは、完全に押おし込こまれている。中には何も入っていない。

　つまり──あの注射器は……。

　その時、敵がさっと顔を上げた。反射的にミノルも振ふり向むいた。

　後方、二十メートルほど離はなれた壁かべに並ぶエレベータの一台が開こうとしている。誰だれかが降りてきたのだ。

　──まずい、殺される。

　ミノルは歯を食くい縛しばった。もし敵が一いつ般ぱん人じんを殺そうとしたら、《バースト》を使ってでも止めなくてはならない。

　敵が注射器を持った右手を下ろし、代わりに左手を持ち上げる。掌のノズルが、逆光の中でかすかに光る。

　聞こえないと知りつつ、逃にげろ、と叫さけびながら立ち上がろうとしたミノルは、途と中ちゆうで言葉を吞のみ込こんだ。

　エレベータから飛び出してきた人間は、下はパジャマのズボン、上半身は裸はだかに白い包帯だけ──そして右手に抜ぬき身の日本刀を握にぎっている。

　緩ゆるくウェーブする髪かみと、日本人離ばなれして整った顔立ちを見るまでもなく、あれは《特課》の一員、コードネーム《分断者ディバイダ》こと斉さい藤とうオリヴィエだ。恐おそらく、十一階でルビーアイの匂においを感じたのだろう。

　状じよう況きようを視し認にんするや、猛もう然ぜんとダッシュしようとするオリヴィエに向けて、ルビーアイが左の掌てのひらから再び何かを発射した。

　ミノルの両りよう脚あしを拘こう束そくしているワイヤーではない。もっとずっと小さい、長さ数ミリの棘とげのようなもの。強化された動体視力をもってしても目で追うのが精せい一いつ杯ぱいだったが、それでもミノルはそれが、自分の首に潜もぐり込こんだ異物と同じものであると直感した。

「避よけて!!」

　大声で叫さけんでから、殻からの中からでは聞こえないと気付く。首の異物が再び動き出す危険を冒おかして殻を消そうとした、その寸前。

　オリヴィエが、だらりとぶら下げていた日本刀を、左下から右上へと恐おそろしいスピードで払はらった。刀身の側面でちかっと火花が弾はじけ、直後、オリヴィエの左後方にある太い柱の側面で、黄色い光が閃ひらめいた。音は聞こえなかったが、刀に弾はじかれた微び小しような物体が柱にぶつかり、爆ばく発はつした──としか思えない現象。

　爆発は小規模で、せいぜい爆ばく竹ちく一本程度のものだったが、仮に人間の体内だったら大変なことになるだろう。重要器官や太い血管、たとえば総そう頸けい動どう脈みやくの中で爆ばく発はつすれば、サードアイ寄主であっても死は避さけられない。

　首に潜もぐり込こんだままの異物の存在を意識せずにいられないが、ミノルは懸けん命めいに恐きよう怖ふを振ふり払はらい、拘束された両脚で床ゆかを蹴けった。《表面の摩ま擦さつ係数は基本的にゼロだが、移動する時や何かを摑つかむ時は接せつ触しよく点を固定できる》という防ぼう御ぎよ殻かくの特性を利用して、磨みがき上あげられたセラミックタイルの上を滑かつ走そうしていく。

　左手のノズルから次弾だんを発射しようとしていたルビーアイの足あし許もとめがけて、ミノルは殻ごと突つっ込こんだ。

　オリヴィエに集中していたのだろう、反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた敵はミノルに両脚を払はらわれ、体勢を崩くずした。床ゆかに倒たおれたら覆おおい被かぶさり、二十メートル後方のオリヴィエが距きよ離りを詰つめる時間を稼かせぐ。格かく闘とうするのではなく重石おもしになるだけなら、首の異物が頸動脈に触ふれることもないだろうという推測のもと、ミノルは敵に向かって両手を伸のばした。

　だが、その刹せつ那な。

　尻しり餅もちをつく寸前の敵が、オリヴィエを狙ねらっていた左手を時間外出入口のほうに向けた。

　ノズルから、今度は極ごく細ぼそのワイヤーが発射される。

　長い。ミノルの両りよう脚あしを拘こう束そく中のワイヤーの数倍はあるだろうそれが、出入口近くの壁かべに命中する。

　直後、床ゆかに倒たおれる寸前だった敵の体が、勢いよく横に動いた。

　壁に固定されたワイヤーが、あたかもウインチのように敵の体を引っ張っているのだ。赤いコートの裾すそを翻ひるがえし、空中を勢いよく飛ひ翔しようすると、出入口の前に着地する。ワイヤーを左手に戻もどしながら右手でドアを開け、屋外へと駆かけ出だす。

　数秒後、オリヴィエがミノルのところまで到とう達たつした。すでにミノルが立ち上がれない理由を見み抜ぬいていたのだろう、日本刀の一振ふりで、あれほど強固だった足首のワイヤーを切断する。そのまま敵を追って出入口に向かおうとしたオリヴィエの体が、ぐらりと揺ゆれた。

「お……オリビーさん！」

　殻からの中から呼びかけ、ミノルは立ち上がった。

　左に倒たおれ込こむオリヴィエを、殻の上から支える。見れば、両りよう肩かたから胸、腹までを覆う弾だん性せい包帯の数箇か所しよが、鮮あざやかな赤に染まりつつある。

　三日前、ルビーアイ《トランサー》が生成した氷爆ばく弾だんの直ちよく撃げきを受けた時の傷が、いまの動きで再び開いてしまったのだ。

　動転するミノルの腕うでの中で、オリヴィエは数秒間苦しそうな顔をしていたが、すぐに両足を踏ふん張ばり、立ち上がった。再び時間外出入口に向かおうとするが、もう追いつけないと察してか、足を止める。

　振ふり向むいてミノルを見たオリヴィエは、入院中だからか、いつもの青い眼鏡めがねを掛かけていなかった。同性でも、そしてこんな状じよう況きようでも一いつ瞬しゆん見とれてしまうほどの美び貌ぼうにあからさまな悔くやしさを滲にじませ、オリヴィエは何かを言ったが殻を出したままのミノルには聞こえない。

「あの……ここに遠えん隔かく操作の針みたいなものが入ってて、殻を消せないんです」

　ギプスを嵌はめた右手で首を指差しながら、ミノルは口を大げさに動かしてそう言った。眉まゆをひそめたオリヴィエが、左手を殻の上からミノルの右みぎ肩かたに乗せ、首を覗のぞき込こむ。すぐに厳しい顔になり、一度頷うなずいてから、ズボンのポケットから小型のスマートフォンを取り出す。

　短い通話を終えると、オリヴィエはほっそりした長い指を画面に走らせ、それをミノルに向けた。画面には、【すぐに教授たちが来るから、椅い子すに座すわっとけ】という文章が表示されている。

　頷うなずき返そうとして、ミノルはハッと目を見開いた。

　さっきのルビーアイは逃にげたはずだが、逃げたと見せかけて近くに潜ひそんでいる可能性がある。そして、駆かけつけた教授たちに《針》を撃うち込こもうとするかもしれない。何らかの手段で遠隔操作を遮しや断だんできない限り、いったん体内に入ってしまった針を即そく座ざに摘てき出しゆつする方法はない。

「危険です、敵がまだ近くにいるかも……」

　そう言ったミノルの口の動きを読んだかのように、オリヴィエは再び頷くとスマホを操作した。

【ちょうどＤＤが戻もどってきたみたいだから、あいつも呼んだ。近くに赤がいれば、あいつなら絶対に気付く】

　その言葉、もとい文章に反論するつもりはミノルにもなかった。

　《探索者サーチヤー》大だい門もん伝でん二じ郎ろうは、攻こう撃げき系の能力は一いつ切さい持たない代わりに、超ちようロングレンジの探知能力を備えている。ミノルたちも、ルビーアイが能力を発動していればそれを《獣けものっぽい匂におい》として感じることができるが、ＤＤの鼻は、たとえ能力を使っていなくても半径百メートル以内なら確実に敵を察知できるらしい。

　彼かれがいれば確実に不意打ちを防げる──と頭では理解していても、ミノルは不安な気持ちを消すことはできなかった。

　掌てのひらから超ちよう小型の針、あるいは伸しん縮しゆく自在のワイヤーを発射して遠えん隔かく操作する。

　仕組みは不明だが、サードアイ寄主の能力としてはシンプルな部類だ。何でもかんでも液化するリキダイザーや、目に見えない酸素を操作するイグナイターのようなインパクトはない。

　だが、それゆえの恐おそろしさが、あの赤コートの能力にはある。静かで目立たない、いわば暗殺型能力。

　外に出て、イサリリ教授たちが到とう着ちやくするまで周囲を警けい戒かいしたい気持ちを抑おさえながら、ロビーの椅い子すにオリヴィエと一いつ緒しよに座すわって待つこと、たった五分。

　病院正面のロータリーに、赤いアルファロメオがタイヤから白はく煙えんを上げながら斜ななめに停車し、運転席から安あ須ずユミコが飛び出してきた。

　まず自動ドアに突とつ進しんしてから、正月休みで開かないと知るや女子高生らしからぬ渋じゆう面めんを作り、能力を使ったかのようなダッシュで右に消える。十秒後、時間外出入口が開き、再びユミコが姿を現あらわす。

　今度こそ《加速》を使って二十メートル以上の距きよ離りを一いつ瞬しゆんで移動すると、ミノルの目の前で急ブレーキ。両手で防ぼう御ぎよ殻かくごとミノルの肩かたを摑つかみ、何かを叫さけぶ。

　なんとなくこんな展開を予想していたミノルは、殻からの中の左手に握にぎっていたスマホをぎこちなく操作し、【大だい丈じよう夫ぶ】の三文字をメモ帳に打うち込こむとユミコに見せた。

　いつもツンケンしているわりに結構な心配性しようらしいユミコは、すっきりした目鼻立ちの顔をくしゃくしゃに崩くずして安あん堵どの表情を浮うかべると、ようやく両手を離はなした。続いてミノルの右側に座すわるオリヴィエに顔を向け、早口の会話を始める。

　再び出入口が開き、教授とＤＤが入ってきた。オリヴィエが最大限の警けい戒かいをするように伝えたのだろう、トレードマークのキャップを被かぶったＤＤは右手に自動拳けん銃じゆうを握にぎり、周囲に視線を走らせている。

　ここでようやくミノルは、こんな騒さわぎになってもまだ警備員が出てこないのは妙みようだと考えた。十一階の《３Ｅ区画》を警護している常じよう駐ちゆうスタッフにはオリヴィエが下りてくるなと告げたのだろうが、このフロアにも警備員の詰つめ所しよはあるはずだ。なるべく首を動かさずに周囲を見回すと、時間外受付の隣となりに、それらしい窓口がある。しかし内部は真っ暗で、人の気配はない。

　嫌いやな予感にとらわれながら座すわっていると、イサリリ教授が小走りに近づいてきて、スマホの画面をミノルに見せた。

　【状態を説明してくれ】という一文に頷うなずいたミノルは、自分のスマホを操作し、少し長いテキストを打うち込こんだ。

　首の右側に小さな異物が入ったままで、頸けい動どう脈みやくの近くに達していること。防ぼう御ぎよ殻かくを解除したら、それが再び動き出す可能性があること。異物は、衝しよう撃げきを与あたえると爆ばく発はつするかもしれないこと──。

　文章を読んだ教授は、真しん剣けんな顔で頷うなずくとどこかに連れん絡らくを取った。

　数分後、二台のエレベータがほぼ同時に開き、白衣を着た男性二人と黒い制服の警備員一人、そしてストレッチャーが二台現れた。手て振ぶりで促うながされ、ミノルがストレッチャーに横たわると、白衣の職員ではなくユミコがそれを押おし始めた。やれやれという表情を浮うかべる教授の顔がたちまち遠ざかり、ミノルは三日前に右手の治ち療りようを受けたばかりの３Ｅ区画に再び運ばれた。




　一時間後──午後五時二十分。

　特課本部五階のミーティングスペースに、久しぶりに五人のメンバーが集合した。

　イサリリ教授、安あ須ずユミコ、ＤＤ、ミノル、そして斉さい藤とうオリヴィエ。残念ながら小こ村むらスウの姿はないが、会議の様子はウェブカメラでスウの病室にも中ちゆう継けいされている。

　開いてしまった傷の手当を受けたばかりのオリヴィエは、当然のように教授から病院に残れと指示されたのだが、ミーティングが終わったらすぐに戻もどるからと言い張って一時外出の許可を得た。

　彼かれが引き下がらなかった理由──それは、ＮＣＡＭの時間外受付窓口と警備員詰め所の内部で、病院職員一名と警備員一名の遺体が発見されたことだった。

　ＤＤの手を借りて椅い子すに座すわったオリヴィエは、この上なく悔くやしそうな顔で言った。

「畜ちく生しよう、なんで気付かなかったんだ……あの赤コート野や郎ろうが能力を使ったなら、同じ建物にいたオレには解わかったはずなのに」

　パジャマの上にフリースパーカーを羽織った格好のオリヴィエに、教授が小さくかぶりを振ふってみせた。

「防犯カメラの映像を確かく認にんしたところ、二人が襲おそわれたのは今日の午前十時過ぎだ。その時間、オリビーは鎮ちん痛つう剤ざいを飲んで寝ねていたんだろう？　気付かなくても仕方ないさ」

「……あのドＳ医者が、寝ねてたほうが治りが早いなんて言いやがるから……」

　オリヴィエが毒づくと、教授はごくかすかな苦く笑しようを滲にじませた。

　ドＳ医者、とはＮＣＡＭのサードアイ研究を一手に取り仕切る二に田た水みず聡さとる医学博士のことだ。神経生理学の第一人者で、特課の氷ひ見み課長とは学生時代からの友人らしいが、課長のイメージを《武人》とするならば二に田た水みず博士は《貴族》であろう。優美な物もの腰ごしと尊大かつ無ぶ遠えん慮りよな物言いには圧あつ倒とうされてしまうものの、ミノルの右手のハイテクギプスを作ってくれたのも、そして首に潜もぐり込こんだ異物を見事な手さばきで摘てき出しゆつしてくれたのも彼かれだ。

　首筋に貼はられた保護パッチにそっと触ふれながら、ミノルは口を開いた。

「でも、それは本当みたいですよ。二田水博士の分ぶん析せきだと、寝ねてる時はサードアイの賦ふ活かつ力が体力強化から回復力強化のほうに傾かたむくとか……」

「ふん、注意しろよミッくん。あいつに気に入られるとロクなことにならねーぜ」

「べ、別に気に入られてるとは思いませんが」

　ミノルがそう答えると、今度はユミコが真顔で言った。

「私もあのオッサンが空うつ木ぎくんを見る目は怪あやしいと思うわ」

「ゆ、ユミコさんまでそんな……」

「あれはいつか解かい剖ぼうしたいと思ってる目よ。食事とか誘さそわれても、ついてっちゃダメよ」

「…………」

　ミノルが思わず沈ちん黙もくしたのは、首の治ち療りようを終えた二田水博士に「怪け我がが治ったら快気祝いに何かご馳ち走そうしてあげよう」と言われたからだが、それはひとまず忘れることにして、スペースの正面に立つ教授を見る。

「それで、教授……亡なくなったお二人の死因は、何なんですか？」

「うむ……では、そこから始めるか」

　咳せき払ばらいすると、教授は手て許もとのタブレットを叩たたいた。背後の八十インチモニタに、やや画質の粗あらい写真が表示される。狭せまい部屋の隅すみを写したもので、ベストタイプの制服にカーディガンを羽織った女性職員と、紺こん色いろの制服の男性警備員が折り重なるように倒たおれている。

「病院職員が吉よし島じま美み耶やさん、警備員が坂さか井い孝たか則のりさんだ。犯人……ミッくんと戦った赤コートのルビーアイは、今日の午前十時七分、坂井さんが屋外の見回りを終えて時間外出入口を開け、建物に入ろうとした瞬しゆん間かんに遠えん距きよ離りから能力で殺害した。防犯カメラの映像を見る限り、ほぼ即そく死しだったようだ。坂井さんが倒たおれると犯人は扉とびらが閉まる前に内部に侵しん入にゆうし、遺体を引ひっ張ぱり込こんだ。病院……ＮＣＡＭを狙ねらった理由はまだ不明だ」

「ちょ……ちょっと待ってください」

　声を上げたのは、いままで沈ちん黙もくしていたＤＤだった。静かだった理由は、コンビニで買ってきたらしい肉まんを食べていたからだ。

「いま、警備員さんが建物に入ろうとした瞬間に遠距離から殺した、って言いましたよね。銃じゆうを使ったならともかく、ルビーアイの能力で、そんな一いつ瞬しゆんを狙って即死させられるものですか？」

　その疑問はもっともだ。

　ルビーに限らずサードアイの能力は、原則的に特定の分子を操作するものだ。操作できる分子の種類は、いわゆる射程距きよ離りの長さに比例して減っていく。

　たとえば、ミノルが最初に戦ったルビーアイ《バイター》は、口と歯を強化する力を持っていた。彼かれが操作した分子はタンパク質から金属まで多た岐きにわたったが、それはバイターが肉体変容タイプだったからで、能力の射程距離はほぼゼロということになる。

　いっぽう、数十メートルもの射程距離を持っていた《イグナイター》や《トランサー》は、酸素や水素といったごく限られた種類の元素しか操あやつれない。それでも十分に強力な能力だが、人間を一いつ瞬しゆんで即そく死しさせるような真ま似ねは彼かれらにも不可能なはずだ。

「うむ……では、これを見てくれ」

　教授がタブレットに指を走らせると、モニタが切きり替かわった。

　映っているのは、ミノルがほんの一時間と少し前に通った、ＮＣＡＭの時間外出入口。教授が言っていた防犯カメラの映像だろう。

　すぐに画面右側から、制服姿の警備員がフレームインする。扉とびらの前で立ち止まると、慣れた手つきでカードキーをセンサーに当てる。右手で扉を押おし開あけ、一歩前進したところで、警備員が立ち止まる。首を傾かしげ、左手で左耳に触ふれ──そしてびくんと体を硬こう直ちよくさせ、倒たおれる。

「……ドアを開けてからたった三秒……」

　ユミコが掠かすれ声で呟つぶやき、ミノルもごくりと唾つばを吞のんだ。

　警備員はその場に座すわり込こむように倒れ、閉まろうとする扉とドア枠わくに挟はさまれる。直後、画面に赤い人ひと影かげが現れる。大きなフードを深く被かぶった、あのルビーアイだ。

「野や郎ろう……」

　オリヴィエが低く唸うなった。殺人者は細身だが、ルビーアイらしい腕わん力りよくを発揮して片手だけで警備員を屋内に引ひきずり込こみ、消えた。扉が音もなく閉まり、動画が終しゆう了りようした。

「……この犯人はその後、時間外受付にいた吉よし島じまさんも同様の方法で殺し、二人の遺体を受付窓口の内部に隠かくした。残念ながらそこは防犯カメラの死角だったが、恐おそらく犯人も同じ場所に潜ひそんでいたのだろう」

　教授の説明に、ミノルは思わず首を傾かしげた。右の首筋の傷が疼うずき、慌あわてて顔の向きを戻もどしながら発言する。

「あの……いまの映像が午前十時過ぎですよね？　それで、僕ぼくがオリビーさんのお見み舞まいに行ったのが夕方の四時……。てことは犯人は、六時間も窓口の中に隠かくれてたのに、そのあいだ誰だれにも見つからなかったんですか？」

「そういうことになるな」

　首しゆ肯こうした教授が、モニタに病院一階の平面図を表示させる。

「病院は今日まで正月休みで、入院患かん者じやの面会は緊きん急きゆう時に限られていた。そのうえＮＣＡＭの救急外来は別べつ棟むねにあって、そちらの出入口は遠く離はなれている。つまりこの中央棟一階はほぼ無人だったわけだ。それでも、六時間のあいだに職員が何度か時間外口から出入りしているが、誰だれも窓口の不在には気付かなかったらしい。気付いて中を見ていたら、殺されていただろうがな……」

「……つまり、このルビーアイはトランサーみたいな対象非選せん択たくタイプっスね」

　ＤＤが言うと、オリヴィエが「そういうこったな」と吐はき捨すてるように応じた。

　対象非選択タイプという言葉の意味は、ミノルにも解わかった。

　ルビーアイには、殺す対象を厳密に選ぶタイプと、殺す手段にのみこだわるタイプがいる。

　前者の代表がバイターだ。美食評論家・高たか江え洲す晃ひかるという表の顔を持ち、自らを鮫さめになぞらえていた彼かれは、嚙かみ殺ころす相手を自分の美意識に従って選んだ。ミノルの友達の箕みの輪わ朋とも美みが狙ねらわれたのも、アスリートの彼かの女じよが健康で強きよう靱じんな骨を持っていたからだ。

　いっぽう、六日前に赤あか坂さか見み附つけで大規模な事故を起こして七人を殺したトランサーは、雨や雪の日の殺人というシチュエーションにはこだわるが殺す相手は選ばない。恐おそらくは赤コートのルビーアイもそうだろう、とＤＤは言ったわけだ。

　納なつ得とくしつつも頭の隅すみに何かが引っかかり、ミノルはもういちど首を捻ひねろうとした。だがその理由に思い至るより早く、教授が再び発言した。

「確かにこいつは対象非選択タイプだろうが、同じく手段非選択タイプかもしれんぞ」

「どういうことですか？　あくまで能力で殺そうとしているように見えますけど……」

　ユミコの反はん駁ばくに、教授は無言でタブレットを操作した。

　モニタが再び切きり替かわり、見慣れない物体が画面いっぱいに映し出された。

「……虫……？」

　とユミコが呟つぶやく。ミノルも第一印象は同じだった。

　全体の形状は、細長い涙るい滴てき型。鋭するどく尖とがった先せん端たん部分は光こう沢たくを帯びて黒光りし、やや膨ふくらんだ後部は赤黒い。先せん端たんから中ほどにかけては螺ら旋せん状の溝みぞが刻まれ、後部には細い毛のようなものがまばらに生えている。虫でなければ、ある種の植物のタネのようにも見える。

「うへえ……あんまりお近づきになりたくないタイプッスね。何なんスか、これは？」

　肉まんを食べ終えたＤＤが、紙かみ袋ぶくろを丸めながら質問すると、教授はちらりとミノルを見てから答えた。

「これは、ミッくんの首から摘てき出しゆつされたものだ」

「うげっ！」

　とすぐ右側の椅い子すに座すわるオリヴィエが、

「おわっ！」

　と二つ左の椅子に座すわるＤＤが叫さけび、双そう方ほう揃そろって椅子ごと十センチばかり遠ざかる。

　しかし、すぐ左側に腰こし掛かけるユミコは平然と動かず、逆に男子二人を叱しかった。

「ちょっとあんたたち、小学生みたいな反応しないでよね。もう摘出されたんだから空うつ木ぎくんは関係ないでしょ」

　その言葉にＤＤとオリヴィエは少々照れくさそうに椅い子すを戻もどし、ミノルも首の傷を搔かきむしりたくなるような感覚を抑おさえることができた。しかしそのいっぽうで、ユミコの不動心が本物なのか確かめてみたいという衝しよう動どうは抑おさえられず──。

「あっ、ユミコさん、肩かたに！」

　と叫さけびながら、ミノルが左手で小さな何かを摘つまもうとする仕草をした、その途と端たん。

「キャ──────ッ!!」

　という盛せい大だいな悲鳴を上げ、加速者が文字どおりに椅子から跳とび上あがった。床ゆかを蹴けった反動を無意識に増ぞう幅ふくしたのだろう、一メートル以上も垂直ジャンプしてから、どすんと椅子に落下する。それでもパニックは収まらず、

「どこ、どこっ!?」

　と手で右みぎ肩かたを払はらいまくるユミコに、ミノルは内心しまったと思いつつ声をかけた。

「あ、あの、すみません、冗じよう談だんです……」

「…………は？　はあ？　はあああ────？」

　甲かん高だかい声で叫さけぶと、ユミコは神速で右手を伸のばし、ミノルの左頰ほおを親指と人差し指で挟はさんだ。ジェットアイの腕わん力りよくならぬ指ゆび力ぢから全開でむぎぎぎぎと抓つねられ、ミノルはたまらず悲鳴を上げた。

「いだだだだだっ！」
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「あのねえ！　今度その手のイタズラしたら、これの三倍痛くするからね！」

「ご、ご、ごめんなさい！」

　懸けん命めいに謝あやまるが、ユミコは指を離はなそうとしない。

　涙なみだ目めでなおも謝罪を続けようとしたその時、ミノルはふと、誰だれかの笑い声を聞いた気がした。恐きよう怖ふの表情を浮うかべるＤＤとオリヴィエでも、呆あきれ顔の教授でもない。くすくすという声の発生源は、近くのデスクに置かれたノートパソコンのスピーカーのようだ。

　少し遅おくれて笑い声に気付いたユミコが、ようやくミノルの頰ほおを解放した。オリヴィエたちもＰＣに目を向けると、徐じよ々じよにくすくす笑いは収まり、やがて少しハスキーな女の子の声がスピーカーから流れた。

『……ごめんなさい、笑ったりして。でも、とっても面おも白しろかったから』

　それは間ま違ちがいなく《屈折者リフラクター》小こ村むらスウの声だった。ミーティングの映像がスウの病室に転送されていることをようやく思い出したミノルは、慌あわててＰＣに向けて口を開いた。

「こ、こっちこそすみません、こんな時にふざけたりして」

『私に謝らなくていい、特課ってもともとそんな感じだから』

　スウの言葉に、ユミコが肩かたをすくめて応じた。

「まあ、そうよね。だいたいがＤＤのせいだけどね」

「ええっ、俺おれ!?　うそでしょ、俺がいちばんマジメだと思うけど……」

　心外そうなＤＤの反論を、すかさずオリヴィエが混ぜ返す。

「いやいや、Ｄ＆Ｄのせいだって。今日も一人だけ肉まんなんか食ってるし」

「い、いいだろ別に、関かん越えつノンストップで帰ってきたから昼飯食えなかったんだよ。だいたい組織に規律を求めるなら、オリーのほうこそそのＤ＆Ｄって呼び方を何とかしろよ！」

「そっか？　じゃあアドバンスド大だい門もん伝でん二じ郎ろうの略で……」

「もっとやめろや！」

　さすがフォワードとバックアップと思わせる息の合ったやり取りに、スウが再びくすくすと笑いながら言った。

『いいな……私も、早く特課に戻もどりたい』

　その言葉に、にやにや笑いを消したオリヴィエが、広ひろ尾おまで肉声を届けようとするが如ごとき大ボリュームで応じた。

「おう、早く戻ってこいよ、ヒナっち！　お帰りなさいパーティー、盛せい大だいにやってやっから！」




　思わぬ一幕のおかげで謎なぞの《虫》への生理的嫌けん悪おから立ち直った一同は、再びモニタに視線を集中させた。

　レーザーポインターを取り出したイサリリ教授が、解説を再開する。

「まだＮＣＡＭでの分ぶん析せきも始まったばかりだが、このトンガリ虫……ドクター二に田た水みずが《スパインバグトゲムシ》と名付けたのでそれに倣ならうが、こいつは病院を襲おそった未み確かく認にんルビーアイの能力で生成された疑ぎ似じ生物だ。全長七ミリ、最も太い部分の幅はば三ミリと非常に小さい。それでも刺さされれば、注射針以上の痛みがあるだろうが……そうだな、ミッくん？」

　名前を呼ばれ、ミノルは首に虫改めスパインバグが刺さった時のことを思い出しながら発言した。

「ええ、千枚通しでグリグリされるみたいな痛みがありました」

「そのグリグリという表現は当たっているだろうな。みんな、トゲ部分をよく見てくれ」

　レーザーポインターの光点が、鋭するどく尖とがった先せん端たん部で輪を描えがく。

「このトゲ部分には、まるでドリルのような螺ら旋せん状の溝みぞが刻まれている。材質はどうやら窒ちつ化か鉄てつらしい」

「窒化鉄……って何ですか？」

　ユミコの質問に、教授は何も見ることなくすらすら答えた。

「その名のとおり、鉄の窒化物だ。分子構造の違ちがいで何種類か存在するが、このドリルを作っているＦｅ２Ｎは、機械部品の表面処理に用いられるくらい硬かたい。……しかし、バグの後部……膨ふくらんでいる部分とそこから生えた毛は金属ではなく、未知のタンパク質だ。毛の構造は、一部の微び生せい物ぶつが持つ鞭べん毛もうによく似ている」

「鞭毛……っつうと、動くわけか？」

　オリヴィエの質問に、教授は首を縦に振ふった。

「うむ。推測だが、このスパインバグは、人間の皮ひ膚ふに突つき刺ささると鞭毛を動かして自分を回転させ、ドリルの作用でより深く潜もぐっていくのだろう。ミッくんの首には、筋肉を貫つらぬく深さ二センチの傷があった。あと三ミリ進んでいれば、総そう頸けい動どう脈みやくに到とう達たつしていたようだ」

　自分自身も感じていたことだが、言葉にされると改めて恐きよう怖ふが甦よみがえり、ミノルはもういちど指で保護パッチに触ふれた。

　そんなミノルをちらりと見てから、左のユミコが発言した。

「総頸動脈に到とう達たつして、それで終わりじゃないですよね？　いくら重要な血管でも、ミリ単位の穴を開けられたくらいじゃ即そく死しはしないと思うんですが」

「そうだな。防犯カメラの映像を観みても、このスパインバグの目的は、ドリルによる血管や臓器の損そん壊かいではないだろう」

　バグが頸動脈に入って、その後何が起きるか。

　その答えを、ミノルはすでに推測していた。ヒントになったのは、赤コートが左手から発射したルビーアイを、オリヴィエが日本刀で弾はじいたシーンだ。あのあと、ホールの柱にぶつかったバグは……。

「爆ばく発はつする……んですよね？」

　ミノルの言葉に、四人が視線を向けてきた。以前なら萎い縮しゆくしてしまった場面だが、そろそろ耐たい性せいができてきたのか、あるいは先ほどの会話の効果か、ミノルは臆おくさずに発言を続けた。

「想像ですけど、バグのお尻しりの膨ふくらんでるところ……そこに爆ばく発はつ性の物質が入っているんじゃないでしょうか。ほら、オリビーさんが刀でバグを防いだ時……」

　ミノルが水を向けると、青い眼鏡めがねの奥おくで一度瞬まばたきしたオリヴィエが、「ああー」と声を上げた。

「そうか、あれがスパインバグだったワケか。オレはてっきり癇かん癪しやく玉だまみたいなモンかと思ったぜ。……つうことは、あそこで防ぼう御ぎよに失敗してたら、オレの体ん中にもこの虫が入って……」

　ぶるっと体を震ふるわせるオリヴィエに、ミノルは深々と頷うなずきかけた。

「そういうことです。……まあ、僕ぼくが見た爆発はせいぜい爆ばく竹ちく一本くらいのものでしたけど、あれが体の中で……たとえば脳や心臓の近くで発生したら、ジェットアイでも致ち命めい傷しようになるはずです」

「だろうな。事実、職員の吉よし島じまさんと警備員の坂さか井いさんはそうやって殺された。耳から侵しん入にゆうしたスパインバグが、鼓こ膜まくを突つき破やぶって蝸か牛ぎゆうに侵しん入にゆう、そこで爆発して脳幹を破は壊かいしたんだ」

　教授の言葉に、ＤＤが怒いかりと恐きよう怖ふを押おし殺ころすような声こわ音ねで呟つぶやいた。

「……防犯カメラの映像で、警備員さんが耳を触さわってたのはそのせいなんスね……」

「うむ。スパインバグを耳から侵入させて脳を破壊するのが、赤コートの基本戦術と思っていいだろう」

　ドリルつきの虫が耳に潜もぐり込こんでくるところを想像していると、外がい耳じ道どうの奥おくがむずむずしてきて、ミノルは首を縮めた。治ち療りようしたばかりの傷口がずきんと疼うずき、その痛みが新たな疑問を誘ゆう発はつする。

「あれ……でも、それじゃなんであいつは僕の耳じゃなくて、首にスパインバグを……」

　そこまで口にしてから、ミノルは自分でその答えに辿たどり着ついた。

「……あっ、そ、そうか。僕、イヤホンをしてたんだ」

「その通り。ラッキーだったな、ミッくん」

　ぱちんと鳴らした指で、教授はミノルの右耳のあたりを指した。

「もしイヤホンをしていなければ、バグはミッくんの耳に侵入していたはずだ。その場合も防ぼう御ぎよ殻かくさえ展開すれば爆発は防げただろうが、間に合わなかった可能性もゼロではない」

「ゼロじゃないどころか、たぶん間に合いませんでしたよ……何も知らなければ、羽虫か何か入ったかなって思うだけでしょうから。慌あわてはしても、防御殻を出そうとは思わなかったはずです」

　ミノルがそう応じると、左に座すわるユミコが、モニタに表示されたままのスパインバグを凝ぎよう視ししながら言った。

「でも……爆ばく発はつ物は、その虫の胴どう体たいに入る量しかないんですよね？　せいぜい十か、二十ミリグラム……そんな量で、脳を破は壊かいするほどの爆発が？」

「その疑問はもっともだ。これを見てくれ」

　教授が再びタブレットに触ふれ、モニター上のスライドを進めた。

　今度の写真は、一時間前に赤コートと戦ったＮＣＡＭのホールだ。次の写真で、四角い柱の一本がアップになる。その側面には、黒々とした放射状の焦こげ跡あとがくっきりと残っている。

「……この爆ばく発はつ痕こんから採取した残留物の分ぶん析せきが、つい先ほど終わったようだ。物質名は、過酸化アセトン」

「えっ……」

　と、ユミコが驚おどろきの声を漏もらした。

「過酸化アセトンって、いわゆるＴＡＴＰですよね。テロリストがよく使う高性能爆ばく薬やく……。それなら微び量りようでも充じゆう分ぶんな威い力りよくがあるでしょうけど、そんな代しろ物ものが、疑ぎ似じ生物のお腹なかの中に？　それって……能力で虫を作って、その中に手作業でＴＡＴＰを充じゆう塡てんしたってことですか？」

「いや、その可能性は低い」

　かぶりを振ふると、教授はミノルを見た。

「ミッくんの説明によると、赤コートのルビーアイは、左手の掌てのひらからスパインバグを発射したんだったな？」

「はい……」

　頷うなずき、ミノルは赤コートの掌についていた奇き妙みようなものを言葉で描びよう写しやしようとした。

「あいつは両手に手て袋ぶくろを嵌はめてたんですが、左手の掌部分に金属製の、平らなノズルみたいなものがくっついてて……そこから虫を発射したんです。たぶん、手袋の中に材料が保存されてて、虫を作ると同時に発射したんじゃないかと。いちいち虫の中に手作業で爆薬を詰つめてるような素そ振ぶりはありませんでした」

「ふむ…………」

　短く唸うなると、教授は腕うで組ぐみをした。白衣の裾すそを翻ひるがえし、大型モニタの前を左右に歩く。

「……スパインバグの構成元素は、ドリル部分が鉄と窒ちつ素そ、胴どう体たいがタンパク質……つまり炭素に水素、酸素、窒素、リンといったところだ。全てありふれた元素で、材料を手に入れるのは容易だし、ポリ袋ぶくろか何かに入れて手袋の中に隠かくし持もつこともできるだろう。いや、待てよ……ＴＡＴＰの化学式はＣ９Ｈ18Ｏ６、これも炭素と水素と酸素だけか。ならば、バグと同一の材料から生成できるわけだな……」

　早口でまくし立てる教授に向かって、ＤＤが律りち儀ぎに右手を上げて発言許可を求めた。

「あのぉ、いいッスか、教授」

「どうぞ、ＤＤ」

「赤コートの能力が、その……鉄や窒素やタンパク質から爆薬入りの殺人虫を作ることだとするッスよね。でも、ミッくんの話だと、赤コートはその虫を発射してからも、遠えん隔かくで自在に操作したわけでしょう？」

　視線を向けられ、ミノルはしっかりと頷うなずいた。

「ええ。僕ぼくの首に潜もぐろうとするスパインバグの動きは、あいつの意思によるものだって感じがしました。実際、防ぼう御ぎよ殻かくを出したらバグの動きが止まりましたし……もし完全自律なら、殻からの中でも動き続けたはずです」

「ふむ、そこまでは異論はない。それで？」

　教授に促うながされたＤＤは、手て振ぶりを交えながら続けた。

「えーっと、つまり赤コートは、最低六種類の元素からできてるバグを遠えん隔かく操作したってことッスよね。それって、操作する元素の種類が増えるほど射程距きよ離りが短くなるっていう、サードアイ能力の原則に反してないッスか？」

「おおっ、Ｄ＆Ｄにしては冴さえてんじゃん。やっぱりこれからはＡＤ＆Ｄ……」

「だからそれやめろっつーの！」

　横に四脚きやく並ぶ椅い子すの右みぎ端はしと左ひだり端はしで始まりかけた言い合いを、再びノートＰＣから流れたスウの声が中断させた。

『私もさっき、そう思った』

　即そく座ざに静まり返る室内に、抑よく揚ようの薄うすいハスキーボイスが静かに響ひびいた。

『もし、人の体に潜もぐり込こんだタンパク質の虫を遠隔で自由に操作できるなら、そもそも虫なんか作る必要はない。同じタンパク質でできてる脳や心臓の血管をほんの少し傷つければ、それだけで殺せる』

　あどけなさを残す声で告げられた恐おそるべき推測に、四人のみならず教授までもが沈ちん黙もくした。

　数秒後、腕うで組ぐみを解いた教授が、いつになく張はり詰つめた声で言った。

「確かにな……。既き知ちのサードアイ保持者の能力はたった一例を除いて、全てが分子の運動、もしくは分子間力を謎なぞの感応力──《セブンス・フォース》で操作するものだ。タンパク質でできた虫が人体内に入っても感応を保てるなら、人体を構成するタンパク質とも感応できてもおかしくない」

「あの……たった一例って何ですか？」

　思わず質問したミノルを、教授とユミコ、ＤＤ、オリヴィエが同時にまじまじと見た。

「え……あの……」

「決まってるでしょ、空うつ木ぎくん。例外ってのはきみのことよ」

「あ…………」

　ユミコの言葉に、はっと気付く。そういえば以前、そんなことを教授が言っていたような気もする。

　その教授もにやっと笑うと、スリッパをぺたぺた鳴らしてミノルの前まで歩いてきた。

「うむ、もちろんきみのことだ、ミッくん。きみの防ぼう御ぎよ殻かくは、明らかに物質でも力場でもない。今日、また新たな謎なぞが増えてしまったしな……」

「あ、新たな……？」

　呟つぶやいてから気付く。教授が言っているのは、防御殻が小こ村むらスウの意識を回復させた現象のことだろう。

　あの瞬しゆん間かん、確かにミノルは、殻からの内部で何らかの《存在》が二人に接せつ触しよくしてきたと感じた。しかしいま思い返してみれば、亡なき姉ワカバに一心不乱に呼びかけたがゆえの錯さつ覚かく、だったような気もする。もともとスウは、指を動かしてモールス信号を送れるくらいには回復していたのだ。ミノルが殻の中に取とり込こまなくても、同じタイミングで目覚めていたのでは……とも思える。

　──という意見を表明しようとしたのだが、教授はお見通しとばかりに微笑ほほえんだ。

「いや、いまさら否定しなくていいぞ、ミッくん。ヒナコちゃんも、殻の中で何かを感じたと言っていたからな」

「え……そうなんですか？」

「彼かの女じよが退院したら、二人からヒアリングしたいな。だがいまは、赤コートの能力についてだ……」

　笑えみを消し、くるりと振ふり向むくと、モニタの前に戻もどった。

　ふと左頰ほおに視線を感じ、ミノルはそちらを見た。するとユミコと一いつ瞬しゆんだけ目が合ったが、すぐに前を向いてしまったので、ユミコが何を考えていたのかは解わからなかった。

「──ＤＤの言うとおり、この赤コートの能力はサードアイの原則にいささか反している……ように見える」

　再び教授が話し始めたので、ミノルはその内容に集中しようとした。

「だがその原則は、あくまでも経験則だ。我々が知り得た範はん囲いのサードアイ保持者の能力が、そのように見えたというだけに過ぎない。仮に宿主、あるいはサードアイそのものが持つ何らかのパラメータが高ければ、原則を突とつ破ぱできるのかもしれん。そして同時に、何らかの制約によって、自分が生み出した虫は遠えん隔かく操作できても、他人の肉体は操作できない……いまはそう仮定するしかない」

「けどなあ……教授」

　何かを思い出すように自分の右手を見下ろしながら、オリヴィエが言った。

「ルビーの能力を下に見積もるのは危険だぜ。イグナイターの時も、トランサーの時も、オレらはそれで痛い目に遭あったんだ」

「ああ……それはもちろん、そのとおりだ。今後、赤コートの能力がアップグレードし、こちらの肉体を直接操作される可能性は排はい除じよしない。だが現状では、ミッくんや病院のスタッフを攻こう撃げきした時の状じよう況きようから見て、スパインバグが唯ゆい一いつの……いや違ちがったな、《虫》はもう一種類いるんだった」

　教授がタブレットを叩たたき、大型モニタに新たな写真を表示させた。

　写っているのは、艶つやのあるセラミックタイルの床ゆかの上にわだかまる、紐ひものようなもの。それが何なのか、ミノルはすぐに悟さとった。

「あっ、これ……僕ぼくの足を縛しばったり、あいつの体を引っ張ったワイヤーですね。こ……これも虫なんですか？」

「そのようだ。構造はスパインバグより単純だが、〇・一デニールという超ちよう極ごく細ぼその高分子繊せん維いが数千本も撚より集まって、太さ三ミリのワイヤーロープを形成している。引っ張り強度は同じ太さのケブラー繊せん維いに匹ひつ敵てきするらしい……専用工具か何らかの能力を使わずにこれを切るのは不可能だろうと、ドクター二に田た水みずは言っていた。ポリマーの分子組成は解かい析せき中とのことだ」

　教授の説明の中に含ふくまれていた耳慣れない言葉を、ミノルは小声で呟つぶやいた。

「デニール……？」

　すると隣となりのユミコが、穿はいている黒タイツの生き地じを引っ張りながら解説してくれた。

「糸の太さを表す単位よ。一デニールっていうのは、その糸が九千メートルで一グラムの重さがあるってことね。このタイツの糸が六十デニールだから、〇・一デニールだとむちゃくちゃ細いわ」

「ははあ……」

　思わずユミコのタイツをまじまじと眺ながめてしまってから、ミノルは慌あわてて顔を戻もどした。すると教授が、笑えみを浮うかべてコメントする。

「ほほう、頑がん張ばってるな、ユッコちゃん。真冬の女子高生は、八十デニールが標準装備と何かで読んだが」

「べ、別に頑張ってるわけじゃないですよ！　サードアイのせいでちょっと寒さに強くなっただけです！」

「なるほど、それは失礼した。……で、話を戻もどすが……赤コートが生成したこのワイヤーは、中心部分に人間の筋肉繊維に酷こく似じした構造の芯しん線せんが通っていて、自在に伸しん縮しゆくするらしい。つまり、これもまた疑ぎ似じ生物というわけだ。ドクターはこいつを《ワイヤーワームツルムシ》と名付けた。まとめると……人体に侵しん入にゆう、爆ばく発はつするスパインバグと、拘こう束そくや移動に用いるワイヤーワーム、この二種類を左手から発射し、遠えん隔かく操作するのが赤コートのルビーアイの能力というわけだ。どちらも、効率よく人を殺し、あるいは拘束することだけを考えてデザインされているように見える」

　教授の言葉を受けて、ＤＤが唸うなり声を上げた。

「うーん……それで手段非選せん択たくタイプ、ってことッスか……」

「ああ。恐おそらくこいつは、虫を使うことそのものには何のこだわりもないだろう。もしサプレッサーつきの拳けん銃じゆうを持っていれば、迷わずにそれを使うはずだ。自分自身が毒虫みたいなヤツだ……そこで」

　再びタブレットを操作し、教授は大型モニタを左手でパンと叩たたいた。

「現時刻をもってこのルビーアイを、識別済赤色サードアイ保持者第三十号、仮コードネーム《刺し撃げき者しや》──《スティンガー》と呼こ称しようする！」

　モニタに表示された防犯カメラの静止画像を、ミノルは食い入るように凝ぎよう視しした。

　薄うす暗ぐらいエントランスホールに、赤コートのルビーアイが少し前のめりの姿勢で立っている。恐おそらく、倒たおれたミノルを覗のぞき込こんでいるシーンだろう。カメラの位置が高いので、相変わらず赤コートの顔はフードに隠かくれているし、右半身も見えない。

　画像を見ているうちに、戦せん闘とう時の記き憶おくがちくちくと刺し激げきされるのを感じた。またしても、何かを忘れているようなもどかしさに襲おそわれ、唇くちびるを嚙かむ。

　しかし、その感覚の原因に辿たどり着つくより早く、右側でオリヴィエが大きな声を出した。

「スティンガーか、久々の新顔だな！　よっしゃＤ＆Ｄ、さっそく今夜からパトロールに出ようぜ！」

　途と端たん、ＤＤと教授が相次いで叫さけぶ。

「アホか！　そんな包帯だらけで何言ってんだ！」

「そうだぞバカモノ！　お前はとっとと病院に戻もどれ！」

「……人がやる気出してんのに、アホとかバカとかひでぇよ……」

　子供のようないじけ声を出し、眼鏡めがねを外したり掛かけたりするオリヴィエを、ミノルは苦く笑しようしながら慰なぐさめた。

「オリビーさんはもう病院で大だい活かつ躍やくしたじゃないですか。改めて、助けてくれてありがとうございました……あとは僕ぼくたちに任せて、しっかり怪け我がを治してください」

「はあ……優やさしいのはミッくんだけだぜ……」

　大げさなことを言うと、オリヴィエは右手を伸のばしてミノルの肩かたを軽く叩たたいた。

「でもまあ、マジで頼たのむぜ、ミッくん。いまんとこ、この虫野や郎ろうの虫攻こう撃げきを確実に防げるのはミッくんだけだからな」

　かつてミノルを殴なぐったこともあるその手に、ミノルは自分の左手を重ね、深く頷うなずいた。

「はい。次は必ず捕つかまえます」

　きっぱり宣言すると、ユミコとＤＤも無言で頷いた。卓たく上じようのノートＰＣからも、スウの声が流れる。

『私もすぐに復帰するから、もう少しだけ待ってて』

　スウにしては珍めずらしく決然とした言葉に、ユミコが答えた。

「うん、早く帰ってきて、小こ村むらさん。あなたは特課フォワードの柱だから」

　この場にいないスウを含ふくめて、五人の気持ちが一つになったとミノルが感じた、その時。

　可愛かわいらしい着信メロディーが響ひびき、教授が「おっと、すまん」と白衣のポケットに手を入れた。取り出したスマホを耳に当て、「はい、伊い佐さ」と名乗る。

　直後、教授の顔がかつてないほど張はり詰つめ、小さな体に見て解わかるほどの震ふるえが走った。

「了りよう解かい。続報を待つ」

　そう言って通話を終えた教授は、啞あ然ぜんとする四人に向き直り、言葉を探すように何度か唇くちびるを動かした。やがて発せられた声は、深い戦せん慄りつに彩いろどられていた。

「……ドクター二に田た水みずからの報告だ。ＮＣＡＭで検視が行われていた、自衛隊《別隊》の強きよう襲しゆうチーム六人の死因が確定したそうだ」

　そこまで聞いた段階で、ミノルは氷のように冷たい予感に打たれ、息を詰つめた。

「……六人とも、右耳か左耳の鼓こ膜まくに穴が開き、その奥おくで内ない耳じと脳幹が破は壊かいされていたそうだ。新型戦せん闘とうスーツのヘルメットを改めてチェックしたところ、排はい気きスリットのフィルターにごく小さな穴が見つかったらしい」
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「ええと……今日はどうも、ごちそうさまでした」

　車を降りた三み川かわ霤りゆうが助手席の窓越ごしに頭を下げると、スイフトの運転席に座すわるリキダイザーは少し身を乗り出して答えた。

「あたしも楽しかったわ。そのうち例の記き憶おくチェックで呼び出されると思うから、連れん絡らくが来たらあたしにも教えてね」

「はい、その時はよろしくお願いします」

「はぁい。じゃあね、オー・ルヴォワールさようなら」

　ひらっと振ふった左手をシフトレバーに乗せる。三川が一歩後退すると、白のスイフトは滑なめらかに発進し、環かん七なな通りを馬ま込ごめ方面へと走り去っていった。

　結局、お台場でお好み焼きをご馳ち走そうになったのみならず、再び大田区まで送って貰もらってしまったわけだ。目の前には京けい急きゆうの平和島駅があり、三川が一人暮らしするアパートはここから南に徒歩十分。本当は大森町駅のほうが近いのだが、いちおうの用心──というかルビーアイの嗜たしなみとして、最も寄より駅えきまで送って貰もらうのはやめておいた。

　もっとも、リキダイザーには三川がいちばん知られたくない大おお井い埠ふ頭とうの冷れい凍とう倉庫まで追つい跡せきされてしまったのだから、そんな努力にもう意味はないのかもしれない。むしろ、自宅もとっくに割り出されている可能性が高い。

　しかし、たとえそうであっても、そう簡単にねぐらは明かさないという意思ぐらいは示しておきたい。リキダイザーは恩人で、元師し匠しようで、お好み焼きを奢おごってくれた人ではあるが、所しよ詮せんは二人とも人殺しのルビーアイだ。《組織》内ではいちおうメンバー同士の私し闘とうは禁じられているものの、いつ、どんな理由で殺し合いになるか解わからない。

　少なくともリキダイザーは、殺す必要があると判断すれば容よう赦しやなくそうするだろうし、三み川かわにも譲ゆずれない一線はある。冷れい凍とう倉庫の奥おく、氷の柱に閉とじ込こめられた○○の眠ねむりを破ろうとする者は、誰だれであろうと殺さねばならない。

　…………そうだ。殺せ。

　不意に誰かが頭のすぐ後ろで囁ささやいた気がして、三川は反射的に振ふり向むきそうになるのを堪こらえた。

　後ろには誰もいない。これは、三川に寄生するサードアイの声だ。正確には、サードアイが発生させる殺人衝しよう動どうを、三川の脳が声に変へん換かんしているのだ。

　赤あか坂さか見み附つけで大事故を引き起こし、七人を殺したのはたった六日前。だからまだ、声が聞こえても無視できる。

　しかし十日も経たてば声が聞こえるたびに苛いら々いらするようになり、二十日後には体の中身が砂になるような渇かわきに耐たえきれなくなって、そしてまた人を殺す。相手は誰でもいい。荒あらぶる力を解放し、濁にごった水を美しい氷に変えて、命の熱を奪うばう。

　全球凍とう結けつ──スノーボールアースを見たい、と元師匠に告げた言葉には一片ぺんの偽いつわりもない。世界の全てが真っ白な氷に包まれて、動くものが何もなくなれば、どんなに心が安らぐだろう。

　しかし、同時に考えてしまうのだ。この渇かつ望ぼうは、本当に自分自身のものなのか……人を殺させるために、赤いサードアイが植え付けたまやかしの感情ではないのか、と。

　ブルゾンのジッパーを首元まで引き上げ、両手をポケットに突つっ込こんで高こう架か線せん沿ぞいの道路を歩きながら、三川はなおもとりとめのない思考を巡めぐらせた。

　もし。

　もしも三川に寄生したのが、赤ではなく黒いサードアイだったら。

　いまごろ三川も、《黒》のハンター……《特課》の一員として、ルビーアイ狩がりに邁まい進しんしていたのだろうか？　ディバイダやアクセラレータ、それにあの灰はい髪がみのアイソレータと肩かたを並べて、正義の味方をやっていたのだろうか……？

「……そんなわけ、ないよな」

　苦く笑しよう混じりに呟つぶやく。

　すでに三川は人を一人殺して……いや、生命活動を停止させているのだ。

　六年前のあの日、○○を誘さそったのは三川だった。

　当時、三み川かわは母親から、○○は父親から虐ぎやく待たいされていた。三川は育児放ほう棄きのレベルだったが、○○のそれは性的なもので、彼かの女じよの母親も知らないか完全に無視しているようだった。○○に打ち明けられた三川は、何度か匿とく名めいで児童相談所にメールを送った。しかし父親は外面が良く、ステータスのある職業に就ついていたため、ようやく腰こしを上げた児相の調査も、通り一いつ遍ぺんのもので終わってしまった。

　だから三川と○○は、未来に行くことにしたのだ。

　冷たい雨が降る中、二人は再び冷れい凍とう倉庫に忍しのび込こんだ。今度は、どんなに寒くても逃にげ出だすつもりはなかった。

　コールドスリープ。三川が本で読んだその方法を、二人は実行するつもりだった。次に目覚めたらそこは遥はるか未来で、夢のような理想社会が訪おとずれていて、子供を虐待する大人なんか一人もいない……そう信じていた。

　なぜ三川だけがすぐに発見され、○○は見つからなかったのか。

　それはいまも解わからない。目が醒さめた時には、三川は倉庫の休きゆう憩けい室で毛布に包まれ、温かいココアを与あたえられていた。倉庫の職員が警察沙ざ汰たを恐おそれたのか、「もう忍しのび込こんじゃだめだよ」という軽い叱しつ責せきとともに三川は解放され、仕方なく家に帰った。

　○○の失しつ踪そうは当然ながら大きな騒さわぎになり、学校にマスコミがたくさん来た。○○と仲がよかった三川は、彼女の両親──父親は両目を真っ赤に泣き腫はらしていた──や警察にあれこれ訊きかれたが、「何も知らない」と言い続けた。

　自分は失敗したが、○○は未来に行って、そこで幸せになるのだ。一年、二年が過ぎ去り、事件が風化しても、三川はずっとそう信じていた。

　そして三年後──三川はようやく、人間はただ凍こおるだけではコールドスリープできないことを知った。

　水は、凍ると体積が増える。その当たり前の現象によって、冷凍された人間は全身の細さい胞ぼうが破は壊かいされてしまい、解かい凍とうしても決して目を醒ますことはない。

　本当は、三川ももう理解している。○○は、あの倉庫で……氷の柱の中で眠ねむっているのではなく、真っ白く凍り付ついたその時に死んでしまったのだと。

　しかし、彼女の死が確定するのは、氷が溶とけた時だ。

　もしも永遠に氷が溶けなければ。倉庫の中だけではなく、地球全体が完全に凍り付き、静せい寂じやくの氷河期が永遠に続けば。○○は、生と死の狭はざ間まにいつまでも留まり続けられるのではないか……。

　やはり、三川が黒ではなく赤いサードアイを与あたえられたのは運命だ。

　黒では、《組織》に加わることも、《人類殲せん滅めつ計画》の存在を知ることもなかった。いまはまだ末まつ端たんのメンバーで、組織の全容も本部の所在地も教えて貰もらえないが、与えられる任務をこなし、階級を上げて、いつか幹部になってみせる。そして人類殲滅の手段に、全球凍とう結けつを採用させる。そのためにリキダイザーを利用し、必要ならばいつでも裏切る。

　その決意を、しかし、体の中に留まる熱が鈍にぶらせる気がした。

　お好み焼き屋の暖だん房ぼうが効きすぎていたせいだ。そう判断し、三み川かわは歩くスピードを上げた。頭上の高こう架かを、快速電車が轟ごう音おんとともに通過していった。
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　特課本部でのミーティングが終わったのは、午後六時ちょうどだった。

　部屋の南に何枚も並ぶ窓の向こうはすでに真っ暗で、戸山公園の木々越ごしに新宿のイルミネーションが煌きらめいている。

　典のり江えには「怪け我がをした友達の見み舞まいに行く」と伝えてあるので、あまり遅おそくなるとは思っていないだろう。いまから帰れば七時三十分には家に着ける。

　そう考えたミノルは、スマホを取り出し、典江に帰宅予定時間をメールしようとした。しかし画面に触ふれるより早く、教授がラボエリアからミノルを呼んだ。

「そうだ、ミッくん、悪いがもうちょっと付き合ってくれるか」

　その言葉に、ユミコの声が続く。

「私も空うつ木ぎくんにちょっと話……っていうか、相談したいことがあるんだけど……」

「あ……は、はい……」

　頷うなずきながらちらりとスマホを見たその行こう為いから、そろそろ帰らないと的な空気を感じたのだろう、ユミコがもうひと言付け加えた。

「帰りは家までバイクで送ってあげるから」

「え……っと……」

　ユミコが愛車アグスタＦ３で送ってくれれば、所要時間は大おお幅はばに短縮されるものの、万が一《加速》を使われた場合、タンデムシートで味わう恐きよう怖ふはミノルの体感でジェットコースターの十倍。

　しかし考えてみれば、ユミコに「相談したいことがある」などと言われたのはこれが初めてではないか。何度もコンビを組んで戦った仲でもあるし、早く帰って家でご飯食べたいんで、などと言うことは許されない気がする。

「それじゃ、お願いします」

　ミノルがぺこりと頭を下げると、再び教授が手招きした。

「じゃあ、こっちの用はさっさと済ませてしまおう。何、すぐ終わる」

「あ、は、はい」

　急いでラボエリアに移動したミノルに、教授はデスクの引き出しから出てきたやけに分厚い封ふう筒とうを差し出した。

「これ、十二月分だ」

「え……な、何です？」

　首を傾かしげつつ受け取り、封ふうが開いたままの口を掌てのひらに向ける。

　どすん、と滑すべり出てきたのは──ミノルが人生で一度も見たことがないほどの質量を持つ、一万円札の塊かたまりだった。

　帯おび封ふうが巻かれた束が二つ。加えて、バラの紙し幣へいが厚さ三ミリほどと、硬こう貨か二枚。

「う……うわあ!?」

　思わず放り出してしまいそうになったそれを、爆ばく発はつ物か何かのように遠ざけながらミノルは叫さけんだ。

「な……何なんですかこれ!?」

「何って、だから十二月分の給料だよ。正確には報ほう酬しゆうと言うべきだが」

「は……はあ!?」

　教授の言葉が理解できず、硬こう直ちよくするミノルの背後で、ユミコが平然とした声で言った。

「ああ、そっか。空うつ木ぎくんは十二月の加入だから、初回は現げん金きん払ばらいなんですね」

「うむ。一月分からは専用の秘ひ匿とく口座に振ふり込こまれるから、現ナマを受け取れるのは今回だけだ。ベッドにばらまいたりしていいぞ」

「し……しししませんよ！　ていうか……」

　ここでどうにか冷静さを取とり戻もどし、ミノルは掌で受け止めている札束と硬貨を封ふう筒とうに収めた。それを、両手で教授に差し出す。

「……これは、受け取れません」

「うん？　なんでだ？」

「だって……僕ぼくは、氷ひ見み課長に約束したんです。報酬は一円もいらないから、事件が全部解決したら、課長の能力を貸して下さいって……そうしてくれるなら、特課で戦うって。だから、お金はいりません」

　ミノルの言葉に、教授はいちど瞬まばたきしてから口を開きかけた。

　しかし一いつ瞬しゆん早く、ミノルのすぐ隣となりに立ったユミコが思わぬことを言った。

「それ、ちょっと違ちがわない？」

「え……違うって……？」

「私、空木くんと氷見課長の話を近くで聞いてたけど、あの時、空木くんはこう言ったんだよ。いつかルビーアイのことが全部解決したら、何か報酬を貰もらえるのか、って」

「え……ええ」

「それに対して課長はこう答えた。特課が解散する時は、メンバーに慰い労ろう金が支給されることになってる、って。それは私も聞いてるけど、その慰労金は成功報酬というか退職金みたいなもので、月々の報酬とは別契けい約やくになってるのよ。つまり空木くんが返上するのはラストボーナスだけで、月給は普ふ通つうに貰もらうもんだと私も思ったし、課長もそう認にん識しきしてるはずよ」

「え……いや、だって…………」

　しばし言葉を失ってから、ミノルはどうにか反論した。

「だって、毎月の報ほう酬しゆうがあるなんて思わないじゃないですか！　しかも、こんなにたくさん！」

　その主張に再反論したのは教授だった。

「いやいやいや、むしろ、貰えないわけがなかろう」

「わけがない……って……」

「ミッくんを含ふくむ特課メンバーは、命を張ってルビーアイと戦ってるんだぞ。バイターの時も、イグナイターの時も、リキダイザーとトランサーの時だって、きみは危あやうく死にかけたはずだ。いまの日本で、こんなにも死と隣となり合あわせの任務についている人間は、ミッくんたちと、陸自《別隊》の他にはいないだろう。事実、サナコちゃん……生い駒こまサナエくんは、イグナイターの攻こう撃げきで脳死状態に陥おちいってしまったんだ。そんな仕事が、無報酬のボランティアだなんていう話があっていいと思うか!?」

　教授に歯切れよく指し摘てきされ、ミノルは再び口を閉じた。

　それはそうなのかもしれない──少なくとも、いまも４０４号室で眠ねむり続ける生駒サナエや、殉じゆん職しよくした別隊の精せい鋭えい六名には充じゆう分ぶんな金額が支し払はらわれるべきだと思う。それに、ユミコやＤＤ、オリヴィエが危険な任務の対価を得ることにも、何の異存もない。

　──でも、僕ぼくは……。

　ユミコと教授の顔を順に見て、ミノルは口を開いた。

「……僕は、日本を守りたいとか、みんなを救いたいとか、そんな決意とか覚かく悟ごがあって特課に参加したんじゃないんです。誰だれも自分を知らない世界に行きたいっていう、自分勝手な望みを叶かなえて貰うためにここにいるんです。その僕が、こんな大金を貰うなんて……」

　できません、と続けようとした言葉を、ユミコが実力行使で妨さまたげた。いきなり左手を伸のばし、ミノルの口を三本の指で塞ふさいだのだ。

「あのね、空うつ木ぎくん。動機なんて関係ないの。私、初めてきみに会った時、ジェットアイには全てのルビーを駆く逐ちくするまで戦い続ける義務があなたにはある……なんて言っちゃったけど、あれ、取り消すわ。義務なんかない……だって、命が懸かかってるんだもん。能力だって人それぞれだし……戦わないことを選んでも、誰だれにも責める権利はない」

　そこまで言ってから、ユミコはようやくミノルの口から手を離はなした。その手を自分の胸むな元もとに当て、目を伏ふせて続ける。

「……私だって、立派な決意があって戦ってるわけじゃないわ。怪け我がをして走れなくなった私の存在意義とか、価値とか、プライドとか……そんなちっぽけなものを守るために戦ってるんだと思う。それと……サナエのために。サナエに、もう私のことは心配しなくていいんだよ、って伝えるために。でもそれも、結局は自己満足だよね……」

「ユミコさん……」

　そんなことないです、あなたの気持ちはちゃんとサナエさんに伝わってる、とミノルは言いたかった。しかし言えなかった。サナエがすでに脳死状態に陥おちいり、意識は消失し、サードアイの制せい御ぎよ下で呼吸を続けているに過ぎないことを、誰だれよりもよく知っているのはユミコのはずだからだ。

「……でも、私はお金を貰もらうよ。特課が解散したあとも、サナエに最善の環かん境きようを用意するために必要だから。もし、どうしても後ろめたいなら、空うつ木ぎくんも見つければいい……自分のためじゃない使い道を。きっとあるはずだよ」

　そう言われ、ミノルはハッと息を吞のんだ。

　確かにそのとおりだ。真っ先に思いつくのが自宅のセキュリティ強化で、小こ村むらスウが治ち療りよう中のいまは小村兄の《監かん視しフィギュア》にのみ頼たよっているが、お金があればそれを補助できる。

　そもそも、義あ姉ねの典のり江えはこの八年間、ミノルを育てるために多大な出費をしてきたはずなのだ。そのお金をいつか返すためだけでも、貯金しておく意味はある。

　ミノルが、まっすぐ前に遠ざけていた封ふう筒とうをゆっくり下ろすと、ユミコは少しだけ微笑ほほえみながら頷うなずき、次いで眉まゆを寄せた。

「だいたいそのお金、東とう京きよう湾わん原発の炉ろ心しんに突とつ入にゆうしたときのぶんも含ふくまれてるはずよ。そうですよね、教授？」

「そうだ、だいたい三割はそれだな」

「それ考えれば少なすぎますよ！　あの時空木くんが回収したチューダーだかミューザーだかいうロボット、開発費五億円って聞きましたよ。拾しゆう得とく物なんだからその一割、五千万円貰ったっていいですよ」

「ごせっ……」

　ミノルはふるふる首を横に振ふったが、教授が真顔で情報を補足した。

「正確には、遺失物法二十八条一項では報労金の額を《価格の百分の五以上百分の二十以下》と定めているから、マックスなら一億円行けるな」

「いちっ……」

「ああそうだ、ミューザーと言えば……いや、まあ、これは次でいいか」

　何かを言いかけた直後に引ひっ込こめ、教授はこれで一件落着とばかりに両手を勢いよくぽんと叩たたいた。

「では、ミッくんへの月々の報ほう酬しゆうは変へん更こうなしということでいいな。念のために言っておくが、我々は特課の……つまり厚こう労ろう省しようの職員というわけではなくあくまで外注の個人事業主なので、報酬の額はその月の任務内容によって大きく上下する。まあおおむね、ルビーアイ事案を一件処理するごとに五十万と思ってくれ」

「ほら、命いのち懸がけと思うと割に合わない気がしてくるでしょ？」

　ユミコはそう言うものの、高校生のミノルには、五十万円という額でもやはり途と方ほうもない大金に思える。ずっしりと重い封ふう筒とうを胸の前まで持ち上げ、教授に頭を下げる。

「いえ……これで充じゆう分ぶんすぎます。それでは、有あり難がたく頂いておきます」

「うん。誰だれかのために貯ため込こむだけじゃなくて、必要だと思ったら自分のためにも遣つかうんだぞ。その金は、きみたちがコンディションを整え、万ばん全ぜんの状態で任務に当たるためのものでもあるんだからな」

「は……はい」

　そう言われても何に遣えば……と思いつつ頷うなずくと、ユミコがまたしても口を挟はさんだ。

「バイク買いなさいよ、バイク。ここまでの移動が楽になるわよ」

「ばっ……!?」

「ああ、それはいいな。特課の基地に置いておく車両は装備予算で買えるが、自宅保管だと自分で買って貰もらうしかないからな……」

「い……いや僕ぼく、免めん許きよ持ってませんし」

　このまま二人に喋しやべらせておくとまた押おし切きられてしまう予感がして、ミノルは急いで割わり込こんだ。だが、すかさずユミコが不ふ穏おん当とうな情報を開示する。

「そんなもん、特課メンバーは上がすぐにアレしてくれるわよ。もちろん実技は、私がみっちり叩たたき込こむけどね」

「…………もし買うことにしたら、その時はお願いします……」

　なんとか仮定形で逃にげると、ミノルは封筒をメッセンジャーバッグの底にしまった。こんなものだけカバンに入れて外を歩くの嫌いやだなあ、と考えた途と端たんに思い出す。

「あ、そうだ、タッパー持って帰らないと……ちょっと失礼します」

　二人にそう告げて、キッチンエリアに向かおうとしたミノルの肩かたを、ユミコが《加速》を使ったかの如ごときスピードで摑つかんだ。

「ねえ、タッパーって何？」

「いや……僕ぼくが家からお餅もちを持ってきて……」

「お餅!?」

　報ほう酬しゆうの話をしていた時の三倍真しん剣けんな顔になり、尋じん問もん口調でまくし立てる。

「タッパーで持ってきたってことは、ただのパック切きり餅じゃないわよね？」

「う、うん。きなこと、磯いそ辺べと、チーズだったかな……」

「…………!!　まさか、お昼に、教授と二人で食べたの？」

「そ、そうだけど……確か、まだ残ってたような……」

「いただきます」

　と気の早い宣言をしたユミコは、ミノルの腕うでを引っ張りながらキッチンへ移動し始めた。その途と中ちゆうでテレビの前のコタツに目を向け、したり顔で頷うなずく。

「なるほど、なんでコタツなんか出てるんだろって思ったら、ここで食べたわけね。まったく、ひとの留守にやってくれるわね……」

「な、何もやってないってば。……お餅もち、僕ぼくが温めてくるから、ユミコさんはここで待ってていいよ……」

「そう？　じゃあよろしくね！」

　素す直なおにコタツへとダイブするユミコを残し、ミノルはラボエリアの反対側にあるキッチンに移動した。

　料理が趣しゆ味みのＤＤが特課の予算で購こう入にゆうしたという噂うわさのドイツ製冷蔵庫から三つのタッパーを取り出し、きなこ餅は電子レンジで、磯いそ辺べ巻きとチーズ餅はウォーターオーブンで温める。もう各二枚ずつしか残っていなかったので、素す焼やきの長皿一枚に合わせ盛りにして、お茶と一いつ緒しよに運ぶ。

　コタツにすっぽり埋うまってテレビのニュース番組を見ていたユミコは、三種類の餅が眼前に現れると子供のように顔を輝かがやかせた。しばし迷い箸ばしをしてからチーズ餅を取り皿に移動させ、いただきますと言うやいなや手づかみでかぶりつく。

「あちっ、あちち……あ、すごい。このお餅、臼うすと杵きねでついたやつだ」

「へ、へえ……そんなこと解わかるの？」

「餅つき機のお餅とは、弾だん力りよくと舌した触ざわりが違ちがうよね……っていうか、空うつ木ぎくんが持ってきたお餅じゃないの？」

「ああ、それは……」

　怪け訝げんな顔をするユミコに、「箕みの輪わさんちで貰もらったお餅で」と説明しかけた口をミノルは素す早ばやく閉じた。危あやうくバイターの犠ぎ牲せい者になりかけた箕輪朋とも美みをユミコはもちろん知っているし、学校の近くでミノルと朋美が会話しているところを目もく撃げきされてもいる。だから名前を出せば伝わるはずだが、なぜかそうしないほうがいいような気がして、ミノルは説明を微び修正した。

「……と、友達の家で分けて貰ったお餅なんです。毎年田舎いなかから送られてくるって言ってたけど、杵でついたやつだとは知らなかったなー」

「……なんだか、語ご尾びが不自然じゃない？」

「そ、そんなことないですよ。僕も一つだけ貰いますね」

　そう断ってから磯辺巻きを取り、大口を開けて齧かじる。

　ユミコはなおも怪あやしむような顔をしていたが、空腹には勝てなかったらしく、左手でチーズ餅の残りを口に入れつつ右手できなこ餅に箸を伸のばした。

　五枚の餅を数分で消しよう滅めつさせたユミコが、満たされた顔でお茶を啜すするので、ミノルはこっそり安あん堵どの息を吐はいてからふと思い出して訊たずねた。

「そう言えば、何か相談したいことがあるって言ってませんでしたか？」

「あ……うん。私の部屋でしようと思ってたんだけど……まあ、いいか」

　そう呟つぶやき、ユミコはちらりと右側のラボエリアに視線を送った。教授の超ちよう高速タイピング音が響ひびいていることを確かめてから、ミノルに向き直る。

「相談っていうのはね……サナエのことなの」

「え……生い駒こまさんの……？」

　まったく予想していなかった名前に、ミノルは思わず背筋を伸のばした。

　《狙撃者シユーター》生駒サナエは、かつてユミコとコンビを組んでいた最初期からの特課メンバーだ。武器として弓を用い、《視し認にんできる目標になら、絶対に矢を命中させられる》という強力かつ実戦的な能力で多くのルビーアイを捕ほ獲かくしたというが、イグナイターの酸欠攻こう撃げきによって脳に回復不可能なダメージを負った。

　ＮＣＡＭの診しん断だんでもイサリリ教授の《思索》能力による判断でも、サナエが昏こん睡すいから目覚める可能性はないらしい。いまも４０４号室で眠ねむるサナエを特課解散後も支える覚かく悟ごであると、さっきユミコ自身が口にしたばかりだ。

　そのサナエに関する、どんな相談があるというのか──。

　息を詰つめて言葉の続きを待つミノルに少しだけ顔を寄せ、ユミコは言った。

「空うつ木ぎくん。きみの能力……《防ぼう御ぎよ殻かく》は、きみ自身にとってもまだまだ謎なぞだらけだってことは、私にも解わかってる」

「え……？　ええ……」

「だから、具体的な根こん拠きよは求めない。単純に、きみの感覚……フィーリングだけでいいから、答えて欲ほしい」

　いっそう謎めいた言葉で前置きすると、ユミコは真しん剣けんな表情をさらに近づけ、囁ささやき声ごえでミノルに訊たずねた。

「きみの防御殻に、サナエを取とり込こんだら……小こ村むらさんのように目を覚ます可能性が、あると思う？」

「…………!!」

　それは、ミノルがいままでわずかにも考えたことのない問いだった。

　しかしユミコの立場なら、考えて当然だと思える問いでもあった。

　小村スウを取とり込こんだ防御殻の中で、大怪け我がをしたスウの頭に何かが……誰だれかが触ふれたと、ミノルは感じた。言うなれば、未知の存在に怯おびえつつもおずおずと手を伸のばす、幼い子供のような──。

　その感覚を、ミノルは広ひろ尾おの病院で教授とユミコに伝えている。目覚めた直後のスウもまた、何かに頭の中を触さわられたような気がしたと言っていた。

　ならば、生駒サナエを防御殻に取とり込こめば、その未知の何かが彼かの女じよをも癒いやしてくれるかもしれない。恐おそらくユミコは、スウが意識を取とり戻もどした時からずっとそう考えていたのだ。

　この問いには、この上なく真しん剣けんに、誠心誠意答えなくてはならない。

　ミノルは目を閉じ、あの時の感覚を呼び覚まそうとした。同時に、防ぼう御ぎよ殻かくという奇き妙みような力について、改めて考えた。

「…………可能性は…………」

　しばらくして口から出た声は、自分にも聞き取れないほどかすかだった。息を吸い、お腹なかに力を込こめて、少しだけ音量を上げて繰くり返かえす。

「……可能性は、あると思います。少なくとも、絶対にないとは断言できない……」

　ユミコが鋭するどく息を吞のむ。

　かりそめの期待を抱いだかせるだけの言葉かもしれないということは解わかっていた。しかし、それがミノルの噓うそ偽いつわりのない感覚であることも事実だった。

「……防御殻の中はたぶん、単に障しよう壁へきで遮さえぎられてるだけの空間じゃないって気がするんです。ごーん、ごーんっていう正体不明の音が聞こえるし、何時間入ってても酸欠にならないし……考えるとちょっと怖こわくなりますけど、もし殻からの中に見えない何かがいて、それが音を出したり酸素を供給したりしてくれてるとしたら……そして小こ村むらさんを目覚めさせたのもそれなんだとしたら、そいつは傷を癒いやす相手を選んだりはしないんじゃないか……って、僕ぼくはそう感じます。何の根こん拠きよもないですが……」

「…………うん。うん……そうよね……」

　ミノルの言葉を一語一語嚙かみ締しめるかのように、ユミコが頷うなずく。

　そのユミコに、ミノルは逆に問いかけた。

「あの、僕からも訊ききたいんですが……ユミコさんは、有あり明あけヘヴンズショアでイグナイターと戦った時と、この前、南青山の工場跡あとでリキダイザーと戦った時の二回、防御殻に入りましたよね。その時……何かを感じたりしましたか？　たとえば、僕たち以外の存在がいる、みたいな……？」

「…………うーん……」

　今度はユミコが、自分に問いかけるような顔でコタツの天板に視線を落とした。

　そのままの姿勢で、そっとかぶりを振ふる。

「……正直、どっちの時も目の前の敵だけで頭がいっぱいで……それ以外のことを考えたり、感じたりする余よ裕ゆうはなかったわ。きみの言うごーんごーんっていう音も、聞いたかどうか覚えてないくらいだもの」

「そうですか……」

「でも、一つだけ覚えてるのは……どっちの時も、生きるか死ぬかっていう状じよう況きようだったのに、殻の中にいる時はすごく安心できた。何て言うか、守られてるって感じがして……。──って、そのまんますぎる感想だね、これ」

　そう言って、ユミコは小さく笑った。

　その笑え顔がおを見た途と端たん、ミノルは自分でも思いがけない提案を口にしていた。

「あの……もういちど、実験してみますか？」

「え？　実験って……？」

「防ぼう御ぎよ殻かくへの、取とり込こみ実験。前にここでやった時は残念な結果でしたけど、もしかしたら、いまなら……」

　その言葉に、ユミコは何度か瞬まばたきしてから、少し慌あわてたように視線を逸そらした。

「あ……う、うん、そうかもね。私も、なんだかそんな気がするわ」

「じゃあ、教授に言って……」

　腰こしを浮うかせかけたミノルに、ユミコは軽く左手を持ち上げて座すわるよう促うながした。

「でも、いまはやめとく。もしまた失敗しまくったら、今度こそ立ち直れなさそうだから」

「…………そうですか……」

　再び座ざ布ぶ団とんに腰を落とし、ミノルはしばらく考えをまとめてから顔を上げた。

「……すみません、妙みようなことを言って。それで、話を本題に戻もどしますけど……」

「う、ううん、きみから実験を提案してくれたのは嬉うれしかったよ。……あ、ごめん、続けて」

　まだ少々うろたえている様子のユミコが落ち着くまで待ってから、ミノルは言った。

「……さっきも言ったとおり、もしサナエさんを殻からに取とり込こめたら、何かが起きる可能性はあると僕ぼくは思います。ただ、心配なのは、それが必ずしもポジティブな現象だとは限らないってことと……もう一つ、僕がサナエさんを取とり込こめる確証がないってことです」

「え…………」

　その可能性をまったく考えていなかったかのように、ユミコが目を見開いた。

「サナエは眠ねむってるだけなのよ。きみが密着しても、絶対になんの反応もしないわ。それでもだめなの？」

「ええと……」

　どう説明するべきか、ミノルはしばし言葉を探した。

「……何て言うか、僕は長いあいだ、防御殻は《拒絶》の具現化だと思ってたんです。この世界のありとあらゆるものを拒こばむための絶対的な壁かべを、サードアイが与あたえてくれたんだ、って。でも……ユミコさんやスウさんを取とり込こめた時の経験から、その考えは間ま違ちがっていたかもしれないって思うようになったんです」

「どう違ってたの……？」

「何もかも、です。防御殻が作り出しているのは《拒絶》の反対……その、口に出して言うとズレちゃうような気もするんですが、たとえば《親愛》とか、そんなものなんじゃないか、って」

　ユミコの反論を予想し、ミノルはほんの少し身構えた。

　しかしブレザー姿の少女はすぐには口を開こうとせず、コタツ布ぶ団とんに両手を突つっ込こんだ。

　コタツの中でユミコが足を伸のばしたらしく、小さな爪つま先さきがミノルの右足に触ふれた。しかしユミコは気にする様子もなく、長い沈ちん黙もくを続けた。

　離はなれたラボエリアでは、教授のキーボードが軽かろやかな音を響ひびかせ続けている。大型テレビに流しっぱなしのニュース番組では天気予報コーナーが始まり、屋外中ちゆう継けいのお天気キャスターが大げさな仕草で寒さを訴うつたえる。

「親愛……、か」

　不意にユミコがぽつりと呟つぶやいた。

「……なんとなく、解わかる気がする。きみの殻からの中には、とげとげしいものなんか何もなかった。さっきも言ったけど、完全に守られてて、穏おだやかで、優やさしくて……そんな場所だった気がする。──でも、なら、なおのこと……サナエを拒こばむ理由にはならないんじゃないの……？」

「……たぶん、僕ぼくの気持ちだけじゃだめなんです」

「え……？」

「取とり込こむ相手と、心が同調するっていうか……その、マンガみたいな表現ですけど、二人の心が一つになるっていうか、そういう状態が必要なんだと思います。──病室で小こ村むらさんを取とり込こんだ時は、見た目は昏こん睡すい状態ですけど、小村さんの心は動いていた。ガラス越ごしに僕たちの存在を感じて、モールス信号を送れるくらいの意識はぎりぎり保たれていたんです。でも、サナエさんの場合は……」

　その先を口にすることができず、ミノルはそっと無音の息を吐はいた。

　代わりにユミコが、嚙かみ締しめるような口調で言った。

「……サナエの心は、完全に閉じてしまっている……。──パートナーだった私にも、彼かの女じよの心を感じられないんだもの。きみにそれを感じろっていうのは、無理な話よね……」

「……もちろん、殻への取り込みが絶対に失敗するっていう確信があるわけじゃないんです。やってみたら、あっさり成功するかもしれない。でも……もしも失敗したら、サナエさんの体はすごい勢いで殻から弾はじき飛とばされてしまいます。その衝しよう撃げきが、彼女の状態に悪あく影えい響きようを与あたえることは充じゆう分ぶんに有り得ると思うんです」

「………………」

　ミノルが結論を口にしても、ユミコはしばらく何も言わなかった。

　俯うつむけられた顔に浮うかぶ、痛みを堪こらえるような表情を見ていられず、ミノルは視線を外そうとした。しかしその瞬しゆん間かん、長い睫まつ毛げに透とう明めいな雫しずくが宿るのに気付き、目が離はなせなくなる。

　二つの雫は少しずつ大きくなり、やがてぽろりと転がって、天板の上に落ちた。

「…………もし……もしも、きみも特課の初期メンバーだったら……」

　かすかに震ふるえる唇くちびるから、そんな言葉が発せられた。

「……きみとサナエは、きっと仲良くなれたと思うわ。人見知りするとことか、それでいて意外に頑がん固こなとことか、よく似てるから。もし二人が友達になっていたら、サナエの意識がなくても殻からに取とり込こめたかもしれないのにね……」

　コタツの中で、ユミコの両足の指が、ミノルの右みぎ脚あしをぎゅっと摑つかむように動いた。

　数秒間そのままでいてから、ユミコはゆっくりと足を離はなし、コタツからも出て立ち上がった。スカートの皺しわを軽く叩たたいて整えると、加速者はいつもの涼すずしげな笑えみを浮うかべて言った。

「……ごめんね、時間取らせちゃって。さいたま市まで送っていくわ」




　　　＊＊＊




　自宅アパートが近づくと、三み川かわは少し歩調を緩ゆるめた。

　前方の交差点のカーブミラーをじっと凝ぎよう視しし、背後に怪あやしい人ひと影かげがないことを確かめる。同時にゆっくりと鼻び腔こうから空気を吸すい込こみ、《黒》の匂においがしないかどうかチェックする。帰宅前には必ず行っているルーティーンな確かく認にん作業で、いままで尾び行こうがついていたことはないが、こういう用心の積み重ねが生死を分けることもある、とリキダイザーは言っていた。

　事実、三川は今日、大おお井い埠ふ頭とうの冷れい凍とう倉庫への移動中にリキダイザーに尾び行こうされていることに気づけなかった。あれがもしも元師し匠しようではなく《特課》の連中だったら、いまごろ三川は死ぬか、捕ほ獲かくされるか──仮に脱だつ出しゆつできたとしても、○○は確実に発見されていた。

　安全を確かく認にんしてから、最後の角を曲がる。やがて右側に、何なんの変へん哲てつもない二階建ての木造アパートが見えてくる。三川が借りているのは手前の角部屋の２０１号室で、もし室内に明かりが点ついていれば建物に入る前に解わかる。

　いつもどおり異常はなかったが、ここで最後の用心。自室の無線ルータの電波が届くぎりぎりの場所で立ち止まり、ブルゾンの内ポケットからスマホを取り出す。ネットワークに接続し、室内に仕し掛かけてあるウェブカメラのリアルタイム映像を表示させる。

　異常なし。

　ようやく安全を確信すると、アパートの階段を上って部屋の前へ。ジーンズのポケットからキーリングを取り出し、ディンプルキーをドアノブの鍵かぎ穴あなに差さし込こもうとした時、たまにやるミスが出た。キーリングに繫つないだチタンチェーンのたるみがなくなり、左腰こしのボディピアスが引っ張られたのだ。

「っ……」

　皮ひ膚ふが突つっ張ぱる不快感に、三川は反射的に体を捩よじった。

　その意図せざる動きが、三川を救った。

　ほぼ同時に、空気を切きり裂さくかすかな音が聞こえ、何かが三川の首筋を掠かすめて目の前のドアに突つき刺ささった。

「…………!?」

　警けい戒かいモードを最大限に引き上げつつも、三川の視線はドアに刺さったものに引き寄せられた。

　虫だ、と真っ先に思ったが、こんな虫はいままで一度も見たことがない。

　大きさはせいぜい七ミリ。頭が針のように鋭するどく尖とがり、その先せん端たんが合板製のドアに食くい込こんでいる。膨ふくらんだ体には、全ての昆こん虫ちゆうが持っているはずの六本足の代わりに無数の細い毛が生え、まるでイソギンチャクの触しよく手しゆのように蠢うごめいている。

　もしボディピアスが引っ張られていなければ、この虫はドアではなく、三み川かわの首筋を刺さしていたかもしれない。

　日本にこんな虫がいるとは思えない。外国から入はいり込こんできた害虫だろうか……しかも血を吸うタイプの。

　嫌けん悪お感に顔をしかめながら、三川は右手の指を伸のばし、ドアの虫を潰つぶそうとした。

　瞬しゆん間かん、うなじの産うぶ毛げが逆立つような感覚が訪おとずれた。

　もしこれがただの害虫ではなく、人造物だったら？　サードアイの異能力によって生み出された、命ある武器だったら……？

　弾はじかれるように、三川はその場で振ふり向むいた。

　二階建てアパートの前は一方通行の道路で、それを挟はさんだ向かいには四階建てのマンションがある。古さは三川の安アパートといい勝負で、吹ふき付つけ塗と装そうの外がい壁へきはあちこちひび割れ、薄うす汚よごれている。

　そのマンションの二階と三階のあいだ──。切れかけた蛍けい光こう灯に照らされる薄うす暗ぐらい外階段に、誰だれかが立っていた。

　背はさほど高くない。壁かべに遮さえぎられて、見えるのは胸から上だけだが、年ねん齢れいも性別も判断不能。なぜなら、赤っぽい色のコートのフードを深々と下ろしていて、その中が真っ暗だからだ。

　その何者かが、音もなく左手を持ち上げた。

　手て袋ぶくろを嵌はめた掌てのひらの真ん中が、蛍けい光こう灯の明かりを反射してちかっと銀色に瞬またたいた。

　音も閃せん光こうもなかったが、そこから極小の何かが発射されたのを、三川は目と耳、そして肌はだで感じた。

　銃じゆうではない。ボウガンでもパチンコでもない。能力だ。つまりあの赤コートは敵──《黒》のサードアイ保持者。

　発射された極小の物体は、直線ではなくＳ字の弧こを描えがいて飛んでくる。もし軌き道どうを操作されているなら、今度は避よけられない。

　敵を視し認にんする前から肺いっぱいに吸すい込こんでいた空気を、三川は「ふううううっ！」と細く、鋭するどく吐はき出だした。

　飛ひ翔しようする物体──恐らくは背後のドアに突つき刺ささっているのと同じ奇き怪かいな虫の周囲で、空気がきらきらと光る。三川の《相転移》能力によって空中の水分が冷れい却きやくされているのだ。

　しかし、いまは一月。年明けから晴れが続き、大おお晦日みそかに降った雪もあっさり消えてしまったので、空気は乾かん燥そうしている。湿しつ度どは三十パーセントもないだろう。

[image: ]

　それゆえに、三み川かわが作り出した過か冷れい却きやく霧ぎりは、虫を氷に閉とじ込こめて落下させられるほどの量にはならなかった。

　しかしいくらか付着した氷が虫の飛ひ翔しよう速度を落とし、回かい避ひは無理でも防ぼう御ぎよならできるだけの時間を三川に与あたえた。

　咄とつ嗟さに首を守ろうとした左手の、親指と人差し指の付け根あたりに、軽い衝しよう撃げきと鋭するどい痛みが走った。

　見ると、水かき部分の二センチほど下側に、例の気色悪い虫が深々と突つき刺ささっている。それだけでなく、無数の繊せん毛もうを使って体を回転させ、まるでドリルのように奥おくへ奥へと潜もぐり込こんでいく。

「くそっ……」

　毒づきながら、右手の指先で虫を摘つまもうとする。危あやういところで爪つめを引っかけることに成功し、力任せに引っ張ると、逆さか刺とげでも生えているかのような抵てい抗こう感を残して肉から抜ぬけた。

　なおももがき続ける虫を、三川は指先で潰つぶした。ぷちっという感かん触しよくとともに胴どう体たいが弾はじけ、嫌いやな刺し激げき臭しゆうのする汁しるが指につく。

　いっそうの嫌けん悪お感に顔を歪ゆがめる三川に、マンションの階段に立つ赤コートがまたしても左手を向けてきた。

　どうやら高速連射はできないようだが、このまま撃うたれ続けたらいつかは防ぎ切れなくなる。虫は全長七ミリ程度とごく小さいが、体内深くに侵しん入にゆうされたらとんでもなくまずいことになるはずだ。

　やむを得ない。奥おくの手てを使うしかない。

　素す早ばやく背中に右手を回し、ワンショルダーバッグのポケットから、二百ミリリットルの小型ペットボトルを引ひき抜ぬく。

　中身はただの水。しかし、《凝結者トランサー》三み川かわ霤りゆうにとっては攻こう防ぼうの要となる最大の武器である。本当は二リットルボトルで持ち歩きたいところだが、さすがにかさばりすぎるし、警官に職質でもされたら怪あやしまれるきっかけになってしまう。

　生命線のボトルを、三川は躊ちゆう躇ちよなく投げた。

　道路を挟はさんでマンションの階段までの距きよ離りは約二十メートル。ルビーアイの腕わん力りよくなら一直線の剛ごう速球で投げることも可能な距離だが、敢あえてスピードを落とし、ボトルに緩ゆるい弧こを描えがかせる。

　わずかに遅おくれて、赤コートも左手から三匹びき目の虫を発射すると、すかさずしゃがみ込こんだ。階段の外がい壁へきに隠かくれるつもりだろうが、その程度のアクションではトランサーの奥おくの手ては防げない。

　飛ひ翔しようするペットボトルに向けて、三川は胸いっぱいに溜ためた空気を「はああああっ」と太く吐はき出だした。

　ボトルに満たされた二百ミリリットルの水が、瞬しゆん時じに水蒸気へと変わった。

　水が水蒸気になる時、その体積は実に千七百倍にも膨ふくれ上あがる。当然、小さなボトルに収まるものではない。しかも三川が持ち歩いているペットボトルは、最近はやりの薄うすくて柔やわらかいエコボトルではなく、無む闇やみと頑がん丈じような海外ブランドのものだ。

　マンションの階段に飛とび込こむ寸前、ボトルはほぼ球形にまで膨らみ──バアァァァン!!　という凄すさまじい衝しよう撃げき音を響ひびかせて破は裂れつした。

　三川が投げたペットボトルの限界圧力は約二メガパスカル。その時、飽ほう和わ蒸気温度は二百度を超こえる。

　高温の蒸気が、敵が隠れる階段を完全に包つつみ込こんだ。破裂の圧力は三川のところにまで届き、飛翔中の虫も呆あつ気けなくどこかへ吹ふき飛とばされた。

　しかも破裂、いや爆ばく発はつしたボトルは無数の尖とがった破は片へんとなり、散さん弾だんのように飛び散ったはずだ。もちろんその程度でジェットアイを殺せるとは思えないが、いくらかの時間は稼かせげる。

　左手に持ったままだった鍵かぎをポケットに突つっ込こむと、三川は外廊ろう下かの柵さくを乗のり越こえ、道路に飛び降りた。衝しよう撃げきで、左ひだり肩かたから胸に延びる傷がずきりと疼うずく。

　周囲にはまだ白い霧きりが漂ただよっている。脱だつ出しゆつするチャンスはいましかない。かの液化者の弟で子しとしてはあっさり逃とう走そうするのは癪しやくだが、黒どもは決して単独では動かない。路上に人の姿はないが、どこかに仲間が最低一人は潜ひそんでいるはずだ。加えて、ディバイダに斬きられた刀傷もまだ完治していない。

　爆ばく発はつ音に驚おどろいたのだろう、周囲の建物の窓やドアが開く音が次々に響ひびいた。一いつ瞬しゆんだけ迷ってから、三み川かわは東へと走り始めた。

　もう、アパートに戻もどることはできない。リキダイザーからはいつでも部屋を捨てられる準備をしておけと言われていたので、貴重品や真の身元に繫つながるものは置いていないが、それでも約三ヶ月暮らすあいだに、それなりに居い心地ごこちの良さを感じるようになっていたのだ。

「……くそぉ……」

　ほぼ全力で走りながら、もういちど毒づく。冷蔵庫のフリーザーに、わざわざ糀こうじ谷やの氷屋で買ってきたばかりの最高級の純氷が入っていることを思い出したのだ。もちろん三川も自力で同じものを作れるが、自宅でおいそれと能力を使うわけにもいかないし、老舗しにせの氷屋の味にはわずかに及およばない気もする。あれでかき氷を作るのを楽しみにしていたのに。

　しかしいまは、氷に未練を感じている場合ではない。車やバイクを使える黒どもから徒歩で逃にげ切きらなくてはならないし、そもそもなぜ自宅を突つき止とめられたのかも不明なのだ。本当は組織の五ご反たん田だセーフハウスに逃にげたいところだが、ヤサ割れした理由が解わかるまでは近づくことはできない。

　敵の追つい跡せきを振ふり切きったと確信できたら、まずはリキダイザーに連れん絡らくしよう。そう考えながら、三川は京けい急きゆう本線の高こう架かをくぐった。

　この先には第だい一いち京けい浜ひん道の大森陸橋があり、それをくぐればすぐに平和の森公園、そして平和島公園がある。そこで追つい跡せきの有う無むは解るだろう。その前に、どこかの自じ販はん機きで水のボトルを仕入れないと──。

　目まぐるしく思考を巡めぐらせながら、三川は無意識のうちに空気の匂においを嗅かいだ。

　黒の連中が発する、エーテルめいた化学的な刺し激げき臭しゆうは感じない。つまり、少なくとも近くに能力を使っている敵はいないということだ。あの赤コートは、水蒸気グレネードで少なからずダメージを負ったに違ちがいない……。

　そんなことを考えた、その瞬しゆん間かん。

　三川霤りゆうは、自分の巨きよ大だいすぎる錯さく誤ごに気付き、激しく喘あえいだ。足がもつれて転びそうになり、危あやうく立て直す。

　匂いは、しなかった。

　いまではなく、アパートで敵の虫攻こう撃げきを受けているあいだも、三川は黒の匂いをまったく感じなかった。

　そんなことは有り得ない。あの虫は確かにサードアイ能力の産物だったし、距きよ離りもせいぜい二十メートル。擬ぎ似じ的な生命体を生み出し、それを遠えん隔かく操作するという能力の複雑さからして、被ひ探たん知ち圏けんは最低でも半径三十メートルはあっていい。

　ということは……つまり。

「……黒じゃ、ない……？」

　我知らず走るスピードを緩ゆるめながら、三み川かわは呟つぶやいた。

　あの赤コートが、《特課》に所属するジェットアイの新顔でないのなら。

　答えは一つだ。三川と同じ、赤。しかも、組織に属さない単独ルビーアイ。

　その話を、数時間前にお台場のお好み焼き屋でリキダイザーとしたばかりだ。京けい浜ひん島じまの倉庫に潜せん伏ぷくしていて、そこを急きゆう襲しゆうした自衛隊の精せい鋭えいチーム六人を軽々と殺してのけた、正体不明のルビーアイ《Ｘ》。

　しかも本来の目的は自衛隊員を殺すことではなかったはずだ、とリキダイザーは言った。

　Ｘの目的は、同類を殺すこと。

　ルビーを狩かるルビーアイ。

　三川の全身を、寒気にも似た戦せん慄りつが貫つらぬいた。

　足を止め、振ふり向むく。くぐったばかりの高こう架かのトンネルの向こうに、薄うす暗ぐらい道路がまっすぐ伸びている。人ひと影かげはない──ように見える。

　しかし、仮に相手がルビーなら、三川はその存在を匂においによって察知することができない。ルビーアイ同士は、相手が能力を使っても、基本的に何も感じないのだ。

「…………っ！」

　歯を食くい縛しばり、三川は再び走り始めた。鼻があてにならないなら、頼たよれるものは基き礎そ体力しかない。逆に言えば、三川が能力を使っても敵は匂いを感じられないということでもあるが、今度は本当に黒どもを呼び寄せてしまう可能性があるし、そもそも《相転移》を移動に役立てられるのは雨の日だけだ。

　細い道から第だい一いち京けい浜ひんに出た途と端たん、音の洪こう水ずいが三川を包んだ。

　目の前の側道や頭上の陸橋を次々と車が通過し、歩道上の通行人も、見えるだけで十人以上はいる。

　だがここで安心はできない。赤コートの虫攻こう撃げきは、いわば暗殺型能力だ。たとえ衆しゆう人じん環かん視しの状じよう況きようでも、躊躇ためらわずに撃うち込こんでくるだろう。

　三川の格好はジョガーには見えないが、この際やむを得ない。一いつ般ぱん人じんを驚おどろかさないぎりぎりのスピードで歩道を走り、最初の信号で陸橋をくぐって第一京浜の東側へ。いまはとにかく移動を続けなければ。それと、リキダイザーへの連れん絡らくも。

　走りながらスマホを取り出し、電話アプリを起動したところで、三川はある可能性に気付いて目を見開いた。

　あの赤コートがルビーアイなら、三川の自宅が知られたのは、《組織》からの情報漏もれという可能性がある。

　そして、それが意図的なものだという可能性も。

　何らかの理由で、組織が三川を処分しようとしているのかもしれない。だとすれば、それにリキダイザーが荷か担たんしていることも、残念だが有り得ないとは言えない。

　あの赤コートを送おくり込こんだのは、かつての師し匠しようなのか？

　冷れい凍とう倉庫に姿を現あらわし、お好み焼きを奢おごってくれたのは、彼かの女じよなりのお別れだったのか……？

　サードアイを宿して以来最大級の迷いに翻ほん弄ろうされながらも、三み川かわは懸けん命めいに足を動かし続けた。
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　戸山公園を貫つらぬく小道を、西に向かってゆっくり歩いていると、前方から特とく徴ちよう的な三気き筒とうエンジンの音が近づいてきた。

　黒いアグスタＦ３‐８００。酷こく使しされているはずなのにカウルは鏡のように輝かがやいていて、スクリーンも曇くもり一つない。

　そういえばこのバイクもアルファロメオと同じイタリア車だな、と思いながら立ち止まったミノルの眼前で、見事なＵターンを披ひ露ろうして停とまる。

　スタンドを立てて降車したユミコは、ミノルのために急いでくれたのだろうか、いつもの革かわツナギ姿ではなくブレザーの上にライダースジャケットを羽織り、下は膝ひざ上までのレッグウォーマーを装着しただけだ。つまり、制服のスカートはそのまま。

「あ、あの……それで高速走っても大だい丈じよう夫ぶなんです……？」

「別に脱ぬげて飛んでったりはしないでしょ」

　とコメントに困ることを言い、ユミコはリアケースからミノルのヘルメットを取り出した。以前は生い駒こまサナエが使っていたというそれを受け取り、空いたケースにメッセンジャーバッグを収納する。ヘルメットを被かぶり、内蔵されたインカムとバイザーディスプレイの電源を入れると、早さつ速そくインカムから声が流れた。

『じゃ、行きましょ。お餅もちのぶんサービスするわ』

「は、はい」

　と答えてユミコの後ろにまたがってから、サービスって何を!?　とミノルは慌あわてた。まさか《加速》を使う気なんじゃ、いやいくらなんでも……と自問自答するが、どうあれもう遅おそい。このモンスターマシンに跨またがってしまったら、あとはもうライダーの気まぐれな意思に運命を委ねるしかないのだ。

　アグスタが緩ゆるやかに発進し、ギアが二速から三速に上がった──その時だった。

『ユッコちゃん、ミッくん、まだ近くにいるか!?』

　インカムから、イサリリ教授の張はり詰つめた声が流れた。

『ええ、まだ戸山公園ですけど』

『よかった、大田区の大森西で３Ｅ事件だ！　マンションの外階段で小規模な爆ばく発はつが発生し、様子を見に出た住民二名が殺害された！』

『…………！』

　ユミコの鋭するどい息いき遣づかいがスピーカーを通して響ひびき、密着した細い体が緊きん張ちようする。

『殺害の手口は!?』

　バイクの速度を落としながらユミコがそう訊たずねると、教授は一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいを感じさせてから答えた。

『……住民は二人とも、片方の耳から血を流していて、それ以外の外傷はないようだ。つまり、ＮＣＡＭから逃とう亡ぼうした《スティンガー》の仕業である可能性がある』

「えっ……！」

　今度はミノルが驚おどろきの声を上げた。

「あいつが病院から逃にげたのは四時過ぎですよ！　それからまだ三時間も経たってないのに、もう次の事件を……!?」

『もしスティンガーだとしたら、そういうことになるな……。電車にせよ車にせよ、あるいは徒歩でも三時間あれば大田区まで行けるだろうが、行動が早すぎるのは確かだ』

『どうあれ、急行します！　空うつ木ぎくん、一いつ緒しよに行ってくれる？』

　ユミコにそう問われて、断るという選せん択たく肢しはいまのミノルの中にはなかった。

　帰宅は深夜になるか、あるいは今日は帰れないだろうし、また典のり江えに噓うそをつかなくてはいけないが、それでもジェットアイとして──特課の一員として、ミノルにはやるべきことがある。

「はい、もちろんです！」

　きっぱり答えると、ユミコはヘルメット同士をこつんと接せつ触しよくさせ、叫さけんだ。

『よし、飛ばすからしっかり摑つかまって！』

「はい！」

　もういちど頷うなずき、両りよう膝ひざと両りよう腕うででユミコの体をホールドする。

　バイクは右にウインカーを出すと、再びくるりとＵターンした。曲がりくねった道をひらりひらりと駆かけ抜ぬけ、少し広い道路に出た瞬しゆん間かん、リアケースの側面から赤色回転灯──いわゆるパトランプが飛び出し、赤い光を点てん滅めつさせる。

『教授、現場の位置を送ってください！』

　ユミコが要よう請せいすると、数秒でバイザーディスプレイの右下にカラーの地図が表示された。その中心に、赤い光がプロットされている。ミノルは大田区には土と地ち鑑かんがないが、羽田空港から北西に四キロほど離はなれた場所だ。──ということは。

「あれ……ここ、例の、《別隊》チームがスティンガーに殺された場所と近いですね……」

　ミノルがそう言うと、少ししてから教授の声が返った。

『……そうだな……。偶ぐう然ぜんなのか、そうでないのか……そもそも、マンションで起きた爆ばく発はつとはなんなのか。解わからんことが多すぎる』

「犠ぎ牲せいになった人たちは、サードアイ保持者じゃないんですよね？」

　ふと思いついてそう質問してから、すぐにいわずもがなのことだったと悟さとる。

「あ、すみません、外傷は耳からの出血だけなんでしたね」

『そうだ、《離り脱だつ》が起きていないからにはジェットでもルビーでもないだろう。ゆえに、住民二名はスティンガーのターゲットではなく、病院の時のように巻まき込こまれただけだと考えている』

『……なら、スティンガーが狙ねらった人間は別にいて、その人は特う課ちが未み確かく認にんのジェットアイだっていう可能性はありますね。爆発は、その人の能力……？』

　ユミコのその言葉に、教授はすぐには応答しなかった。

　数十秒後、バイクが早わ稲せ田だ通りに出たところでようやく、インカムからイサリリ教授にしては歯切れの悪い声が響ひびく。

『……まだデータが少なすぎる。確定的なことは何も言えない。いま、現場周辺の防犯カメラを大森署の警備課がチェックしているが、住宅街だからな……何か解ったら、すぐに情報を送る。ＤＤも病院から急行中だが、きみたちのほうが早いだろう』

『了りよう解かいです。こちらは……十五分で現場に到とう着ちやく予定』

　ユミコの返事を聞き、タンデムシート上で思わず仰のけ反ぞる。

　バイザーディスプレイのナビ画面が表示している到着予想時刻は四十分後だ。新宿区の戸山から大田区の大森までは最短ルートで二十キロ弱、どうしてもそれくらいはかかるように思えるが、《加速者》の運転にカーナビの予測は通用しないらしい。

　バイクは回転灯を光らせながら早稲田通りから神楽かぐら坂ざかを駆かけ下くだり、西にし神かん田だインターで首都高に上った。ＥＴＣを通過するや、サイレンが甲かん高だかい音で鳴なり響ひびく。

　まだ正月も三日だからか流れはスムーズだが、それでも走っている車の数は決して少なくない。しかも首都高は、直線部分がないのではないかと思えるほど曲がりくねっていて、まるでサーキットのような構造をしている。

　だがユミコは躊ちゆう躇ちよなくアクセルを開けると、左右の車線をひらひらと舞まうように走り始めた。ディスプレイ左下のＧＰＳ速度計がたちまち百キロを超こえ、強きよう烈れつな走行風が襲おそいかかってくる。後ろのミノルでさえ体を持っていかれそうになるのだから、ライダーが耐たえている風圧は推おして知しるべしだ。

　──やっぱり、いつまでもユミコさんの後ろってわけにはいかないよな……。

　と考えたその瞬しゆん間かん、ユミコがひときわ大きく右手首を捻ひねった。三気き筒とうエンジンが甲かん高だかく唸うなり、強きよう烈れつなトルクが車体をぐいっと前に押おし出だし──。

　その加速力を、ユミコの能力が何倍にも増ぞう幅ふくした。

　ズバン！　と空気が弾はじけ、バイクは二つの車線の中央を砲ほう弾だんの如ごとく突とつ進しんする。速度計のデジタル数字が、一いつ瞬しゆんだけだが時速三百キロを超こえる。

　首都高の短いストレートをまるでテレポートしたかのように突つっ切きり、数センチ浮ういていたタイヤが接地するやいなや、ブレーキローターから火花を散らして急減速。膝ひざを擦すりそうなほどのバンク角でコーナーをクリアし、次の直線に向けて猛もう然ぜんと加速していく。

　前回と違ちがって、なんとか悲鳴は上げずにすんだものの、本気で自分用のバイク購こう入にゆうを検討せずにいられないミノルだった。




　首都高池いけ袋ぶくろ線せんから八や重え洲す線、羽田線と経由したバイクが平和島インターから下道に降りた時、バイザーディスプレイの時計は午後七時九分を示していた。宣言どおり、ユミコは十五分足らずで東京都心を縦断してのけたことになる。

　サイレンを止め、回転灯だけを光らせながらさらに走ること二分。

　現場から百メートルほど離はなれた路上でバイクを降りた二人は、本部に到とう着ちやくの連れん絡らくを入れてからヘルメットを脱ぬいだ。ユミコは続けて、両りよう脚あしに装着していたレッグウォーマーも脱ぬぐ。靴くつはライディングシューズのままだが、制服の上に羽織っているジャケットとマッチしていて不自然さはない。

　ユミコのヘルメットとレッグウォーマー、ミノルのメッセンジャーバッグはリアケースに収納し、ミノルのヘルメットは車体のホルダーに引っかける。着けている時は窮きゆう屈くつなフルフェイスメットだが、脱ぬぐと今度は妙みように心こころ許もとない。

「スティンガーは耳を狙ねらってきますから、ほんとはメットを着けたままがいいんでしょうけどね……」

　ミノルが言うと、ユミコは軽く肩かたをすくめた。

「それはそうだけど、路上でメット被かぶりっぱなしなのは不自然だし、こっちの身元がバレる手がかりにもなっちゃうからね。大だい丈じよう夫ぶ、耳はこれで守れるわ」

　そう言ってユミコがライダースジャケットの胸ポケットから取り出したのは、二組のワイヤレスイヤホンだった。金属製のハウジングから、透とう明めいなアンテナ状のパーツが伸のびている。

「ちょうど基地で試作品が完成したとこだったから持ってきたの。着けてみて」

「は……はい」

　受け取ったそれを両耳に押おし込こむ。激しく動いても外れないようにするためだろう、カナル型のイヤーピースがかなりきつめのフィット感なので、外部の音がほとんど聞こえなくなる。

　しかし直後、自動的に電源が入ったのか、再び環かん境きよう音が甦よみがえった。自分もイヤホンを装着したユミコの、「どう、聞こえる？」という声は無線通信によるものだろうが、違い和わ感かんはまったくない。

「ええ、クリアに聞こえます。……これ、わざわざ対スティンガー用に作ったんですか？」

「まさか、開発が始まったのはずっと前よ。ほんとの用よう途とはあとで説明するわ、いまは現場に急ぎましょう」

「はい！」

　頷うなずき合い、二人は住宅街の道路を走り始めた。

　やがて前方に赤ランプを点つけたままのパトカーが何台も見えてくる。狭せまい道路は完全に封ふう鎖さされ、その手前には黄色いテープが張られている。奥おくに見える四階建てのマンションが、殺人事件の現場だろう。

　漫まん画がや映画ではこんな時、秘密組織のエージェントは堂々と封ふう鎖さテープをくぐり、駆かけ寄よってくる刑けい事じに秘密の身分証を見せて「そ、それは……！」的な反応をされるものだが、残念ながら特課には物体としての身分証は存在しない。特課の存在を知っているのは警察庁の警備局と警視庁公安部の限られた人間だけらしく、高校生のミノルたちが現場で身分証を振ふりかざしても所しよ轄かつ署の警察官には通用しないのだ。

　ゆえに二人は、現場を遠巻きにしている数十人の野次馬の後方で足を止め、まず空気の匂においを確かめた。

　夜になっていちだんと冷ひえ込こんできた空気には、いまのところ特とく徴ちよう的な獣けもの臭くささは含ふくまれていない。マンションの住民を殺したのが《刺撃者ステインガー》だとしても、すでに近くにはいないようだ。

　この現場からスティンガーを追つい跡せきするには、《探索者サーチヤー》ＤＤの力が必要だろう……とミノルが考えたその時、まるで思考を読んだかのように、ワイヤレスイヤホンから当人の声が聞こえた。

『こちらＤＤ、ごめんユミコちゃん、山手トンネルで渋じゆう滞たいに捕つかまった……次の出口でルート変へん更こうするけど、現場到とう着ちやくは七時四十分前後の予定』

　どうやらイヤホンにはネットワーク接続機能もあったようで、これなら連れん絡らくのためにいちいちスマホを取り出す必要はない。これが《ほんとの用途》だったのだろうと感心していると、隣となりに立つユミコが小声で応答した。

「了りよう解かい、現場にはいまのところルビーの気配はないわ。私たちは周辺を捜そう索さくしてみる」

『ラジャー、でもくれぐれも気をつけてくれよ』

　通信が終しゆう了りようし、二人は顔を見合わせた。

「……あと二十五分も待ってられないわね」

「ええ……スティンガーに狙ねらわれたジェットアイの人が心配です。ここからは逃にげおおせたみたいですけど、殺される前に助けないと……」

　ミノルの返事に、ユミコも深く頷うなずいた。

「そうね。……空うつ木ぎくんなら、どっちに逃にげる？」

　唐とう突とつな問いに、思わず周囲を見回す。

　現場マンションは三方が他の建物に囲まれていて、逃げる経路は二人が立っている道路しかない。つまりここを、西に行ったか東に行ったか……だ。

　移動中に叩たたき込こんできた周辺地図を頭に展開する。ここから西に行けば、細い道路が縦横に入り組んだ住宅街がどこまでも続いている。

　いっぽう東に行けば、線路と国道を越こえた先は埋うめ立たて地だ。住宅はまったく存在せず、あるのは倉庫や工場、公園や卸おろし売うり市場だけ。

「東……ですね」

　体の向きを変え、ミノルは言った。

「スティンガーの能力でいちばん怖こわいのは、物もの陰かげからスパインバグを撃うたれることです。僕ぼくの時も、首に虫が刺ささるまでぜんぜん気づけなかった……だから、ごみごみした住宅地よりは、開けた埋立地のほうが対処しやすいはずです」

「うん……そうね。なら、こっちに行ってみよう」

　即そく座ざにそう答えたユミコが道路を走り始めるので、ミノルも急いで追いかけた。

　京けい急きゆうの線路と第だい一いち京けい浜ひんの陸橋をくぐり、平和島の埋立地方面へと向かう。走る間も、常に空気の匂においを確かめ続ける。広大な埋うめ立たて地からたった一人の敵を探し出すには、ルビーアイの臭しゆう気きに頼たよるしかない。

　だが、サードアイ所持者の被ひ探たん知ち圏けんは広くても数十メートルであり、しかも明確な匂においを感じられるのは相手が能力を使っている時だけだ。桁けた違ちがいの嗅きゆう覚かくを持っているＤＤがいれば……とまたしても考えてしまうが、渋じゆう滞たいばかりは仕方がない。

　せめて自分の鼻を最大限に活用しようと、ミノルは顔をわずかに仰あお向むけながら走った。

　そのせいで、下方向への注意がおろそかになり。

　あっ、と思った時にはもう、路面の窪くぼみに足を取られてものの見事に転んでいた。顔面から道路に突つっ込こむことだけはどうにか回かい避ひしたが、両手を地面に突ついて、まるで腕うで立たて伏ふせのような格好になってしまう。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　心配半分、呆あきれ半分な顔で駆かけ戻もどってくるユミコに、ミノルは気き恥はずかしさを堪こらえながら答えた。

「だ……大だい丈じよう夫ぶです、ちょっと足あし許もとがおろそかになっちゃって……」

「新米ジェットあるあるね、一度コケれば気をつけるようになるわ」

　そう言いながらユミコが差し出してくる右手を、ミノルは左手で摑つかんだ。

　引っ張られるままに立ち上がろうとした、その刹せつ那な──。

「…………!!」

　ミノルは両目を見開き、ユミコの手を離はなした。

「きゃっ、ちょっと！」

　いきなり荷重を失ったユミコが、勢い余って路面に尻しり餅もちをつく。その姿勢のまま何かを喚わめこうとするのを、広げた左手で制する。

「ユミコさん……匂においが」

　ミノルがそう告げると、ユミコの表情が怒いかりから途と惑まどいへと変わった。その顔から視線を外し、再び路面に両手をついて、鼻に全神経を集中する。

　確かに、感じる。ごく希き薄はくだが、この匂いを嗅かぎ間ま違ちがえるはずがない。都会には不似合いな、野性の獰どう猛もうさを感じさせる匂い。

　その源を求めて、ミノルは四よつん這ばいのまま左へと移動した。埋うめ立たて地へと続く道は二車線で、いつ後ろから車が来てもおかしくないが、それはユミコに任せて瞼まぶたも閉じる。あまりにも仄ほのかな、風が吹ふいただけで消えてしまいそうな匂いを辿たどること、十数秒。

　ついに少しだけ匂いが濃こくなった……と感じた瞬しゆん間かん、ミノルは両目を見開いた。

　道路脇わきの白線に沿うように、それは存在した。街灯の明かりを受けてかすかに光る、微び細さいな糸──。

　指先でそっとつまみ上げると、糸はわずかな抵てい抗こう感を残して切れ、ミノルの指先から二十センチほど垂れ下がった。

「ユミコさん、これ」

　怪け訝げんな顔で歩み寄ってきたユミコの鼻先に、重さなど存在しないかの如ごとくふわふわ漂ただよう糸を近づける。慎しん重ちように匂いを嗅いだユミコが、弾はじかれたように上体を仰のけ反ぞらせる。

「……！　ルビーの匂におい……」

「ですよね。……これは、スティンガーが能力で生み出したものだと思います。教授はあいつの《ワイヤーワーム》が、数千本の極ごく細ぼそ繊せん維いの集合体だって言ってました。その繊維の一本なんじゃ……」

「……でも、なんでそんなものが道路に落ちてるの？　こんな細い糸じゃ、攻こう撃げきにも防ぼう御ぎよにも使えないでしょ……」

　そこまで言ってから、ユミコは自分で答えに辿たどり着ついたようだった。

「そうか……これは、追つい跡せき用ね！」

「だと思います。現場から逃にげたジェットアイに、糸を出す虫をくっつけて、目もく撃げき者を殺してから糸を追っていったんじゃないでしょうか」

「ってことは……この糸の先に、スティンガーがいるわけね！」

　ユミコは上体を屈かがめてじっと路面を睨にらんだ。すぐに顔を上げ、ミノルを見て叫さけぶ。

「昼間は無理だったでしょうけど、いまなら光を反射してぎりぎり見えるわ！　走るわよ！」

「り……了りよう解かい！　僕ぼくは周辺を警けい戒かいします！」

　糸の追つい跡せきはユミコに任せ、道路の前後や左右の建物にくまなく視線を飛ばしながら、ミノルは走り始めた。




　　　＊＊＊




　大量の水がある場所なら、どんな敵が相手だろうと、たとえ勝てなくても負けることはない。

　それが《トランサー》三み川かわ霤りゆうの矜きよう持じだった。しかし三川は、大きな池がある平和の森公園と平和島公園を突つっ切きり、なおも東へと走り続けた。

　ルビー狩がりのルビーアイ、赤コートの虫使いに心底怯おびえたというわけではない。厄やつ介かいな能力だとは思うが、無限に使える水があればいくらでも対処できるし、そもそもペットボトル爆ばく弾だんで負傷して追ってきていない可能性もある。

　なのに、胃を締しめ付つけるような焦しよう燥そう感はいっこうに消えない。

　それはもしかしたら、赤コートのせいではなく──あの男、もしくは女が姿を現あらわした理由が解わからないからかもしれなかった。

　公園で赤コートを待ち受け、戦い、倒たおす。しかしそれで、問題が全て解決するという保証はない。

　もし《組織》、あるいはリキダイザーが三川を処分すると決めて暗殺者を送おくり込こんできたのなら、状じよう況きようは果てしなく深刻だ。三川霤という名前と住すみ処か、そして生活費を与あたえてくれているのは組織であり、それら全てが断たたれてしまう。いや、生活の心配以前に、たとえ赤コートを返かえり討うちにしてもいずれ次の刺し客かくが……ことによればリキダイザー本人が三川を消しにくるだろう。

　ぼくはどうすべきか。いや、どうしたいのか。

　消えない焦あせりと迷いを抱かかえたまま、新平和橋で運河を渡わたって東海一丁目に入る。このまま走れば首都高湾わん岸がん線せんに突つき当あたり、それを越こえるとＪＲの操車場とコンテナヤード、その先は──大おお井い埠ふ頭とう。

　……まあ、いいか。

　と、不意に思った。

　死ぬ時が来たら死ぬ、それだけだ。全球凍とう結けつという夢を実現できなくなるのは残念だが、組織の……リキダイザーの手助けがなければ、どうせいずれ黒の奴やつらに殺されていた命なのだ。それに、いままで無関係の人間を山ほど殺してきた三み川かわが、自分の番が来たからといって慌あわてふためくのは滑こつ稽けいというものだ。

　しかし、せめて、死に場所は選びたい。あの冷たく静かな場所で、○○と一いつ緒しよに永遠の眠ねむりにつきたい。

　ブルゾンのポケットの中で握にぎり締しめたままだったスマホを引っ張り出すと、三川は今度こそ電話アプリのアイコンをタップした。

　どうせいまの三川が電話をかける相手はリキダイザーくらいのものなのだから、ホーム画面に短縮アイコンをセットしておければ楽なのだが、それではこのスマホが敵の手に落ちた時に一発で繫つながりが露ろ見けんしてしまう。発着信履り歴れきが残らない専用アプリを起動し、暗記している電話番号を素す早ばやく入力。もちろんここまでしても、キャリア会社の発着信記録を確かく認にんされればそれまでだが、いくばくかの時間は稼かせげるということらしい。

　これが最後の電話になるのだろうか、と思いながら三川は発信音を聞いた。

　ダイヤル三回で、相手が出た。

『あたしよ』

　いつもとまったく変わらない──ように思える声。下腹に力を込こめ、名乗る。

「三川です。自宅を襲しゆう撃げきされました」

　いきなり本題を告げると、回線の向こうで鋭するどく空気を吸すい込こむ音がした。

『黒なの？　怪け我がは？』

　冷静さの中にもわずかな驚おどろきと不安を感じさせる問いかけが、仮に演技だとしても三川には決して見破れないだろう。いまはただ事実を伝えるしかない。

「怪我はないですが、脱だつ出しゆつする時にペットボトル爆ばく弾だんを使ったのでいまごろ騒さわぎになってるはずです。警察が来たかもしれない」

『いいわ、そんなの。いまは連中から逃にげ切きることだけ考えて』

「それが……」

　脳のう裏りに不気味な赤コートの姿を甦よみがえらせながら、三川は言った。

「襲おそってきたのは黒じゃなくて、赤なんです。能力を使っても何の匂においもしなかったから間ま違ちがいないです。たぶんあいつは、京けい浜ひん島じまで自衛隊員を殺した……」

『《Ｘ》!?　どうして坊ぼうやの家に……!?』

　三川には本当に驚いているとしか思えない声を漏もらしたリキダイザーは、続けて限界の早口でまくし立てた。

『──もし組織からの情報漏もれなら、セーフハウスは危険よ、絶対に近づかないで。他の場所でピックアップするわ、現在地は!?』

　ここが運命の分かれ目だ。

　走りながらも一いつ瞬しゆん瞼まぶたを閉じ、三み川かわは言った。

「いま、夕方に師し匠しようが来た《例の場所》に向かってます」

『了りよう解かい、そこで合流しましょう。そうね……三十、いえ二十五分で着くわ』

「了解。敵は撒まきましたから、安全運転でお願いします」

　通話を終えると、三川は深く呼吸した。

　仮にリキダイザーが、三川を助けるためではなく殺すために現れたら、もう逃にげるのはやめよう。もちろん抵てい抗こうはする。返かえり討うちにするつもりで戦いを挑いどむ。しかしそれで敗れたら──その時は、液化するのではなく倉庫の中で凍とう死しさせてくれるように懇こん願がんするのだ。彼かの女じよとても、元弟で子しの最さい期ごの頼たのみくらいは聞いてくれる、かもしれない。

　広大なコンテナヤードを抜ぬけて、東海道貨物線の線路を越こえ、大おお井い埠ふ頭とうの倉庫街に入る。正月なので車も人もまったく通らない。時折後ろを振ふり向むくが、追つい跡せき者の姿もない。

　暗い道路を右に、左に曲がりながら走り続け、潮の匂においがしてきた頃ころ、前方に見慣れた四角いシルエットが現れた。

　築何十年かという古びた冷れい凍とう倉庫。今日の昼間にも訪おとずれた場所だが、夜は佇たたずまいがまったく違ちがう。いまも使われている商業施し設せつだとは到とう底てい思えない、まるで巨きよ大だいな墓標の如ごとき寂せき寥りよう感──。

　そんな柄がらにもないことを考えながら、三川はトラックヤードを横切り、冷凍倉庫の側面へと回った。

　枯かれた植うえ込こみに囲まれた一いつ般ぱん車用の駐ちゆう車しや場に、停とまっている車両はない。リキダイザーは二十五分と言っていたが、もし三川を殺しに来るなら到とう着ちやくはそれより早いだろう。倉庫の壁かべ際ぎわにある水道栓せんに歩み寄り、蛇じや口ぐちを全開にする。水が落ちる場所にある排はい水すい口にふっと息を吹きかけて凍とう結けつさせると、行き場を失った水が、アスファルトの上に黒々とした水たまりとなって広がっていく。

　左ポケットの鍵かぎを使って倉庫の冷凍室に入りたいという欲求を、三川は抑おさえた。環かん境きよう的には中のほうが戦いやすいが、○○を閉とじ込こめた柱がリキダイザーのデタラメな力に巻まき込こまれ、溶とかされてしまうかもしれない。それだけは絶対に防がなくては。

　しかし屋外でも、大量の水を使えるなら戦いようはある。

　水道栓せんからばしゃばしゃと迸ほとばしる、氷のように冷たい水を三川は両手で受け止めた。掌てのひらに溜たまる水に向けて、ふうううっと息を吹きかける。水の塊かたまりが少しずつ大きくなり、十センチほどになったところで手を引ひき抜ぬく。

　掌に載のっているのは、透すき通とおった氷の球体。イメージ力で水の凝ぎよう結けつを制せい御ぎよし、真球を作れるようになるまでには長い修練が必要だった。

　この氷球は、水道水に含ふくまれるミネラルや塩素などの不純物を可能な限り排はい除じよした単結けつ晶しよう氷なので硬かたく、溶とけにくい。同じものを次々に生成し、駐ちゆう車しや場に広がり始めた水たまりの各所に転がしておく。アスファルトが黒っぽくて、氷球が完全に透とう明めいなので、水面で揺ゆれる反射光に同化してしまって三み川かわにもなかなか見分けられない。

　最後に作った三つを、ブルゾンの両ポケットと左手に一つずつ隠かくし持もって、準備は終わった。

　左手首の安物クォーツ時計を見ると、リキダイザーに予告された合流時間まであと十五分。そろそろ、いつ現れてもおかしくない。駐車場の入り口は正面のトラックヤード側と、後方の一いつ般ぱん車用ゲートの二箇か所しよだが、恐おそらく後ろからだろう。水たまりの中央に立ち、そちらに体を向ける。スニーカーに冷たい水が染しみ込こんでくるが、いまはまったく気にならない。

　極限状じよう況きようではあるが、頭の中は不思議に静かだった。

　今夏の東京オリンピックに合わせて、去年から運用が始まった新ルートで羽田空港に着陸する飛行機が、驚おどろくほど低いところを通過していく。その轟ごう音おんにも精神状態は変わらなかったが、それでも一時的に周囲の音が全て搔かき消けされた。

　だから、三川がそれに気づけたのは、今度は偶ぐう然ぜんではなく極限まで高まった集中力によるものだろう。

　飛行機の轟音に混じって、小さな……ごくささやかな風切り音が、頭のすぐ後ろでシュッと鳴った。

「…………！」

　反射的に体を傾かたむけた三川の首を、後方から高速で飛ひ翔しようしてきた何かが掠かすめた。自宅アパートの玄げん関かん先で襲おそわれた時と、まったく同じ感覚。

　前方に飛び去ると見せて、急激にターンして戻もどってくる小物体に向けて、三川は足あし許もとの水を思い切り蹴けり上げた。無数の水の飛沫しぶきに、鋭するどく、しかし静かに息を吹ふきかける。凍こおるのではなく過か冷れい却きやく状態になった水すい滴てきが、飛ひ翔しようする物体に触ふれるそばから凝ぎよう結けつし、やがて分厚い氷の中に閉とじ込こめる。

　足許の水たまりにぼちゃっと落下したその氷ひよう塊かいを、三川はスニーカーの底で思い切り踏ふみ砕くだき、素す早ばやく振ふり向むいた。

　駐車場の入り口、トラックヤードの境界付近に、ひっそりと立つ人ひと影かげがあった。

　遠い街灯の光を受けて、マットな質感の暗赤色に染まるロングコート。手には同色の手て袋ぶくろ、足にはロングブーツ、というより長なが靴ぐつ。そして顔は大きなフードに隠かくされて見えない。

　三川はもういちど、空気の匂においを嗅かいだ。

　やはり、《黒》のケミカルな能力臭しゆうはまったく感じなかった。

　間ま違ちがいない。自宅で襲おそってきた赤コートのルビーアイだ。

　しかし、追つい跡せきは完全に振ふり切きったはずなのに、どうしてこの倉庫に。

　その答えは、考える必要もないほど明白だった。三川の脳は、結論を受け入れることをしばし拒こばんだが、目の前の事実は否定できない。

　あのルビー狩がりを送おくり込こんできたのはリキダイザーだ。三み川かわとの電話を切った直後に、赤コートに連れん絡らくし、この合流場所を教えた。それ以外に考えられない。

　つまり、捨てられたのだ。《組織》の幹部であり指導役メンターであり、お好み焼きを奢おごってくれた元師し匠しように。

　自分でも意外なほどの衝しよう撃げき、あるいは絶望のようなものを感じていることに、三川は少し驚おどろいた。殺人病のルビーアイ同士なのだから、いつかこんな時が来ることも想定していたつもりだし、今日の夕方に冷れい凍とう倉庫で対たい峙じした時も、○○の氷を溶とかされるくらいなら殺す……と確かに思ったはずなのに。

　──でも。

　戦いが避さけられないなら、その相手は師匠自身であって欲ほしい。少なくとも、顔も名前も解わからないルビーアイに、仕事みたいに消されるのは御ご免めんこうむる。

　暗殺者ならば必殺であるべき初しよ撃げきを、これで二回連続外されたというのに、赤コートに動どう揺ようの気配はなかった。長なが靴ぐつめいたブーツで駐ちゆう車しや場を横切り、三川が立つ水たまりの中に躊躇ためらいなく踏ふみ込こんでくる。

　リキダイザーの手先ということはトランサーの能力も知っているはずなのに、水を避さけないというのはよほど自分の力に自信があるのか、それとも単に無む謀ぼうなのか。どちらにせよ、戦うと決めたならば容よう赦しやはしない。

　三川は、左手に持っていた氷球を右手に移し、敵の左半身を狙ねらって投げつけた。

　距きよ離りは二十五メートル。自宅前の時より遠いが、ペットボトルよりはずっとスピードが出るし、コントロールも付けやすい。

　三川の狙ねらいどおり、赤コートは氷球を右に動いて回かい避ひしようとした。

　その方向には、三川が転がしておいた別の氷球が存在した。三川は二つの氷に同時に意識を繫つなぎ、「はああああっ！」と息を吐はいた。

　氷球をただ溶とかすのではない。外側を厚さ一センチだけ残して、内部の氷を、水をすっ飛ばして瞬しゆん時じに水蒸気へと変えるのだ。

　三川がフルパワーで放った念──組織では《セブンス・フォース》などと呼ぶらしい見えない力が、氷の内側の水分子を激しく振しん動どうさせ、高圧高温の飽ほう和わ水蒸気へと変えた。

　厚さ一センチの氷球改め氷ひよう殻かくは、巨きよ大だいな圧力に一いつ瞬しゆんだけ耐たえてから、甲かん高だかい破は裂れつ音を響ひびかせて爆ばく発はつした。

　氷の殻からは、鋭するどく尖とがった無数の氷ひよう弾だんへと姿を変え、赤コートの全身に左右から突つき刺ささった。残りの氷弾の大部分は地面と空に向かったが、少なくない数が倉庫の壁かべに命中し、そしていくつかは三川のほうにも飛んできた。「はっ！」と短く息を吐はいてそれらを水に戻もどし、ブルゾンで受け止める。

　このアイスグレネードは、高度な開発力を持つ《特課》のバトルスーツでさえ貫つらぬき、ディバイダに重傷を負わせたのだ。市し販はん品のコートごときで防げるものではなく、赤コートは大きなダメージを受けたはずだ。

　しかし、ここで油断するなというのが師の教えだ。敵が倒たおれても容よう赦しやなく畳たたみかけ、サードアイを離り脱だつさせる。そこまでしなければ、勝ったと思ってはいけない。

「ふううううっ！」

　水たまりでよろめく赤コートの足あし許もとに、三み川かわは鋭するどい息を吹ふきかけた。厚さ五センチ近い水たまりが、半径二メートルにわたって瞬しゆん時じに凍とう結けつし、敵の足を固定する。これでもう靴くつを脱ぬがなければ動けない。

　右ポケットから新たな氷球を取り出し、投とう擲てき体勢に入る。

　今度は顔を隠かくすフードの中に放ほうり込こんでやる。顔面でアイスグレネードが爆ばく発はつしたら、氷ひよう弾だんは顔の骨を貫つらぬいて脳に食くい込こむ。それで生きていられる人間は、ルビーだろうとジェットだろうと存在しない。

　渾こん身しんのオーバースローで氷球を投げようとした三川は、しかし直後、両目を見開いた。

　赤コートの全身から、遠い街灯の明かりを受けて白く光る欠片かけらがばらばらと落下していく。あれは、コートの布地に食くい込こんでいた氷弾だ。恐おそらく、ただの一発も貫かん通つうしていない。

　驚きよう愕がくに包まれつつも、三川は姿勢を崩くずすことなく氷球を投げた。しかも、咄とつ嗟さにコースを低めに変えて。

　最大の武器を限界まで磨みがきなさい、というリキダイザーの教えを守り、近きん隣りんの埋うめ立たて地に数多くある公園で投球練習を積んできたのだ。草野球チームの監かん督とくだという男に声を掛かけられ、チームに入れられそうになってしまったことさえある。

　三川が投じた低めのストレートは、たとえ体を屈かがめても避さけられない。顔面ほどではないが、胴どう体たいのどこかに命中した途と端たんに爆ばく発はつさせれば、今度こそ致ち命めい傷しようを与あたえられるはず。

　唸うなりを上げて飛ひ翔しようする必殺の一球を。

　赤コートは、足あし許もとの氷から無造作にブーツを引ひき抜ぬき、右に一歩動いて避よけた。

　暗くら闇やみに飛び去った氷球が、トラックヤードで何かに当たって砕くだける音を、三川は呆ぼう然ぜんと聞いた。

　なぜ動けるのだ。いくら長なが靴ぐつタイプのブーツでも、五センチの厚さの氷からはそう簡単には抜ぬけ出だせない。

　もしかしたら、靴を氷漬づけにされる状じよう況きようを想定して、つるりとした素材のブーツにたっぷりと油かなにかを塗ぬってきた？

　だとすれば、それは間ま違ちがいなくリキダイザーの指示だ。元師し匠しようは、そこまでして入念に、確実に、三川を殺そうと……いや、どこの誰だれとも解わからないルビーアイ《Ｘ》に殺させようとしている。

　改めてそう認にん識しきした途と端たん、三川の体から一いつ瞬しゆんだけだが力が抜ぬけた。

　その隙すきを狙ねらい澄すましたかのように──。

　赤コートが持ち上げた左手の掌てのひらから、何かごく小さなものが立て続けに三回発射された。

　あの虫だ、止めなければ、と三み川かわの脳の一部……もしかしたらルビーアイそのものが考え、半ば自動的に足あし許もとの水を蹴けり上げた。

　水飛沫しぶきの壁かべに息を吹ふきつけ、過か冷れい却きやく状態へ。これで虫攻こう撃げきは防げる。その後は、水たまりに残っている氷球を全て爆ばく発はつさせて……。

　その時。

　ルビーアイの視力ならぎりぎり視し認にんできる程度のスピードで飛んでくる三匹びきの虫が、尻しりから白い炎ほのおを噴ふき出だした。

　まるで超ちよう小型のミサイルの如ごとく瞬しゆん時じに加速した虫たちは、三川の動体視力を振ふり切きり、消えた。空中で、過冷却水の粒つぶが次々と粉ふん砕さいされ、微び細さいな飛沫しぶきへと変わった。

　直後、右みぎ肩かたと左ひだり腕うで、そして腹の真ん中あたりに強きよう烈れつな衝しよう撃げきと熱感が生まれた。針のように硬かたく鋭するどい虫に貫かん通つうされたのだと悟さとったのは、背中から水たまりに倒たおれ込こんだ時だった。

　二秒ほどのラグを経て襲おそってきた激痛に耐たえながら、三川は自分のダメージを検分した。

　右肩と左腕の傷は、痛いが致ち命めい傷しようではない。しかし腹の傷はまずい。重要な臓器が傷ついた感じがするし、転てん倒とうの衝しよう撃げきで左胸の刀傷から再び出血したようだ。

　早く……、早く残りのグレネードを起き爆ばくしないと。

　左手で右肩の傷をかばい、右手だけでどうにか上体を起こした三川の視界で。

　またしても、白い光が瞬またたいた。

　飛来した四匹ひき目のミサイル虫が、右胸に突つき刺ささり、背中から抜ぬけた。再びもんどり打って倒たおれる。

　起き爆ばくを。

　その一念で、三川は水たまりに倒たおれたまま息を吸おうとした。

　しかし、空気がほとんど胸に入ってこない。肺に穴が開いて、開放性気胸を引き起こしたのだ。右肺は小さく虚きよ脱だつして機能を失っている。左肺はどうにか無事だが、ディバイダに受けた傷が邪じや魔まして限界まで空気を吸えない。

　これでは、三川は《凝結者トランサー》としての能力を発動できない。

　倒たおれた三川に向かって、ルビーアイ《Ｘ》が音もなく歩み寄ってくる。

　相変わらず、フードの下の顔は見えない。感情もまったく感じられない。

　サードアイ保持者の力は、例外なく自分以外の世界への恐きよう怖ふを源としている──と言ったのは誰だれだっただろう。あの言葉は、三川にもいくらかの共感をもたらした。確かに三川が幼い頃ころから感じてきた、周囲の人々との間にある壁かべは、恐怖が生み出したものかもしれない。それが決定的になったのは、○○がもう二度と目覚めることはないと知ったあの日だ。三川は自分と○○を助けてくれなかった世界を憎にくみ、その世界で最もありふれた物質である《水》を、心の奥おく底そこで恐おそれるようになった。

　人間は水でできている。そう考える時、三み川かわは深い恐きよう怖ふに捕とらわれる。

　しかし、この《Ｘ》は、そんな恐怖をまったく感じさせない。虫を生み出し、操あやつる力ならその源には虫への恐怖があるはずなのに、《Ｘ》の挙動はあまりにも淡たん々たんとしていて……まるで自分の能力など、道具の一つとしか思っていないかのようだ。

「……おまえ、は……」

　口から血の混じった泡あわを零こぼしながら、三川は掠かすれ声を押おし出だした。

　──お前は本当にルビーアイなのか。そう聞きたかったが、もう声が出なかった。

　十メートルの距きよ離りにまで近づいてきた赤コートが、無造作に左手を持ち上げる。金属の円えん盤ばんのようなものが張はり付ついた掌てのひらから、かすかな音を立てて新たな虫が発射される。

　細長いミサイル虫ではなく、最初に三川を襲おそってきた丸っこいトゲ虫。あれが体のどこかに潜もぐり込こんだら、取り返しのつかないことになる。防ぼう御ぎよではなく回かい避ひしなくては。

　そう思ったが、体が動かない。呼吸が満足にできないせいで、体内の酸素が急激に失われつつあるのだ。

　かすかな風鳴り音を響ひびかせて、トゲ虫は大きな弧こを描えがき、三川の首筋目め掛がけて急降下してきた。

　突とつ然ぜん──。

　左側の植うえ込こみを突つっ切きって、何者かが駐ちゆう車しや場に飛び出してきた。体を投げ出すようにして右手を伸のばし、三川の首に突き刺ささる寸前だったトゲ虫をキャッチする。直後、ぷちっという音とともに少量の液体が飛び散った。

　……師し匠しよう……？　なんで助けるんです……？

　酸欠気味の頭でそう考えた三川は、潰つぶれたトゲ虫の残ざん骸がいに少し驚おどろいたような顔を向ける闖ちん入にゆう者を見た瞬しゆん間かん、自分が死にかけていることも一いつ瞬しゆん忘れて喘あえいだ。

「…………っ!?」

　リキダイザーではない。

　男……同年代の、恐おそらくは男子高校生。ジーンズにマウンテンパーカーという服装は平へい凡ぼんだが、光が当たった部分が灰色に見える特とく徴ちよう的な髪かみ色を忘れるはずがない。

　こいつは《黒》だ。《特課》のジェットアイ、コードネーム《アイソレータ》。

　──なぜこの場所に？　どうしてぼくを助ける……？

　声にできない三川の疑問に答えることなく、灰はい髪がみの少年は素す早ばやく立ち上がった。

『逃にげて！　できるだけ遠くに』

　恐おそらく三川に向けて発せられた声は、妙みように人工的な響ひびきを帯びていた。そこでようやく、アイソレータが履はいているスニーカーが地面の水に接していないことに気付く。彼かれの能力、不可視の障しよう壁へきを発生させているのだ。声は、障壁の上から左手首に固定した小さな機械から出ているらしい。
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　そのささやかな疑問が氷解しても、なぜ黒が三み川かわを助けるのか、という謎なぞは残ったままだ。しかしアイソレータはほとんど三川の顔を見ることもなく立ち上がり、赤コートに向かっていった。

　《Ｘ》が左手を掲かかげ、今度はミサイル虫を発射する。

　白い炎ほのおを噴ふん射しやした極ごく細ぼその針が、恐おそらく銃じゆう弾だん並みのスピードで少年の顔に迫せまり──びぎっ、という鈍にぶい音を発して弾はじき飛とばされた。

　予想はしていたが、相変わらず空恐おそろしい防ぼう御ぎよ力だ。赤コートが初めて後退し、アイソレータと距きよ離りを取ろうとする。

　三川が作った水たまりから出た赤コートが足を止めた、その時。

　再び左の植うえ込こみの中で、オレンジ色の光と破は裂れつ音が三回連続した。

　拳けん銃じゆうだ。リキダイザーだろうか、と三川は再び思ったが、今度も違ちがった。

　植え込みから飛び出してきたのは、ブレザータイプの制服の上に革かわのライダースジャケットを羽織り、黒タイツにライディングシューズという格好の女子高校生。以前もアイソレータとコンビを組んでいた特課のジェットアイ、《アクセラレータ》だ。

　拳けん銃じゆうの三連射を受けた《Ｘ》が、ぐらりと体を揺ゆらした。

　一発のエネルギーは三川のアイスグレネードが勝まさるだろうが、貫かん通つう力では銃じゆう弾だんのほうが上だ。今度こそコートを貫かん通つうし、致ち命めい傷しようを与あたえたに違ちがいない。装備の質で黒に劣おとるルビーアイでは、本格的な防ぼう弾だん服を入手することは不可能……。

「……な…………」

　再び、驚きよう愕がくが死の恐きよう怖ふを上回った。

　《Ｘ》が着ている暗赤色のロングコートの表面が、数箇か所しよであたかも生物組織の如ごとくうねうねと動いたのだ。

　まるで表地の下に無数のミミズが這はい回まわっているかのような、生理的嫌けん悪おを呼び覚ます動き。三箇所に凝ぎよう縮しゆくしていたミミズが再び広がると、そこからぽろぽろと地面に落下するものがあった。それが、潰つぶれた銃じゆう弾だんであることを三み川かわは確信した。

　アイスグレネードの氷ひよう弾だんのみならず、本物の拳けん銃弾にすら耐たえる防ぼう御ぎよ力。

　あれはただのコートではない。というか、本物の衣服ですらない。

　あの赤黒いコートとフード、もしかしたら手て袋ぶくろと長なが靴ぐつまでもが、能力によって作り出された《虫》だ。

　貫通しないまでも鈍どん器きで殴なぐられた程度の衝しよう撃げきはあったはずなのに、《Ｘ》は平然と体を起こすと再び左手を持ち上げ、さすがに驚愕した様子のアクセラレータに向けた。

　ぷしゅっ、という発射音。掌てのひらから撃うち出されたのは、ミサイル虫ではなくトゲ虫だ。

『ゆ……アクセラレータ！』

　と灰はい髪がみの少年が叫さけび、ブレザーの少女が軽く地面を蹴けった。

　ずばっ！　と空気が震ふるえ、少女の姿がかき消えた。彼かの女じよの能力《加速》だ。

　かき消えた姿が、盛せい大だいな水飛沫しぶきとともに出現したのは三川のすぐ近くだった。二十メートル以上の距きよ離りを一いつ瞬しゆんで移動したことになる。

　しかし、《Ｘ》のトゲ虫はホーミング。空中で大きく軌き道どうを変え、なおもアクセラレータに迫せまる。

　それを、大きくジャンプしたアイソレータがまたしても掌で捕とらえた。いくら障しよう壁へきがあるからといって、どんな力があるのかわからない虫を躊ちゆう躇ちよなく摑つかみにいくその度胸と、虫の軌道を読み切った勘かんは見事なものだ。あるいは……《Ｘ》と戦うのが、初めてではない……？

　そんな思考を巡めぐらせつつも、三川は視界が徐じよ々じよに暗くなるのを感じていた。

　戦せん闘とう中のサードアイ保持者は、ただでさえ大量の酸素を消費する。なので、呼吸を阻そ害がいされると容易たやすく失神、あるいは死亡してしまうのだ。酸素を操あやつる能力を持っていたイグナイターを組織がしつこくリクルートし、また特課が大いに手こずったというのもそれが理由だ。

　死ぬ前に、せめて《黒》の二人がぼくを守ろうとした理由くらいは知りたい、と三川は思った。

　二匹ひき目のトゲ虫を潰つぶしたアイソレータが、スピーカ越ごしに叫んだ。彼かれの耳に装着された小型のイヤホンが、喋しやべっている時だけ白い光を超ちよう高速で点てん滅めつさせることに三川は気付いた。

『《スティンガー》は僕ぼくが！　アクセラレータはその人を避ひ難なんさせて！』

　どういやら特課は《Ｘ》に《スティンガー》というコードネームを付けたらしい。相変わらずヒネりが足りないな……と考えながら、三み川かわは瞼まぶたの重さに抗あらがった。

「了りよう解かい、《ワーム》に気をつけて！」

　そう返答したアクセラレータが、再度の小ダッシュで三川のすぐ隣となりまで移動し、顔を覗のぞき込こんだ。

　少しきつめだがなかなか可愛かわいらしい顔が、一いつ瞬しゆん訝いぶかしそうな表情を浮うかべ──瞬しゆん時じに最大級の警けい戒かいと敵意を漲みなぎらせた。

「お前……トランサー!!」

　叫さけび、両手で握にぎった拳けん銃じゆうを三川の胸に向けてくる。

『えっ……!?』

　赤コート改め《Ｘ》改め《スティンガー》と対たい峙じするアイソレータも、驚おどろきの声を漏もらす。

「……おい、おい……」

　肺に残っていたわずかな空気を使って、三川はそう呟つぶやいた。

　どうやら二人は、倒たおれているのが三川霤りゆう──ルビーアイ《トランサー》であることを知らなかったらしい。

　恐おそらく、三川の自宅アパートでの爆ばく発はつ騒さわぎをルビーとジェットの戦せん闘とうだと解かい釈しやくし、スティンガーに狙ねらわれている同類を助けるつもりで駆かけつけたのだろう。

　つまり、二人は三川を助けようとしたわけではなく、双そう方ほうの巨きよ大だいな勘かん違ちがいだったのだ。

　不意に、傷ついた胸むねの奥おくから小刻みな振しん動どうが込こみ上あげてきた。

　肺が痙けい攣れんでもしているのかと思ったが、違ちがった。

「……ふ、ふ……」

　三川の口から零こぼれたそれは、弱々しい笑い声だった。

「な、なんでルビー同士が……!?」

　三川の笑い声に気付いた様子もなく叫んだアクセラレータが、瞬しゆん時じに表情を引ひき締しめ、トリガーガードの外に伸のばしていた人差し指をトリガーに掛かけた。

「……いいえ、どうでもいいわ。ここでお前も処理する」

　三川は銃じゆうには大して詳くわしくないが、向けられている小型自動拳銃の口径が一いつ般ぱん的な九ミリであることくらいは解わかる。この距きよ離りから一発撃うてば、それだけで確実に三川を殺せるだろう。

　特課は、それが無理なく可能な時であれば、原則的にルビーアイを捕ほ獲かく、無力化し、手術でサードアイを摘てき出しゆつしようとする。

　しかしその慈じ悲ひは、何人もの人間を殺している組織のルビーアイには適用されない。しかもここは屋外で、サードアイの《離り脱だつ》が大きな破は壊かいをもたらす心配もない。

　冷れい凍とう倉庫で……○○の隣となりで凍とう死ししたい、という三川の望みは叶かないそうになかった。

　しかし、少なくとも○○はほんの数十メートル離はなれた倉庫の中にいる。死の瞬しゆん間かんに、彼かの女じよの存在を感じることくらいはきっとできる。

　アクセラレータの指が、トリガーを引き始めた。

　三み川かわは目を閉じ、その瞬しゆん間かんを待った。




「──やめて!!」




　という張はり詰つめた声が聞こえたのは、その時だった。

　アクセラレータが素す早ばやく動く気配。重い瞼まぶたをどうにか持ち上げると、革かわジャケットの女子高生は駐ちゆう車しや場の後方に拳けん銃じゆうを向けていた。

　もう顔を動かす力も残っておらず、そちらを見ることはできなかった。しかし三川には、それが元師し匠しよう──リキダイザーの声であることが解わかった。

「やめて。その子を撃うたないで」

　再び、少し掠かすれた声が流れた。

　──師匠、なんでそんな一いつ生しよう懸けん命めいな声を出してるんですか。

　三川は脳のう裏りでそう問いかけた。

　《Ｘ》ことスティンガーをこの冷れい凍とう倉庫に送おくり込こんだのはリキダイザーであるはずだ。理由はいまなお不明だが、組織の上部からの命令か、あるいは個人的な事情で三川が邪じや魔まになったのだろう。三川はそう推測し、師匠に捨てられた衝しよう撃げきと悲しみもどうにか吞のみ込こんだというのに──なぜ、いまになって、黒のハンターにそんなことを言うのか。まるで懇こん願がんするかのような声で。

　いや……謎なぞはもう一つ存在する。

　スティンガーがこの倉庫に現れたのはリキダイザーが知らせたからだとしても、黒の二人はどうやってここに辿たどり着ついたのだろうか？　大森西の爆ばく発はつ現場から、この倉庫まで追つい跡せきする手段はなかったはずだ。

　しかしもちろん、それらの疑問を口に出す力は、三川には残されていなかった。

「……リキダイザー……」

　押おし殺ころした声を出したアクセラレータが、再び拳銃を三川に向けた。三日前の戦せん闘とうで、リキダイザーには銃じゆう弾だんが液化されてしまうことを学習したのだ。

　ぴたりと三川の心臓をポイントしたまま、アクセラレータが問いかけた。




　　　＊＊＊




『……リキダイザー……』

　背後のユミコの声を、ミノルは両耳のイヤホンを経由して聞いた。

　特課謹きん製せいのワイヤレスイヤホンに隠かくされた《本当の用よう途と》とは、防ぼう御ぎよ殻かくを展開した状態での通信だった。ハウジングから伸のびるサファイヤガラス製のアンテナ部分には、可視光通信用のＬＥＤ発信器とフォトダイオード受信機が内蔵されていたのだ。

　ミノルの防御殻は、ありとあらゆる素そ粒りゆう子しや電磁波の中で、可視光線だけは透とう過かする。その性質を利用し、音声を光信号に変へん換かんして、アンテナ部の先せん端たんにあるＬＥＤから送信。ユミコのイヤホンのフォトダイオードがそれを音声に復号、再生する。もちろん逆も可能。

　東とう京きよう湾わん原発一号機の炉ろ心しんに突とつ入にゆうした時の防護服にも、同じ原理の光トランスミッターが用いられていたが、あれより遥はるかに自由度が高い。この技術によって、いままで防御殻最大の問題の一つと思われてきた、展開時の音声遮しや断だんがあるていど解決されたのだ。

　さらにミノルのイヤホンは、防御殻の上からゴムバンドで手首に固定した高性能マイク兼けんスピーカーとも光通信し、ミノルの声を再生することも、周囲の音を聞くこともできる。

　難点は、通信に可視光を使っているので喋しやべる時にイヤホンがぴかぴか光るのと、間に障害物があるとまったく通信できなくなってしまうことだが、それらもいずれは解決できる──かもしれないらしい。

　ともあれこの光イヤホンのおかげでミノルは後方のユミコの声を聞けるわけだが、その内容には愕がく然ぜんとせずにはいられなかった。

　ミノルたちが極ごく細ぼその糸を懸けん命めいに辿たどり、助けにきたはずの未み確かく認にんジェットアイが、実は三日前に南青山で交戦した斉さい藤とうオリヴィエの仇きゆう敵てきトランサーであり。

　そして彼かれを助けに、超ちよう強敵リキダイザーまでもが姿を現あらわしたらしい。

　だとすると、状じよう況きようはいっそう混こん迷めいの度合いを深める。現在ミノルと対たい峙じしている赤コートのルビーアイ、暗殺者スティンガーが大森西のマンションで襲しゆう撃げきし、ここまで糸を使って追つい跡せきしてきた相手は、同じルビーアイのトランサーだったということになるのだ。

　スティンガーの行動は、もはや完全に脈みやく絡らくがない。

　三日前、大おお晦日みそかの夜には京けい浜ひん島じまの《組織》アジトに潜せん伏ぷくしていて、そこを強きよう襲しゆうした《別隊》の精せい鋭えい六人をスパインバグで殺した。

　そして今日、新宿区戸山の国立高度医い療りよう研究センター病院を襲しゆう撃げきして一般人二名を殺害、院内に六時間も潜せん伏ぷくした挙げ句、見み舞まいに訪おとずれたミノルを狙ねらい、殺せずに逃とう亡ぼうした。

　さらにその三時間後、大田区大森西でルビーアイ《トランサー》を襲撃。一度は逃にがすも追跡を続け、この倉庫で追いついた。

　目標も、行動も、一いつ貫かん性がなさすぎる。

　《別隊》の六人はサードアイ所持者ではない普ふ通つうの人間だったし、ミノルはジェットアイで、トランサーはルビーアイ。京浜島の倉庫は《組織》のアジトで、戸山のＮＣＡＭは《特課》の提てい携けい病院。

　そもそも、スティンガーがどこから京けい浜ひん島じまの倉庫やＮＣＡＭの情報を得たのかも、まったく解わかっていないのだ。

　唯ゆい一いつ確かなのは、スティンガーが途と轍てつもなく危険なルビーアイであるということ。この場で奴やつは、《スパインバグ》と《ワイヤーワーム》に加えてさらに二つの力──ミサイルのように炎ほのおを噴ふん射しやして超ちよう高速で飛ぶ虫と、コートを生物のように動かして九ミリパラベラム弾だんを防ぐという恐おそるべき能力を披ひ露ろうした。そして、それで終わりだという保証はない。

　これ以上一いつ般ぱん人じんの犠ぎ牲せい者が増える前に、この場でどうしても無力化しなくてはならない。

　なのに、ミノルは迂う闊かつに動けなかった。後方で、ユミコがリキダイザーと対たい峙じしているためだ。

『リキダイザー、私がそんな要求を聞くと思うの？』

　感情を懸けん命めいに押おし殺ころしているかのような声で、ユミコが問いかけた。

『このトランサーは、いままで罪もない人を十人以上も殺しているのよ。ここで無力化しなければ、私がジェットアイでいる意味がなくなるわ。もしこいつがトランサーだと気付いてたら、助けたりしなかった。スティンガーに殺されるまで、隠かくれてただ見てた』

　ユミコが本当にそうしたかどうかは確信できなかったが、それが合理的な選せん択たくであることはミノルにも理解できた。

　少しして、ユミコのイヤホンが拾ったリキダイザーの声が、自動的に増ぞう幅ふくされてミノルの耳に届いた。

『そのことには、お礼を言うわ。坊ぼうやを助けてくれてありがとう』

『ふざけないで!!』

　即そく座ざにユミコが、苛か烈れつな声で否定した。

『助けたつもりはない！　いま、この場で処理する!!』

　ちきっ、というかすかな金属音は、ユミコがシグＰ２２４のハンマーを起こした音だろう。

『やめなさい！　いまその子を殺せば、あなたも気まぐれに操作される駒こまの一つということになってしまうのよ！』

『気まぐれに何人もの人を殺してきたお前たちが言うことかッ!!』

　激したようにユミコが叫さけび。

『お願い、やめて!!』

　とリキダイザーが懇こん願がんし。




『それはちょっと困るんだよね……』




　と、誰だれかが呟つぶやいた。

　光通信経由の叫さけび声ごえが飛とび交かう状じよう況きようで、ミノルは咄とつ嗟さにその言葉の主が解らなかった。

　直後、いままでじっとしていたスティンガーが動いた。

　さっと左手を持ち上げ、ミノルではなく後方の誰だれかを狙ねらう。本能的にミノルも動き、射線を遮さえぎった。スパインバグとミサイルバグ、どちらが発射されるにせよ絶対に防がねばならない。

　ぷしゅっ、というかすかな音とともに発射されたのはスパインバグだった。狙ねらいはユミコの位置から大きく右に外れているが、この虫は自在に軌き道どうを変える。

「させないっ……！」

　殻からの中で叫さけび、ミノルは思いきり右に飛ぶと、伸のばした右手で微び小しような虫を摑つかんだ。ＮＣＡＭでもこの倉庫でも飛ひ翔しよう軌道を見ているので、スパインバグがあまり急角度のターンができないことは解わかっている。サードアイによって強化された視力があれば、飛翔中にキャッチすることは不可能ではない。

　それでも、三回連続で成功したのは奇き跡せきだと感じながら、ミノルは殻越ごしにスパインバグを握にぎり潰つぶした。

　ぷちっという感かん触しよくとともに虫が潰つぶれ、半透とう明めいの粘ねん液えきが飛び散る。防ぼう御ぎよ殻かくには摩ま擦さつがないので、ミノルが手を開くと液体は虫の残ざん骸がいとともに全て落下し、足あし許もとの水たまりに消える。

　さっき虫を潰した時と同じ、わずかな違い和わ感かんが頭を掠かすめる。

　教授は、スパインバグの腹部には過酸化アセトンという高性能爆ばく薬やくが仕し込こまれていると言っていた。事実ミノルは、斉さい藤とうオリヴィエの刀に弾はじかれたバグが柱に当たって爆ばく発はつするのを見ている。

　だからミノルは、捕とらえた虫を潰す時、てっきり爆発するものと思ったのだ。だが実際には、少量の粘液が出てきただけだった。

　手で潰す程度の圧力では爆発しないのか、特とく殊しゆな条件が必要なのか、あるいは……。

　だが、それ以上の想像を巡めぐらせる猶ゆう予よは与あたえられなかった。

　横っ飛びにスパインバグをキャッチしたミノルが、地面に右みぎ膝ひざをついた、その瞬しゆん間かん。

　スティンガーが着ている赤コートの各所が、銃じゆう弾だんを防いだ時のように激しく蠢うごめき、盛り上がった。

　あたかも巨きよ大だいな疣いぼの如ごとき突とつ起きから、数十本もの細い紐ひもが同時に発射された。

　──ワイヤーワーム！

　放射状に広がる紐ひものうちの五、六本が、明らかにミノルを狙ねらった動きで飛びかかってきた。回かい避ひしようとしたが、スパインバグを潰すために体勢を崩くずしたところを狙ねらわれ、反応がわずかに遅おくれた。上半身に二本、膝ひざ下したに一本のワイヤーワームが殻の上から巻き付き、瞬しゆん時じに細い輪となってミノルを拘こう束そくする。

「く……！」

　歯は嚙がみしつつ両りよう腕うで両りよう脚あしにありったけの力を込こめるが、太さわずか三ミリのワイヤーは、病院の時と同じようにびくともしない。教授によれば高分子繊せん維いが数千本も撚より集まっているらしいこれを切断するのは、腕わん力りよくでは絶対に不可能だ。

　バランスを失い、地面に倒たおれ込こんだミノルは、首を捻ひねってユミコの状じよう況きようを確かく認にんした。

　トランサーに拳けん銃じゆうを向けていたユミコは、同様に反応が遅おくれたはずだが、それでも短たん距きよ離りの《加速》で二本のワイヤーワームを回かい避ひした。だが、襲おそいかかる虫の数が、あまりにも多すぎた。地面すれすれを飛んできたワームに両りよう脚あしを絡からめ取られ、転てん倒とうする。そこに新たな虫が次々に襲おそいかかり、全身を幾いく重えにも縛しばり上あげる。

　スティンガーから最も遠いところにいたリキダイザーは、恐おそらく彼かの女じよの体術をもってすれば全ての虫を回避し、そのまま戦場から離り脱だつすることも可能だったはずだ。

　しかし、ミノルがようやく自分の目で捉とらえたリキダイザーは、駐ちゆう車しや場の後方に立ち止まったまま、四方から飛びかかってくるワイヤーワームを迎むかえ撃うとうとした。

　五指を広げた両手が、空中に残像を描えがくほどの速度でめまぐるしく閃ひらめく。それに触ふれられたワームが、瞬しゆん時じに赤せつ褐かつ色しよくの液体と化して飛び散る。

　リキダイザーは、ミノルが南青山の《組織》拠きよ点てんで初遭そう遇ぐうした時のレディーススーツ姿ではなく、紺こん色いろのセーラー服に黒くろ縁ぶち眼鏡めがねという格好だった。純白のタイにみるみる赤黒い染しみが生まれるが、それを気にする様子もなく、まるで舞まうように両手を振ふり回まわし続ける。

　二十匹ぴき近いワイヤーワームを全て液化し、アスファルト上の汚よごれへと変えたリキダイザーが、黒いローファーで地面を蹴けった。

　倒たおれるユミコとトランサーの間を抜ぬけ、プリーツスカートを翻ひるがえして猛もう然ぜんとダッシュする。水たまりに踏ふみ込こんでもほとんど水飛沫しぶきを上げず、水面を滑すべるかの如ごとき疾しつ走そうを続ける。

　ミノルに一いち瞥べつもくれずにすぐ目の前を通り過ぎたリキダイザーが、直立したままのスティンガーに迫せまった。

　虫使いが無造作に左手を持ち上げ、ミサイルバグを発射した。

　超ちよう高速で飛来するそれを、リキダイザーが超ちよう人じん的反応で払はらいのけた。鋭えい利りなバグ本体は液化されたが、恐おそらくスパインバグの爆ばく薬やくと類るい似じした物質であろう推進剤ざいが小さな爆ばく発はつを引き起こし、液化者の左手から鮮せん血けつが飛び散った。

　しかしリキダイザーはまったくスピードを緩ゆるめず、右足を深く踏ふみ込こむと、スティンガーの胸の中央に右手を押おし当あてた。

　終わった、とミノルは感じた。リキダイザーは、手で触ふれたあらゆる個体を液化してしまう。対象の種類は問わない。樹じゆ脂しだろうと、金属だろうと、そして人体だろうと。

　スティンガーのコートが同心円状に波打ち、赤黒い液体へと変わり。

　そしてその液体が、瞬しゆん時じに数え切れないほどの紐ひも状の虫──ワイヤーワームへと変化した。

　ワーム同士が絡からみ合あい、融ゆう合ごうし、たちまちもとのコートに戻もどる。リキダイザーの横顔に一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がくが走り、いったん離はなした右手を再び押し当てる。

　同じ現象が、もういちど繰くり返かえされた。それだけだった。

　直後、スティンガーが動いた。

　人体の構造と地球の重力に反するような、まったく予備動作のない右の前まえ蹴げりが信じがたい勢いで繰くり出だされ、リキダイザーの腹部に突つき刺ささった。

「ぐっ……」

　リキダイザーの細い体が、空中に浮うき上あがる。そこに、スティンガーの右みぎ脚あしが、またしても不自然なモーションの──しかし足先が霞かすんで消えるほどのスピードの回まわし蹴りを叩たたき込こむ。

　左手首の集音マイクを通しても、蹴りを防ごうとしたリキダイザーの左ひだり腕うでの骨が折れる音が明めい瞭りように聞こえた。黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが吹ふき飛とび、街灯の光を受けて小さく光った。

　水たまりに叩たたき付つけられたリキダイザーの体が、激しく飛沫しぶきを上げながら何度もバウンドし、ミノルのすぐ近くまで転がってきた。

　何が起きたのかを、ミノルはどうにか推測しようとした。

　液化者は、その名のとおりにあらゆる固体を液化する。しかしそれは裏返せば、すでに液体である物質に対しては能力を及およぼせないということでもある。

　スティンガーのコートは、リキダイザーの力を受けて確かに液化した。しかし重力に引かれて落下する前に凄すさまじい速さで元通りに再生し、リキダイザーの掌てのひらが内部の肉体に触ふれるのを阻そ止しした。

　そう、再生。

　スティンガー第四の能力は、あの赤いコートを虫のように操あやつる力ではなく。

　コートそのものが虫なのだ。無数のワイヤーワームが融ゆう合ごうしている、生きた服なのだ。だから、銃じゆう弾だんが当たった部分だけを分厚くすることで貫かん通つうを防いだり、コートから無数のワームを発射したり、液化されたワームを再生することさえできた。

　イサリリ教授が《刺し撃げき者しや》──スティンガーと名付けたルビーアイの力は、《虫使い》などというレベルではない。擬ぎ似じ的な生命そのものを操あやつる、いわば《命使い》だ。

　やはり暗い赤色の、タイツのようなものを穿はいた右脚をゆっくりと下ろし、スティンガーは倒たおれたリキダイザーへと歩み寄り始めた。

　同色の長なが靴ぐつが、水たまりを踏ふむたびにぱしゃぱしゃと音を立てる。リキダイザーは起き上がろうとするが、蹴けりのダメージが内臓にまで及およんだのだろうか、口から少々の血を吐はき、再び倒たおれてしまう。紺こん色いろのセーラー服が、水を吸って黒に変わる。

　リキダイザーとスティンガー。どちらもルビーアイであり、特課の……人類の敵だ。

　その二人が殺し合うという予想外の事態に、ミノルはどう対処していいのか解わからなかった。

　このまま傍ぼう観かんすれば、数秒後にスティンガーはリキダイザーを殺すだろう。彼かの女じよは南青山の雑居ビルでミノルと小こ村むらスウに罠わなを仕し掛かけ、コンクリートに塗ぬり込こめて、スウが半死半生の重傷を負う理由を作った人間だ。その後の廃はい工場の戦せん闘とうでも、容よう赦しやなくミノルやユミコを殺そうとした。

　そんな相手を助ける理由はない。ユミコが先刻言っていたとおり、このままスティンガーにリキダイザーとトランサーを殺させて、その後に改めてスティンガー一人と戦えばいい。

　でも。

　…………でも。

　自分でも理由の解わからない衝しよう動どうに駆かられ、ミノルは再び三本のワイヤーワームを引きちぎろうとした。

　その時だった。

　接近するスティンガーの背後で、何かが轟ごう音おんとともに爆ばく発はつした。

　水飛沫しぶきに混じって、小さな白い物体が無数に飛び散る。少なからぬ数がスティンガーの背中に命中し、虫使いをよろめかせる。

　トランサーの能力だ、とミノルは直感した。斉さい藤とうオリヴィエを入院させた氷爆ばく弾だんが水たまりに隠かくしてあって、それが炸さく裂れつしたのだ。ミサイルバグに体のあちこちを貫かん通つうされ、瀕ひん死し状態のトランサーが最後の力を振ふり絞しぼってリキダイザーを守ろうとしたのだろう。

　しかし、銃じゆう弾だんですら防いでのけたスティンガーは、氷爆弾の直ちよく撃げきを受けても転びすらしなかった。いくらかふらついたがすぐに立ち直り、視線を駐ちゆう車しや場の後方に向ける。

『……なら、君からにしよう』

　再び、イヤホンから耳慣れない声が聞こえた。ミノルが装備している光通信システムは防ぼう御ぎよ殻かくの大きな問題を解決してくれたが、現状では音や声の発生源が解わかりづらいという制限がある。それでもミノルは、声の源が、赤いフードの奥おくの暗くら闇やみだと直感した。

　フードに隠かくされた顔が、リキダイザーからトランサーへと向けられる。水たまりを踏ふみながら、スティンガーがミノルの前を横切っていく。

　その右手が動き、コートのポケットから何かを取り出した。

　長さ二十センチはありそうな、大型の注射器。

　それを見た瞬しゆん間かん、ミノルの脳のう裏りに病院での情景が甦よみがえった。

　スパインバグに首を刺さされ、気絶したふりをして倒たおれたミノルに近づいてきた時のスティンガーも、右手に同じものを持っていた。ピストンが完全に押おし込こまれた、空の注射器を。

　イサリリ教授はスティンガーのことを、対象非選せん択たくタイプであり、同時に手段非選択タイプかもしれないと言っていた。その時に感じた違い和わ感かんの正体を、ミノルはようやく悟さとった。

　確かにスティンガーの虫は、効率よく敵を殺す、あるいは動けなくすることだけを考えてデザインされている。その形状に趣しゆ味み的な拘こだわりは感じられない。

　しかし注射器は違ちがう。極ごく細ぼその針ではそう簡単に人は殺せないし、そもそも中身が空なのだ。

　だからあれは……あれこそが、スティンガーの内面の表象だ。サードアイ保持者の異能力の源となる、心の傷に直結する道具。

　恐おそらく注射器を持ったスティンガーは、厳密な対象選択タイプで、手段選択タイプだ。

　もうぴくりとも動かないトランサーに、虫使いが歩み寄っていく。ガラスの注射器が、わずかな光を反射してきらきら輝かがやく。

　不意に、弱々しい声が聞こえた。

『……アイソレータ。その縄なわを切ってあげる。だから……あの子を、助けて』

　声の主が、ほんの一メートル離はなれた場所に横たわるリキダイザーであることは明らかだった。それでもミノルは、最も危険で冷れい酷こくと評されるルビーアイがそんなことを言う、いや懇こん願がんするとは信じられず、両目を見開いた。

「……なぜ。彼かれは、あなたの何なんです」

　無意識のうちにそう問いかけると、眼鏡めがねを失ったリキダイザーは、かつてミノルに磨みがき抜ぬかれた鏡のようだと感じさせた瞳ひとみをほんの少し揺ゆらし、答えた。

『さあ……。三日前までは、単なる便利な手て駒ごまの一つ……のはずだった。でも、いまは解わからない』

「どうして。たった三日で、何が変わったんです」

『……あの日、坊ぼうやはあたしに言ったわね。その力で守りたい人がいないなら、あなたは僕ぼくよりずっと孤こ独どくだ、って』

　その言葉は、ミノルの記き憶おくにも残っていた。たぶん、論理的な思考から発せられた台詞せりふではない。極限状じよう況きようで心の容量をオーバーしてしまった怒いかりや悲しみ、やるせなさが勝手にあんな言葉に変わったのだ……という気がしている。

　しかしたとえそうであっても、それはミノルの本心だった。

　そしていまリキダイザーが口にしている言葉も、偽いつわりではないという気がした。

『……本当はあの日、あたしは自分の身が危なくなったら、トランサーを見捨てて逃にげるつもりだった。情報漏もれを防ぐために、可能ならあの子を殺す算段すらしていた。でも……できなかったわ。それで、あたしにも守りたいものがあるんだと気付いた』

「……なぜ彼かれを？　彼のどこが、あなたにとって特別なんですか？」

『解らない。でも……トランサーのことを、憐あわれだと思う気持ちはもしかしたらずっと前からあったのかもしれない。あの子は、幻まぼろしにすがってどうにか自じ我がを保っている。そしてその幻を見せているのは、たぶんサードアイよ。あたしたちはみんな、あのちっぽけな球体に、そうと気付くことなく操あやつられてる……』

　リキダイザーが口を閉じたのと、スティンガーが立ち止まったのは同時だった。

　意識を失っているらしいトランサーを見下ろし、爪つま先さきで何度かつつく。少し待ってからしゃがみ込こみ、顔を覗のぞき込こむ。

　少し離れたところでは、ワイヤーワームに拘こう束そくされたユミコが、近くに落ちている拳けん銃じゆうを拾おうとしている。だが、両りよう腕うでが完全に絡からめ取られているので、なかなか手が届かない。

　注射器を持ったスティンガーが求めているものは恐おそらく、サードアイ保持者の血液。ルビーだろうとジェットだろうと奴やつには関係ない。トランサーの次は、きっとユミコを狙ねらうだろう。
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「……トランサーを助けるためじゃない」

　強きよう烈れつな葛かつ藤とうを振ふり切きり、ミノルは言った。

「仲間を……アクセラレータを助けるためです。それでいいなら……あなたの申し出を受け入れます」

『…………ありがとう』

　鮮せん血けつに濡ぬれた唇くちびるでそう囁ささやき、リキダイザーは左手を伸のばした。ミサイルバグの爆ばく発はつで酷ひどい火傷やけどを負ったその手が、ミノルを拘こう束そくする三本のワイヤーワームを順に撫なでた。

　虫を形作る高強度繊せん維いが液化され、強大な張力のせいで弾はじけるように切断されたその瞬しゆん間かん、ミノルは素す早ばやく体を起こした。

　スティンガーは背中を向けたままだ。勝機は、彼ひ我がの距きよ離り約二十メートルを、気付かれずに走はしり抜ぬけられるかどうかにかかっている。しかしその二十メートルの大半は、深い水たまりの中だ。

　水を蹴け散ちらしてはいけない。地面ではなく、水面を走る。

　踏ふみ出だしたミノルの右足を包む防ぼう御ぎよ殻かくが、黒い水に触ふれ、わずかな波は紋もんを作って止まった。

　────いけっ！

　頭の中で叫さけび、ミノルは走った。

　集音マイクからは、かすかな風切り音しか伝わってこない。思い切り踏ふみ込こんでも水たまりの表面は割れずに、連続する波は紋もんの足あし跡あとが残るだけ。ミノルはいま、地面でも水面でもなく、空間そのものを蹴けって走っている。

　あと十メートル……五メートル……。

　残り三メートルというところで、トランサーの胸に注射器の針を刺さそうとしていたスティンガーが、弾はじかれたように立ち上がった。

　恐おそるべき反応でミノルに向けた左手から、ワイヤーワームが発射される──その寸前。

　地面を滑すべるように突とつ進しんしてきたユミコが、スティンガーの右足を体当たりで払はらった。たぶん、拘こう束そくされたままの体を伸しん縮しゆくさせ、発生したささやかな運動エネルギーを増ぞう幅ふくしたのだ。

　よろめいたスティンガーの左手から放たれたワイヤーワームは、大きく狙ねらいを外して駐ちゆう車しや場の外へと飛んでいった。

　次の瞬しゆん間かん、ミノルは両りよう腕うでをいっぱいに広げてタックルし、スティンガーの体をしっかりと抱かかえ込こんだ。

　すぐ目の前に、虫使いの顔がある。しかしこの距きよ離りでもまだフードの中は暗くら闇やみに満たされていて、見えるのは二つの目だけ。

　いや、正確には、濃こい灰色に浮うき上あがる白目しか見えない。瞳ひとみは、全ての光を吸すい込こむような完全な黒。鏡を思わせるリキダイザーの瞳ひとみよりもなお内面を感じさせない、絶対的な虚きよ無む──。

　その瞳が一度だけ瞬まばたきをした。

　スティンガーを拘こう束そくする両腕が押おし開ひらかれそうになり、ミノルは歯を食くい縛しばった。

　凄すさまじいパワーだ。体格はミノルより細いくらいなのに、腕わん力りよくでは完全に負けている。このままではあと五秒ももたない。

　──やるしかない。

　覚かく悟ごを決め、ミノルは深く息を吸すい込こんだ。

　これを実行すれば、確実にスティンガーを殺してしまうだろう。だがそうしなければ、トランサーやリキダイザー、そしてユミコが殺され、生き残るのはミノル一人だけということになる。それだけは受け入れられない。絶対に。

　どくん、と胸の中央に埋うまる球体が脈打った。

　サードアイから溢あふれるエネルギーが殻からの内部を満たし、金色に輝かがやいた。

　敵を両腕で抱だき締しめた状態での、防ぼう御ぎよ殻かくのバースト。拡散する殻からは、コンクリートだろうと金属だろうと瞬しゆん時じに吹ふき飛とばすほどのパワーを秘めている。スティンガーの体は完全に──原形を留とどめないほどに破は壊かいされる。

　──それでも。

「うおおおおおッ!!」

　絶ぜつ叫きようしながら、ミノルは防ぼう御ぎよ殻かくを解き放った。

　まず、左手首に装着した集音マイクのゴムバンドが弾はじけ飛んだ。

　続いて、深しん紅くの液体が、大量に飛び散った。

　だが──。

　それは、敵の体内から放出された血液ではなかった。生きた虫でできているコートが瞬しゆん時じに、今度は自ら液化して、ミノルの拘こう束そくからすり抜ぬけたのだ。

　スティンガーの体が、拡散する防御殻の中を滑すべるように押おし上あげられていく。

　その速度は、しかしバーストの勢いを上回るほどではなかった。

　ミノルの両りよう腕うでの中の空間が閉じる瞬しゆん間かん、スティンガーの右足がそこに捕とらえられ、膝ひざから下が何の抵てい抗こう感もなく切断された。

　今度こそ本物の鮮せん血けつを迸ほとばしらせながら、スティンガーはバーストの圧力によって空中に高々と弾はじき飛とばされ──。

　そこで、ふわりと停止した。

　防御殻を失ったミノルの耳に、ばさばさばさっという怪かい音が届いた。その発生源を認にん識しきした途と端たん、ミノルは呻うめき声を漏もらした。

「う……そ、だろ……」

　脱だつ出しゆつ時に液体化したスティンガーの赤いコートの大部分は、元の形には戻もどらずに、コウモリを思わせる形状の巨きよ大だいな翼つばさとなって激しく羽ばたいている。つまり、人間が飛んでいるのだ。

　コートを失ったスティンガーの体は、ボディスーツのようにタイトな衣服に包まれていた。きっとあれも能力で作られたものなのだろう、右みぎ脚あしの切断面ではスーツの素材が螺ら旋せん状に閉じて、失血を防いでいる。

　翼でホバリングするスティンガーが、そこだけは残っているフードの奥おくからじっとミノルを見下ろし、囁ささやいた。羽音が激しく響ひびいているにもかかわらず、その声は耳に忍しのび込こんでくるかのように、はっきりと聞こえた。

『……すぐに、取り返しにいくよ』

　そのひと言だけを残し、スティンガーは人造の翼をいっそう強く羽ばたかせると、まっすぐに上じよう昇しようした。

　北の空から降下してくる飛行機のエンジン音が羽音を搔かき消けし、やがて人型のシルエットも灰色の夜空に紛まぎれて見えなくなった。

　足あし許もとを見下ろすと、アスファルトの上に、二つの物体が落ちていた。

　シリンダーがひび割れた注射器と、切断された右足。

　スティンガーの言葉は、どちらを指していたのだろう……とぼんやり考えていると。

「ちょっと、早くこれ何とかしてよ」

　というユミコの声が聞こえて、ミノルは我に返った。

「あ、は、はい！」

　答え、数メートル離はなれた場所に横たわるユミコに駆かけ寄よる。全身に絡からみつくワイヤーワームは、スティンガーの能力圏けん内ないから外れたからか張力を失っていたが、強度はそのままだ。とりあえず手で引っ張ってみるが、やはりびくともしない。

「ジャケットの右の内ポケにナイフが入ってるから」

「はい……い、いや、でも」

　伸のばしかけた左手を空中で停止させる。ワームに縛しばられているせいでライダースジャケットは体に密着していて、その内ポケットから物を取り出すには、かなり無理をしなければならない。

「この状じよう況きようでそんなこと気にしないわよ、早く！」

　と言われれば躊ちゆう躇ちよしているわけにもいかず、ミノルは意を決して黒ブレザーとジャケットの隙すき間まに左手を押おし込こみ、指先で内ポケットを探さぐった。ナイフの硬かたさ以外の感かん触しよくは極力無視してどうにか引っ張り出すと、ふうっと息を吐はく。

　これ以上何かを言われる前に素す早ばやく折おり畳たたみナイフを開き、ワイヤーワームの下に差さし込こむ。ワームは青紙スーパー鋼の刃はにもしばらく抵てい抗こうしたが、やがて半ば解ほつれるように切断された。同じ作業を二回繰くり返かえし、全ての拘こう束そくが解けた瞬しゆん間かん、ユミコは転がるようにして移動すると落ちていた拳けん銃じゆうを拾い上げた。

　直後、ズバン！　と空気を鳴らして加速し、駐ちゆう車しや場の北側へと移動する。

　啞あ然ぜんと眼めで追ったミノルは、そこに倒たおれていたはずのリキダイザーの姿が消えていることに気付き、周囲を見回した。だが、セーラー服姿のルビーアイはどこにもいない。左ひだり腕うでの骨折だけでなく、吐と血けつまでするほどのダメージを受けながら動くとは驚おどろくべき精神力だ。

　再び加速で戻もどってきたユミコが、悔くやしそうな顔でかぶりを振ふった。

「もう近くにはいないわ」

「また、地面を溶とかして逃にげたんでしょうか？」

「そんな痕こん跡せきはなかった。埋うめ立たて地に繫つながる橋全部に検問を張らせるわ……でも、その前に……」

　言葉を切ったユミコが、今度はライディングシューズをこつこつと鳴らして歩き始める。

　その行く手には、力なく倒たおれるトランサーの姿がある。

　サードアイが離り脱だつしていないのでまだ生きているはずだが、完全に意識を失っているようだ。そのそばで立ち止まったユミコが、右手に握にぎった拳銃を少しだけ持ち上げる。

　少しだけ迷ってから、ミノルはパートナーの背中に呼びかけた。

「……ユミコさん」

　それだけで、ユミコにはミノルの言いたいことが伝わったようだった。

　数秒後、加速者は拳銃をショルダーホルスターに戻もどし、腰こしにつけたケースから手て錠じようを取り出した。それを気絶したままのトランサーの両手首に嵌はめ、両足も太いケーブルタイで拘こう束そくする。

　立ち上がり、スマホで特課本部に連れん絡らくを入れるユミコの後ろ姿を、ミノルは無言で見み詰つめた。リキダイザーと交かわした会話が、いくつかの断だん片ぺんとなって脳のう裏りにこだまする。

　──あたしたちはみんな、あのちっぽけな球体に、そうと気付くことなく操あやつられてる。

　リキダイザーは、南青山で戦った時もそんなことを言っていた。赤と同じように、黒もまた精神操作されている、と。

　ミノルにそんな自覚はない。だがいまとなっては、リキダイザーが噓うそをついていたとも思えない。トランサーを助けてくれと懇こん願がんする彼かの女じよの瞳ひとみには、本物の感情が揺ゆれていた。

　もういちど夜空を見上げると、どこか遠くで自動車のエンジン音が、泣くように高く響ひびいた気がした。
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　識別済赤色サードアイ保持者第十一号、コードネーム《トランサー》を名乗る少年は、意識を取とり戻もどさないまま救急車に乗せられ、ＮＣＡＭへと搬はん送そうされていった。全てが終わった数分後に駆かけつけたＤＤはユミコの依い頼らい──という名の命令で救急車に同乗したため、正味五分も現場にはいなかった。

　もちろんその五分のあいだはずっと鼻をひくつかせていたが、リキダイザーもスティンガーもすでに探知圏けん内ないにはいないということが確かく認にんされただけだった。

　冷れい凍とう倉庫の駐ちゆう車しや場はすでに警視庁公安部によって封ふう鎖さされ、鑑かん識しき官による証しよう拠こ物件の採取が始まっている。スティンガーが山ほど虫をばらまいたため、全て拾い集めるのは時間がかかるだろう。

　本部のイサリリ教授への報告を終えたミノルとユミコは、ＤＤが規制線の外に停とめていったデリカＤ５のリアゲートに並んで座すわり、車内から発見された缶かんコーヒーを飲んでいた。

　コーヒーは当然だが冷め切っていて、それを啜すすりながらミノルは、トランサーだったらこれを一いつ瞬しゆんでホットコーヒーにできるんだろうか、とぼんやり考えた。

「……彼かれは……トランサーは、どうなるんです？」

　ぽつりとそう訊たずねると、少ししてユミコが軽く肩かたをすくめた。

「３Ｅ事案のマニュアルにのっとるなら、イグナイターと同じくサードアイを摘てき出しゆつ、氷ひ見み課長の能力で記き憶おく封ふう鎖さ……でしょうね」

「そうですか……」

　仮にトランサーがルビーアイでなくなっても、それでもリキダイザーは彼かれを守るべき存在と認にん識しきし続けるだろうか。あるいは──。

「……摘てき出しゆつ手術の前に、リキダイザーが病院にトランサーを奪だつ還かんに来る可能性は、ゼロじゃないと思います」

　ミノルの言葉に、ユミコがちらりと視線を向け、再び前を見た。

「そうなったら、今度こそあの女も死ぬでしょうね。一階の警備は手て薄うすだったけど、十一階の３Ｅ区画は要よう塞さいみたいなものよ。……私、スティンガーが一階できみを狙ねらったのは、きみのカードキーを奪うばう狙ねらいもあったんじゃないか……って思うの」

「え……でもあのカードキーは指し紋もん認にん証しようで、僕ぼくが持ってないと……」

「なら、きみの指も切断したかも。でも……最大の目的は……」

「僕ぼくの血液だった」

　呟つぶやくと、ユミコは小さく頷うなずいた。

　スティンガーが落としていった注射器は、年代物のガラス製採血用シリンジらしい。あれでミノルの……あるいはトランサーの、ユミコの、そしてリキダイザーの血を採取することに成功していたら、スティンガーがそれで何をするつもりだったのかは想像もつかないし、したくない。

　しかもスティンガーは、倒たおれたトランサーの腕うでからではなく、恐おそらく心臓から採血しようとしていた。そんなことをされたら、心筋や動脈の損傷で死んでいた可能性が高い。ミノルとユミコが大森から追つい跡せきしてこなかったら恐らくそうなっていただろうし、あるいはリキダイザーもスティンガーの手に掛かかっていた可能性もある。結果としてミノルたちは、トランサーのみならずリキダイザーの命までも救ってしまった──かもしれないのだ。

「……トランサーは、なんでこんな場所に逃にげてきたんでしょうね……」

　四角い冷れい凍とう倉庫を見上げて、ミノルはそう呟つぶやいた。

　深く考えて発した言葉ではなかったが、ユミコは軽く首を傾かしげると、缶かんコーヒーを飲み干して立ち上がった。

「それもそうね。もしかしたら、中に何かあるのかも」

「え……」

「確かく認にんしよう」

　そう言ってすたすた歩き始めるので、慌あわてて追いかける。

　規制線の中に戻もどったユミコが話しかけたのは、公安部の刑けい事じだった。短い会話で何かを手に入れ、戻もどってくる。

「それは……？」

「決まってるでしょ、倉庫の鍵かぎよ。中の捜そう査さはこれかららしいけど、ルビーアイがいないか確かく認にんするからって言ったら快く貸してくれたわ」

　──そうかなあ、だいぶ渋しぶい顔だったけどなあ。

　という思考は頭の中に留とどめて、再びユミコを追いかける。

　駐ちゆう車しや場に面する倉庫の壁かべには、古ぼけた扉とびらが一つだけあった。鍵を開けると、中はソファーとテーブル、テレビが置かれた休きゆう憩けい室のような場所だった。正面の壁に、【開放厳禁】のプレートが貼はられた頑がん丈じようそうなドアが見える。

「……あの中、もの凄すごく寒いと思うんですけど」

「マイナス三十度だって。平気平気、横よこ浜はまの遊園地で体験したことあるから」

　そう言うと、ユミコは躊ちゆう躇ちよなく扉を開けた。中は狭せまい空間を経た二重扉になっていて、手前の扉を閉めてから奥おくの扉を開けると、途と端たんに突つき刺さすような冷気が襲おそいかかってきた。

「ほ、ほら、寒いじゃないですか！」

　叫さけび、口ではなく鼻から息を吸った、その瞬しゆん間かん。

　同じものに気付いたらしいユミコが素す早ばやく振ふり向むいた。

　ルビーの匂におい。

「ユミコさん、まさかほんとに……」

　身構えながらミノルが囁ささやくと、ユミコはしばらく極低温の空気の匂においを確かめてから、小さくかぶりを振ふった。

「ナマのルビーアイの匂いじゃないわ。能力の痕こん跡せき臭しゆう……だと思う」

「だ、だとしても、罠わなかも……」

「ここではいつも社員さんが働いてるはずでしょ」

　言われてみればそのとおりで、ミノルは少し肩かたの力を抜ぬくと、改めて周囲を見回した。

　思っていたほど氷の世界というわけではない。何列も並ぶ移動式ラックや、そこに積まれた無数の段ボール箱は霜しもで白っぽくなっているが、床ゆかは乾かわいたコンクリートが露ろ出しゆつしていて靴くつが滑すべるようなこともない。

　かすかな匂いを追いかけて、二人は倉庫の奥へと進んだ。

　ラックとラックの谷間を二十メートルほど歩くと、呆あつ気けなく壁に突き当あたる。左右には冷れい凍とう食品らしき段ボール箱が並ぶばかりで、気になるものはない。

　何もないですね、と言おうとしたその時、ミノルの足あし許もとでさくっという音がした。

　見下ろすと、なぜかこの場所だけは床ゆかに霜が降りている。ルビーアイの痕跡臭が、わずかに強まる。

　視線を上げていくと、正面の壁から、コンクリートの柱が一本突つき出だしていた。ひときわ分厚く霜しもに覆おおわれて、凍こおり付ついているような状態だ。

「……匂においは、この柱からしてるみたいね」

　囁ささやいたユミコが、慎しん重ちように柱へと歩み寄ると、レザーグローブを嵌はめた右手で表面の霜を払はらった。

　柱を分厚く覆う、透とう明めいな氷が露あらわになる。

　その中には、しかし、何もなかった。

　氷を透すかして、黒っぽい染しみの浮ういたコンクリートの表面がぼんやりと見えるだけだ。

「何もないわね……」

　ユミコの呟つぶやきに、ミノルも頷うなずいた。

「ええ……。柱の染みが、ちょっと人の……立ってる女の子みたいな形に見える気もしますけど……」

「やめてよ、心しん霊れい写真じゃあるまいし」

　顔をしかめたユミコが、いきなりびくっと首を縮めた。ジャケットの中から、振しん動どうするスマートフォンを取り出し、スピーカーに切きり換かえる。

「はい、安あ須ずです」

『ユッコちゃんか、ミッくんもそこにいるか？』

　響ひびいたのは、数分前に状じよう況きよう報告したばかりのイサリリ教授の声だった。

「ええ、隣となりに」

『そうか、では一いつ緒しよに聞いてくれ。今回の事案に関係しているかどうかはまだ不明だが、その冷れい凍とう倉庫でかつて事件が起きている』

「事件……ルビーアイ関係ですか!?」

　ユミコとミノルは咄とつ嗟さに周囲を見回したが、教授はすぐに否定した。

『いや、事件が起きたのは六年前だ。その倉庫で、当時小学四年生の、女の子の凍とう死し体が発見されたんだ』

「女の子の……」

「凍死体……」

　呟つぶやいた二人は、再び氷漬づけの柱に浮うかび上あがる染みを見た。

　不意に、ミノルの耳の奥おくで、またしてもリキダイザーの言葉が甦よみがえった。

　──あの子は、幻まぼろしにすがってどうにか自じ我がを保っている。

　──そしてその幻を見せているのは、たぶんサードアイよ。

　いまその言葉を思い出した理由は、ミノルには解わからなかった。再び、スピーカーから教授の声が流れる。

『その子には、児童相談所に虐ぎやく待たいの通報記録があってな……両親が取り調べを受けたが、最終的に事故として処理されている。トランサー、リキダイザー、もしくはスティンガーとの関連は現在調査中だ』

「……解わかりました。私たちも倉庫内を調査しましたが、いまのところ異常なしです」

『了りよう解かい。気をつけて帰ってきてくれ』

　通話を終えたユミコは、スマホをしまうともういちど氷漬づけの柱を見上げた。

　しかしすぐに振ふり向むくと、ミノルに言った。

「出ましょう、いつまでもこんなとこにいたら凍こごえちゃうわ」

「……入ろうって言ったの、ユミコさんじゃないですか……」

　と呟つぶやきつつ、ミノルは再びユミコを追いかけた。




　倉庫から出て時刻を確かく認にんすると、時刻は八時を回っていた。

　典のり江えには少し遅おそくなると連れん絡らくしてあるが、夕食に間に合わなかったのはやはり気が咎とがめる。一秒でも早く帰りたいのはやまやまなれど、ユミコに大田区からさいたま市まで送ってくれとは言いだしにくい。

　駐ちゆう車しや場を歩きながら、ミノルは半ば独り言のように呟つぶやいた。

「やっぱり、バイク買おうかな……」

　途と端たん、右斜ななめ前を歩くユミコが体ごと振ふり向むいた。

「えっ、ほんと？　だったら、買いにいくの付き合ってあげるわ。オススメはやっぱりスーパースポーツだけど、最初は乗りやすさ重視でストリートファイター系でもいいかもね。いまは乗り出し百万以内でもいいのがたくさん…………」

　そこまでまくし立ててから、ぴたりと口を閉じる。

「ど、どうしたんですか？」

　ミノルが訊たずねると、ユミコは何度か瞬まばたきしてから、何やら微び妙みような表情で言った。

「ねえ、私、ちょっと思ったんだけど……」

「はい……？」

「きみの二百何十万円、アグスタのリアケースに入れっぱなしじゃない……？」

「……………………」

　ぴたりと体を硬こう直ちよくさせ、約一時間前の記き憶おくを辿たどり──。

　ミノルは、こくこくこくと三回頷うなずいた。

　直後、二人は駐車場の出口に向けて、猛もう然ぜんと走り始めた。





終わり












　あとがき




　大変たいへん長らくお待たせしました！　『絶対ナル孤独者』第四巻をお読み頂きありがとうございます！

　前巻が出たのが二〇一六年の二月ですから、一年三ヶ月ぶりの新刊ということになります。それでも充分長いですが、ｗｅｂ連載版をリアルタイムでお読み下さっていた方からすれば、第三部の続きは実に八年ぶりなわけで……。当然私にとっても、八年前に中断したお話の続きですから、当時の構想を思い出すのがなかなかに大変でした。ノープロット戦法が仇になって最初はまるで思い出せず、「これはもう新規にストーリーを考えるしかないか……」と思ったのですが、不思議なもので書き始めると、キャラクターたちのほうから「ここはこうなる予定だったんだよ！」と語りかけてくるような感じがしまして、どうにか当初の構想どおりの本筋に入れたのではないかなーと思っています。

　しかしそのいっぽうで、八年の間に科学方面の知見もがりがりアップデートされておりまして、それに対応するのもなかなかに大変でした。たとえば今巻では、サードアイが分子を操る力を《セブンス・フォース》と呼称していますが、これは本当は《フィフス・フォース》になるはずだったんですよね。なぜフィフスかと言うと、素粒子間に働く《自然界の四つの力》というものがありまして、これは《弱い力》《強い力》《電磁気力》《重力》の四つなんですが、ざっと説明すると弱い力というのはウィークボソンという素粒子が媒介する力、強い力というのはグルーオンという素粒子が媒介する力、電磁気力はコン・バトラーＶがヨーヨーしたりタツマキしたりする力、重力はグランゾンがいろいろ吸い込んだりする力であります。

　で、このお話のサードアイが分子（素粒子）を操る力を第五の力と設定しよう……と八年前は思っていたのですが、この四巻を書き出すにあたってちょっと調べてみたところ、なんだか去年あたりに「第五の力が発見されたんじゃ!?」というようなニュースがありまして（プロトフォビックＸボソンとゆう粒子が媒介するとか……カッコイイ……）、さらに第六の力もあるんじゃね!?　という論文が発表されたりもしてまして、これはもう第七にするしかねえ！　ということで《セブンス・フォース》となった次第であります。そんなふうに色々未来が見えないお話ではありますが、ミノル君がちょっとずつ成長していたり、ユミコさんがちょっとずつカドが取れたりしていますので、これからも頑張る彼らを応援して頂ければ幸いです。

　最後になりましたが今巻も麗しかったり大迫力だったりなイラストを描いて下さったシメジさん、本当にありがとうございました！　ギリギリ進行になってしまって、三木さんともども本当にすみませんでした！　五巻は色々頑張りますので何卒よろしくお願いします！





二〇一七年四月某日　　　　川原 礫
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川かわ原はら 礫れき

この巻は執筆中にお餅が食べたくなって困りました。私はバター醬油が好きです。写真は京浜島から見た羽田空港です。この写真を撮るために現地まで行ったんですが、撮影中に悪の組織の手先だと思われて職質されたらどうしようとドキドキしました。まったくされませんでした。
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イラスト／シメジ

愛媛県生まれ・東京在住。アニメーターとして活動中。イラストの仕事は今回初めて。ＨＮの由来は、たまたまシメジの味噌汁を食べていたため。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「シメジ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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